
本誌は、宝くじの普及宣伝事業として助成を受け作成されたものです。

明日をひらく地域活性化促…品工 |



1位以切 CONTENTS 2007 

令地域活性化の視点、 石田直裕 (理事長)

軍B 知恵と工夫のまちづくり
よい地域づくりを実践するために組織開発アブローチの適用を

大住荘四郎 (関東学院大学経済学部教綬)

巻頭エッセー ・

4 

8 北海道 地域の課題に柔軟に取り組む赤レンガ・チャレンジ事業

10岩手県軽米町 住民主体の「結いのみちづくり」で経費を削減

12島根県 NPOとの協働による「島根づくり事業」の推進 環境生活部NPO活動推進室

14福井市 職員のマンパワ}を活用して行政課題を解決・改善へ 牧田美佐穂

16静岡県富士宮市 ゼロ予算事業が目指す個性ある文化・自然豊かな地域の創出
渡i霊勇人

平館孝浩

勲野中

18福井県鯖江市 「職員力」の活用による新規サービスの創出

20山口県柳井市 住民の汗で実現した経費一割の「ふるさとの道づくり1
22 山梨県韮崎市 ネーミングライツ導入による地域文化の振興

27熊本県荒尾市 炭鉱閉山後のアイデアと工夫のまちづくり 上園満雄

28愛媛県 ユニークな取り組みを具体化するえひめの「ゼロ・チャレンジj
企画情報部管理局企画調整課

30佐賀県 県職員の「知恵の 『わJプロジ、エクト」 総括本部政策監グループ

32長野県 人材資源を活かした智恵と工夫の県民サービス
関取秀樹 (企画局企画課調整係主事)

高橋藤憲

宮本太郎

大石智久

通り池(下地島)

西平安名崎

JOIN 

「移住・交流のニーズを顕在化へ」-IW.園田36 
07年度地域再生実践塾第4回長崎市

海外からの誘客には何が必要か37 

全国地域リーダー養成塾.海外研修報告 (フランス&ドイツ)
住民との協働による地域づくり 川崎忠成38 

40 
42 

新潟県佐渡市

沖縄県南城市

地域づくり団体探訪

NPO法人佐渡文化財研究所

NPO I軽便駅かりゆし市J

ITを利用したメタボ対策の運動教室

島尻マングローブ

来間大橋

福島県伊達市

首長の思い

市民と行政との協働による

トピックス44 
-・・・・・E岨lolIIar.I・・・・・・

「元気都市・水戸」を目指して
加藤浩 (水戸市長)

45 群馬県嬬恋村

兵庫県尼崎市

山形市
長野県泰阜村

23 

手前みそですが・..・千葉県館山市

クイチャーフェスティバル

46 
47 

センタ一通信48 

(沖
縄
県
宮
古
島
市
)

宮
古
島
市
の
力
マ
マ
嶺
公
園
で
十
一
月
四
日
、

第
六
回
ク
イ
チ
ャ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
聞
か
れ

た
。
ク
イ
チ
ャ
は
、
宮
古
地
方
に
伝
わ
る
伝
統

芸
能
で
、
歌
、
踊
り
が
集
落
ご
と
に
異
な
る
の
が

特
徴
だ
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
二
十

九
団
体
が
参
加
し
、
各
地
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

伝
統
ク
イ
チ
ャ
ー
の
ほ
か
、
独
自
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
創
作
ク
イ
チ
ャ
ー
を
披
露
し
、
集
ま
っ
た
住
民

な
ど
と
交
流
を
深
め
て
い
た

(四
十
七
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
)。

{
呂
古
島
市
は
、
平
良
、
城
辺
、
下
地
、
上
野
、

伊
良
部
の
五
市
町
村
が
一
昨
年
十
月
に
合
併
し
て

新
発
足
し
た
人
口
五
万
三
千
人
の
ま
ち
。
基
幹
産

業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興
に
加
え
、
合
併
を

機
に
恵
ま
れ
た
自
然
と
文
化
歴
史
の
一
体
的
活

用
に
よ
る
広
域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ

る
地
域
振
興
・
交
流
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

伊
良
部
島
と
の
架
橋
が
完
成
す
る
四
年
後
を
目
標

に
、
農
業
体
験
も
で
き
る

「健
康
ふ
れ
あ
い
ラ
ン

ド
公
園
」
の
開
設
が
、
島
づ
く
り
の
今
後
の
期
待

に
な
っ
て
い
る
。
-
文H
沢

-
力
メ
ラ
H
小
形
又
男「健康ふれあいランド公園」予定地

(財)地域活性化センヲ 地域づくり編集
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石田直裕

令地域活性化の視点、

• 理事長

当
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
東
京

・
日
本
橋
に
あ
る
が
、

事
務
所

の
窓
か
ら
眺
め
る
と
、
東
京
駅
、
新
橋
駅
の
方
に
は
高
層
ビ
ル
が
立

ち
並
び
、
月
島
の
方
向
に
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
し
、
あ
た
か

も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
に
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
ビ
ル
建
設
中
の
ク
レ
ー
ン
を
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
口
を
見
て
も
、
こ
こ
中
央
区
の
国
勢
調
査
人
口
は
、
平
成
十
二

年
の
七
万
二
千
五
百
二
十
六
人
が
、
同
十
七
年
に
は
九
万
八
千
百
三

十
五
人
と
三
五

%
以
上
増
加
し
、
同
十
九
年
十
月

一
日
現
在
の
住
民

基
本
台
帳
人
口
も
十
万
四
千
三
百
人
と
、
こ
の

一
年
間
だ
け
で
も

二

・
三
%
増
加
し
て
い
る
。
よ
く
言
わ
れ
る
人
口
の
都
心
回
帰
の
現

象
を
、
中
央
区
の
こ
れ
ら
ビ
ル
、
数
字
な
ど
が
端
的
に
示
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る

(こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、

本
誌
九
月
号

「首
長

の
挑
戦
」
に
詳
し
い
)。

全
国
的
に
見
て
も
、

首
都
圏
の
人
口
は
平
成
十
七
年
と
同
十
二
年

を
比
較
す
る
と
百
五
万
人
増
加
し
て
い
る
が
、
北
海
道
、
東
北
、
北

陸
、
中
国
、
四
国
、
九
州
地
方
で
軒
並
み
減
少
し
て
い
る
。
地
方
圏

(三
大
都
市
圏
以
外
)
か
ら
首
都
圏
へ
の
人
口
流
出
は
、
昭
和
三
十

六
年
の
六
十
五
万
人
を
最
大
と
し
て
、

「地
方
の
時
代
」
と
言
わ
れ

た
昭
和
五
十
年
ご
ろ
、
い
っ
た
ん
は
止
ま
っ
た
。
そ
れ
が
バ
ブ
ル
と

と
も
に
再
度
首
都
圏
へ
の
人
口
流
出
が
始
ま
り
、
バ
ブ
ル
終
了
と
と

も
に
落
ち
着
い
た
も
の
の
、
再
び
人
口
流
出
が
拡
大
し
始
め
、

平
成

十
七
年
に
は
十

一
・
五
万
人
ま
で
に
拡
大
し
て
い
る
。
地
域
別
の
人

口
シ
ェ
ア
を
見
て
も
、

首
都
圏
は
平
成
十
七
年
で
三
三

・
二
%
ま
で

上
昇
し
て
い
る

(昭
和
四
干
五
年
で
は
二
八
・
九
%
)
。

最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
域
間
格
差
に
つ
い
て
、

一
人
当
た
り

の
所
得
の
比
較
で
見
て
み
よ
う
。
所
得
分
布
の
不
平
等
の
尺
度
と
し

て
よ
く
用
い
ら
れ
る
ジ
ニ
係
数

(こ
の
係
数
が
ゼ
ロ
に
近
け
れ
ば
所

得
分
布
は
均
等
に
近
く
、

一
に
近
づ
く
に
つ
れ
不
平
等
は
高
く
な
る
)

で
見
る
と
、
日
本
は
O
E
C
D
諸
国
二
十
五
カ
国
中
二
番
目
に
地
域

間
の
格
差
が
低
い
と
い
う
。
平
成
十
六
年
で
は
日
本
の

一
人
当
た
り

県
民
所
得
の
地
域
間
格
差
を
示
す
ジ
ニ
係
数
は

0
・
O
七
九
で
あ

る
。
た
だ
、

平
成
二
年
に
0
・
0
九

一
と
近
年
で
は
も

っ
と
も
高
く

な
っ
た
後
低
下
し
て
い
た
が
、
同
十
三
年
の
0
・
0
七
O
を
境
に
再

び
上
昇
し
て
い
る

(平
成
十
四
年
0
・
0
七
三
、
十
五
年
0
・
0
七

七
)。
前
記
の
数
字
は
地
域
聞
の
格
差
を
表
す
も
の
だ
が
、
地
域
内
で
の

格
差
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
若
年
層
に
お
い
て
、
地
域

内
で
所
得
の
格
差
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
が
あ
ろ
う
が
、
山
中
部
開
発
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
は
、
地
域
別
の

ジ
ニ
係
数
が
三
大
都
市
圏
で
最
も
中
部
圏
が
低
い
理
由
と
し
て
、

①

非
正
社
員
の
比
率
が
三
大
都
市
圏
の
中
で
も
っ
と
も
低
い
②
所
得
格

差
が
小
さ
い
と
い
わ
れ
る
製
造
業
に
従
事
す
る
人
の
比
率
が
最
も
高

い
③
有
効
求
人
倍
率
が
最
も
高
い
l
l
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
昨
今
の
格
差
は
、
数
字
上
の
所
得

格
差
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

依
然
と
し
て
人
口
流
出
が
続
い
て
い
る
こ
と
、

若
年
層
を
中
心
と
し

た
非
正
規
雇
用
の
拡
大
が
起
き
て
い
る
こ
と
、
地
域
ご
と
に
産
業
構

造
や
労
働
生
産
性
の
違
い
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
か

ら
生
じ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
は

一
朝

一
夕
に
解
決
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
企
業
誘
致
を
含
む
地
域
産
業
の
振
興
や
観
光
、

農
業
の
振

興
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
人
材
の
育
成
な
ど
の
地
域
振
興
策
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
も
加
え
な
が
ら
着
実
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
は
、
あ
ら
た
な
移
住
・

交
流
策
の
推
進
な
ど
、
新
し
い

発
想
に
よ
る
地
域
活
性
化
施
策
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

泊政~ω2007・12月号



「結いのみちづくりj ・岩手県軽米町 (p10) 町道を住民総参加で整備

まちづくり
赤レンガ・チャレンジ事業 ・北海道 (p8)
職員や知床ガイド協会会員などによる遊歩道の整備 (06年9月5日)

f島根づくり事業J・島根県 (p12) 出雲市災害ボランティアマニュアル

保護者による学校敷地内

知恵と資源を有効利用したふるさとづくり
.福井県鯖江市 (p18)

ゼロ予算で個性ある文化地域を創出 ・静悶県富士宮市 (p16)



「ふるさとの道づくりJ・山口県柳井市 (p20) 作業の様子

住民のアイデアと工夫で地域再生 ・熊本県荒尾市 (p27)
空き底舗を活用した起業創造、高庖街再生の拠点「青研」

「えひめのゼロ・チャレンジJ・愛媛県 (p28)

ネーミングライツ導入 ・山梨県韮崎市(p22) 韮崎文化ホ ル西側入口

知恵と
工夫の

傘
組晦町

県産優良新商品審査

会金賞「のりやのの

りこばあちゃんJ

市民サボーター制
度により誕生した

「荒尾乃葡萄酒」

「知恵の 『わ』プロジェクトJ・佐賀県 (p30)
幼稚園での芝張りボランティアの様子



知
恵
と
工
夫
の
ま
ち
"
つ
く
り

よ
い
地
域
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
に

組
織
開
発
ア
フ
ロ
l
テ
の

「
人
づ
く
り
」
と
「
地
域
づ
く
り
」

地
方
分
権
改
革
が
進
展
し
、
自
治
体
財
政
の
格
差
も
拡

大
す
る
中
で
、
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
試
み
が
各

地
で
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
の
潜
在
的
な
良
さ

(強
み
)
を
活
か
し
な
が
ら
、
人
材
や
施
設
を
活
用
す
る

と
と
も
に
、
情
報
発
信
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の

「機
能
」

で
つ
な
い
で
い
る
。
そ
の
際
、
核
と
な
っ
て
い
る
人
材
の

重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
人
材
育
成
の
必
要
性
が
結
論
付
け

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
地
域
の
強
み
を
見
い
だ
し
、
地
域

の
資
源
を
結
び
つ
け
る
の
は

「人
」
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な

「人
」
の
存
在
や
育
成
に
着
目
す
る
。

し
か
し
、
人
材
の
発
掘
や
育
成
を
掲
げ
て
も
、
地
域
づ

く
り
を
同
じ
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
で
成
功
に
導
く
こ
と
は
で

用
を

き
な
い
。
地
域
づ
く
り
は
、
地
域
の
個
性
を
活
か
す
こ
と

で
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
個
々
の
事
例
を
見
れ
ば
多
様
性

が
目
に
付
く
が
、
成
功
事
例
と
し
て
の
共
通
項
を
見
い
だ

す
こ
と
は
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

一
般
化
す

る
た
め
に
、
本
論
で
は

「組
織
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
適

用
を
考
え
る
。

ま
ず
、
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
外
部
環
境
と

内
部
要
因
の
位
置
付
け
を
整
理
し
、
革
新
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
・
ゴ

l
ル
の
設
定
、
共
有
は
内
部
か
ら
形
成
さ
れ
る
こ

と
を
認
識
す
る
。
次
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
・
ゴ

l
ル
を
担
う
地

域
空
間
と
し
て
の

「組
織
」
に
お
け
る
協
働
(
コ
ラ
ボ
レ

l
シ
ヨ
ン
)
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
場
を
想
定
し
、

「
組
織
開
発
」
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。
そ

の
上
で、

「ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と

「実
践
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
核
に
し
た
地
域
づ
く
り
の
ア
l
ト
を
提

関
東
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授

大
住
荘
四
郎

• 

案
す
る
。

戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら

現
代
の
地
域
社
会
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
高
齢
化
、
成

熟
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

I
T
化
、
地
方
制
度
、
地
方
分

権
改
革
の
急
激
な
変
化
の
時
代
に
あ
る
。
戦
略
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
、
外
部
環
境
の
著
し
い
変
化
へ
の
対
応
、

}つ
ま
り

外
部
環
境
分
析
を
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
中
核
に
置
く
。

公
共
版
S
W
O
T
分
析

(強
み
、
弱
み
、
機
会
、
脅
威

の
全
体
的
な
評
価
)
で
も
?

、
①
外
部
環
境

(主
に、

ニ
l
ズ
・
役
割
の
増
減
)
に
よ
り
政
策
領
域

(
事
業
分
野
)

と
し
て
の
メ
リ
ハ
リ

(
重
点
化
、
優
先
順
位
付
け
)
を
行

い
;
、
②
内
部
要
因
と
し
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
分
析
に
よ
り

パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
委
譲
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
働
が
可
能

4 話記訴事o2007・12月号



知恵と工夫のまちづくり特集

な
領
域
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
前
提
と
し
た
設
計
を
行
う
。

結
果
と
し
て
、
残
さ
れ
た
領
域

(事
業
分
野
)
が
行
政
の

機
能
・
役
割
と
定
義
さ
れ
る
。

S
W
O
T
分
析
を
教
科
書
的
に
運
用
す
る
と
、
外
部
環

境
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
ゴ

l
ル
の
設
定
と

な
り
が
ち
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
治
体
や
当
該
地
域
と
い

っ
た
内
部
要
因
か
ら

「
こ
う
あ
り
た
い
姿
」
に
基
づ
く
ピ

二つのニーズに応じたアプローチ図1

<市外からの都市機能へのニーズ>

<都市機能・ビジョンづくり>

都市の担う機能・役割の明確化

<市民の公共サービスへのニーズ>

<新たな公共づくり>

公共の機能 ・サービスの見直し

グローバル化 ・IT化

<都市・地域間競争>
都市ビジョンの明確化
発展のシナリオ

([ + 1) 社会の成熟化・高齢化

<(公助→)自助・共助型>

地域内分権・協働型社会ヘ

([ 

£ユy<:> 
イノベィティブ‘なビジョンとシナリオプロセス ・イノベーション

ジ
ョ
ン
や
ゴ

1
ル
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
ビ
ジ
ョ
ン

や
ゴ

l
ル
は
、
外
部
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
あ

る
い
は
自
ら

「あ
り
た
い
姿
」
を
基
に
創
出
す
る
も
の
な

の
か
|
|
こ
れ
は
重
要
な
論
点
で
あ
ろ
う
。

大
住

(2
0
0
5
)
に
お
い
て
は
、
地
域
・

自
治
体
へ

の
ニ

l
ズ
を
二
つ
に
分
け
て
考
え
た
。
第

一
は
、
県
・
市

民
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

(福
祉
・
教
育
な
ど
の
生
活
関
連
サ

ー
ビ
ス
)
に
対
す
る
ニ

l
ズ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
で
は
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
レ
ベ
ル
を
確
保
す
る
と
い
う
意
味

で
、
他
の
地
域
・

自
治
体
と
の
業
績
な
ど
の
比
較
を
通
じ

て
、
ゴ
ー
ル
は
外
部
と
の
比
較
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
こ

と
も
多
い
。

仮
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
に
達
し
て
い
な
い
領
域

が
あ
れ
ば
、
公
平
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
ミ
ニ
マ
ム
水
準

の
確
保
が
自
動
的
に
ゴ

l
ル
設
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
の
ニ

l
ズ
に
沿
っ
て
き

め
細
か
な
対
応
を
取
る
場
合
や
環
境
保
護
活
動
な
ど
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

N
P
Oと
の
協
働
的
活
動
と
な
り
、

ゴ
l
ル
の
設
定
や
そ
の
実
現
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
自
ら
あ
り

た
い
姿
を
描
き
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
を
共
有
し
た
上
で
の
達

成
手
段
に
お
け
る
革
新
が
期
待
さ
れ
る
。

第
二
は
、
県
・
市
外
か
ら
の
地
域
・
都
市
機
能
へ
の
ニ

ー
ズ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
観
光
都
市
、
地
場
産
業
都
市
、

国
際
都
市
、

生
活
都
市
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
都
市
や
地
域
機

能
、
民
間
企
業
や
非
営
利
団
体
を
通
じ
た
経
済
社
会
的
な

機
能
・
役
割
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
域
の
課
題
と
い

う
よ
り
は
む
し
ろ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
の
設

定
、
共
有
が
前
提
と
な
る
。
地
域
・
都
市
の
強
み
を
活
か

し
、
そ
の
成
長

・
発
展
を
目
指
す
の
で
、
ゴ
ー
ル
は
外
部

か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
革
新
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
、

実
現
の
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
を
自
ら
創
出
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

* 1 
大
住

(2
0
0
5
)
に
よ
る
。

ニ
ー
ズ
や
役
割
の
増
加
し
て
い
る
領
域
を
成
長
機

会
と
と
ら
え
、

重
点
化
領
域
と
す
る
。
逆
に
ニ
ー

ズ
や
役
割
の
減
少
し
て
い
る
領
域
は
脅
威
と
と
ら

え、

重
点
度
を
引
き
下
げ
る
領
域
と
す
る
。

* 2 
パ
ワ
ー
を
最
大
化
さ
せ
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ

組
織
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
「
ギ
ャ

ッ
プ
・
ア
プ
ロ

ー
チ
」
と

「ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
が
あ
る
。

前
者
は
従
来
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
後
者
は
組
織
開
発
ア

プ
ロ
ー
チ
と
し
て
近
年
次
第
に
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
ギ

ャ
ッ
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
組
織
を
取
り
巻
く
問
題
を
特

定
化
し
、
そ
の
原
因
を
分
析
す
る
。
原
因
が
分
か
れ
ば
解

決
方
法
を
導
け
る
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
・

0

フ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。

こ
の
よ
う
な
ギ
ャ
ッ
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
環
境
が
安

定
し
て
い
る
場
合
に
は
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
も
多
い
。

な
ぜ
な
ら
、
環
境
が
安
定
し
て
い
れ
ば
問
題
の
特
定
化
も

容
易
で
、
問
題
解
決
方
法
も
明
ら
か
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
外
部
環
境
の
変
化
が
大
き
く
な
れ
ば
、
問
題
の

特
定
化
も
容
易
で
は
な
い
し
、
ゴ
ー
ル
も
明
ら
か
と
な
ら

な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
が
有
効
で
あ
る
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

自
身
や
自
組
織
の

「強
み
・
価
値
」
に
着
目
す
る
。
潜
在
的
な
強
み
・
価
値

(ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
コ
ア
)
を
発
見
し
、
こ
れ
を
最
大
限
発

揮
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
ど
う
あ
り
た
い
か
、

最
大
の
可
能

a説誕以B2007・12月号5 
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性
を
描
く
。
現
実
に
達
成
し
た
状
態
を
描
き
グ
ル
ー
プ
で

共
有
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
し
た

新
し
い
取
り
組
み
に
着
手
す
る
。

二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
組
織
開
発
で
は
対
照
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
と
な
る
。
ギ
ャ
ッ
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
組
織

は
多
く
の
問
題

(欠
陥
・
短
所
)
を
抱
え
て
い
る
と
と
ら

え
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
組
織
を
良
く
す
る

(開
発
す
る
)
と
み
る
。
あ
る
べ
き
基
準
は
外
部
か
ら
与

え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
が
中
心
に
な
る
。

組織開発アプローチ図2

<ポジティブ・アプローチ>

[ 強み価値を発見する I 
<ギャップ・アプローチ>

[ 問題を特定化する

---ι 
J [どうあ此いか最大の可能性硝く

....... レ

原因を分析する

---ι ---レ
現実的達成状態を共有するJ [ 解決方法を検討する

.... レ.... レ

新しい取り組みを始めるJ [ アクション・プランを作成する

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
全
く
逆
で
あ
る
。
組

織
を
「
成
長
の
可
能
性
を
秘
め
た
存
在
」
と
と
ら
え
、
組

織
の
「
強
み
」
「
価
値
」
や
可
能
性
の
発
見
に
着
目
し
、

組
織
内
部
で
対
話
を
繰
り
返
す
こ
と
で
理
想
的
な
姿
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
ソ
リ
ュ

l
シ
ヨ
ン
を

考
え
る
。
こ
の
場
合
、
あ
り
た
い
状
態
が
内
部
か
ら
出
て

く
る
の
で
あ
る
。

つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
明
ら
か
な
特
徴
が
あ

る
。
前
者
は
、
与
え
ら
れ
た
ゴ

l
ル
の
実
現
の
た
め
に
、

組
織
や
人
の
「
短
所
」
や

「欠
陥
」
の
修
正
に
着
目
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

「
短
所
」

や
「
欠
陥
」
に
着
目
す
る
こ

と
は
楽
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
指

摘
を
受
け
た
問
題
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
十
分
に

解
決
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
に
再
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
人
や
組
織
を
し
ば
し
ば
萎
縮
さ
せ
る
;

。

後
者
は
人
や
組
織
を
最
高
に
活
性
化
さ
れ
た
状
態
に
近

づ
け
、
パ
ワ
ー
を
最
大
化
さ
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
強
み
や

長
所
を
活
か
し
た
体
験

(成
功
体
験
)
は
、
思
い
出
す
の

も
心
地
良
い
し
、
強
み
や
長
所
を
活
か
し
て
活
躍
す
る
こ

と
は
誰
し
も
非
常
に
楽
し
い
で
あ
ろ
う
。
権
限
が
現
場
に

委
譲
さ
れ
、
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
の
力
が
発
捕
さ
れ
る
組

織
を
動
か
す
原
動
力
は
、
あ
り
た
い
状
態
が
内
側
(
心
の

中
)
か
ら
出
て
く
る
こ
と
に
よ
る
個
人
、
チ
ー
ム
、
組
織

の
大
き
な
パ
ワ
ー
な
の
で
あ
る
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
つ
組
織
開
発
ア
プ
ロ

ー
チ
は
、
は

A
I
(〉
句。吋

onzpぉ
ESE-門司
)、

O
S
T

(。
宮
口
印

U
R
O
吋

R
Y
E
-。
明
)
、
フ
ュ

l
チ
ャ

l
・
サ
ー

チ

(明

E
Z
Z
∞2
5
7
)
:
な
ど
が
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
レ
ベ
ル
で
企
業
、
公
共
組
織
の
組
織
開
発
ア
プ
ロ

l

こ
の

チ
と
し
て
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

6 

* 3 
短
所
・
欠
陥
は
、
修
正
が
困
難
な
の
で
短
所
・
欠

陥
な
の
で
は
な
い
か
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、

短
所

・
欠
陥
そ
の
も
の
に
着
目
せ
ず
、
強

み
・

長
所
を
伸
ば
す
こ
と
に
よ

っ
て
短
所

・
欠
陥

を
カ
バ
ー
す
る

(
相
互
に
補
完
し
合
う
)
こ
と
を

狙
う
。

A
l
(
ア
プ
リ
シ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
ク
ワ
イ
ア

リ
l
)
米
国
ケ

l
ス
・
ウ
エ
ス
タ
ン
・
リ
ザ
ー
ブ
大
学

(ng
伺
詞
2
8
3
河

2
2
5
5号。
2
5)
の

デ
l
ビ
ッ
ド
・
ク

l
パ

1
ラ
イ
ダ

l
教
授

(U
2
E
円・円。。。

2
ユ
号
円
)
ら
に
よ
り
、

一
九

八
七
年
に
提
唱
さ
れ
た

「
組
織
の
真
価
」
を
肯

定
的
な
質
問
に
よ
っ
て
発
見
し
、
価
値
の
可
能

性
を
最
大
限
に
活
か
し
た
、
最
も
効
果
的
で
能

力
を
高
く
発
揮
す
る
仕
組
み
を
生
み
出
す
組
織

開
発
手
法
。

O
S
T
(オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

一
九
八
五

年
ハ

リ
ソ
ン
・
オ

l
ウ
ェ
ン
氏

(出
向
ユ

g口
。
名

g
)が
提
唱
し
た
、
グ
ル
ー
プ

の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
存
在
す
る
複

雑
性
や
カ
オ
ス
、
混
乱
や
衝
突
に
参
加
者
を
関

与
さ
せ
る
手
法
。
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
が
も
た

ら
す
協
働
性
や
興
脅
を
基
礎
に
、
過
去
に
ア
フ

リ
カ
の
あ
る
部
落
や
昔
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

行
わ
れ
て
い
た
会
議
な
ど
を
参
考
に
、
そ
の
基

本
的
概
念
を
完
成
さ
せ
た
。

フ
ユ
|
チ
ヤ

l
・
サ

l
チ
(
市

C
E「
Oωoω
「

O才
)

サ
ン
ド
ラ
・

ジ
ヤ
ノ

フ
氏
と
ア
ラ
ン
氏
が
開
発

し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
l
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

一

同
に
会
し
、
組
織
の
過
去
、
現
在
、
未
来
を
考

え
な
が
ら
小
グ
ル
ー
プ
で
の
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ

2007・12月号迎励~i砂
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ン
や
全
体
で
の
討
議

・
実
習
を
通
し
て
、
組
織

全
体
の
将
来
の
方
向
性

(ビ
ジ
ョ
ン
)
や
将
来

へ
の
行
動
計
画
を
決
め
て
い
く
と
同
時
に
、

変

革
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
る
組
織
開
発
手
法
。

実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
必
要
性

ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
合
わ
せ
た
重
要
な
視
点

と
し
て
、
「
場
」
づ
く
り
が
あ
る
。
「場
」
と
は
制
度
に
よ

る
組
織
な
ど
と
は
無
関
係
に
、
あ
る
目
的
の
た
め
に
自
己

組
織
化
さ
れ
た
集
団
を
言
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、

地域づくりの成功要件

. AI (Appreciative Inquiry) 

I .OST (Open Space Technology) 
. Future Search / 

図3

!・コアチーム ¥ 

t .ネ ットワークづくり / r-ィ]
地
域
づ
く
り
や
地
域
開
発
で
は
、
地
域
内

(場
合
に
よ
っ

て
は
外
も
)
人
材
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は、

「
場
」

の
形
成
そ
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
場
の
形
成
を

一
歩

進
め
て
、

実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

(円
。
ョ
ヨ
ロ
ロ
目
立

2
0同

p-Rtno)
づ
く
り
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
あ
る
テ

l
マ
に
関
す
る
関
心

や
問
題
、
熱
意
な
ど
を
共
有
し
、
そ
の
分
野
の
知
識
や
技

能
を
、
持
続
的
な
相
互
交
流
を
通
じ
て
深
め
て
い
く
人
々

の
集
団
の
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
、
地
域
づ
く
り
の

「場」

の
コ
ア

・
チ
ー
ム
と
い
う
位
置
付
け
も
で
き
よ
う
し
、

「場
」
を
超
え
て
、
共
通
の
地
域
づ
く
り
と
い
う
テ

1
マ

を
抱
え
た
異
な
る
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
の
場
と
い
う
場

合
も
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
や
環
境
保
護
な
ど
は
、

多
く
の
地
域
で
抱
え
て
い
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
問
題
解
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
の
共
有
を
図
る
場

を、

空
間
を
超
え
て
ウ
ェ
フ
上
で
持
つ
こ
と
も
で
き
る
。

実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
知
識
創
造
の
場
で
あ
り
、

学
習

す
る
組
織
の
中
核
的
な
存
在
に
な
る
の
で
あ
る
。

現
実
の
地
域
づ
く
り
で
の
成
功
要
件

現
実
の
地
域
づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、

①
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
②
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
ー
ー

の
二
つ
の
要
素
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
地
域
づ
く
り
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
れ
ば
、
問
題
解
決
型
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク

ト
も
あ
れ
ば
、
発
展
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
。

問
題
解
決
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
フ
リ
l
タ
ー
や
ニ

l
ト
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
問
題
を
起
点
と
し
た
富
士

宮
市
「中
学
生
向
け
経
済

・
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」

「
フ
l
ド
バ
レ

l
構
想
」
な
ど
多
く
の
事
例
が
本
誌
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
現
実
の
問
題
解
決
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
問
題
を
共
有
し
た
上
で、

革
新
的
な
発

想
で

「あ
り
た
い
姿
」
を
メ
ン
バ
ー
か
ら
引
き
出
す
こ
と

に
よ
り
個
人
、
チ
l
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
パ
ワ
ー
を
重

ね
る
こ
と
で
あ
る
。

発
展
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、

千
葉
県
佐
倉
市
の

ユ
ー
カ
リ
が
丘
に
お
け
る
都
市
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

が
代
表
例
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

単
な
る
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン

開
発
で
は
な
い
持
続
的
な
都
市
開
発
事
業
を
山
万
株
式
会

社
が
担
い
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
、
民
間
交
番
、
駅
前
商
業

施
設
、
福
祉
施
設
、
保
育
施
設
も
運
営
し
、
総
合
的
な
ま

ち
の
機
能
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
特
徴

が
あ
る
。
革
新
的
な
構
想
を
企
業
経
営
者
が
実
現
し
た
好

例
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
タ
イ
プ
も
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
る
革
新
的
な
構
想
を
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー

(利
害
関
係

者
)
と
共
有
す
る
こ
と
が
成
功
要
件
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

持
続
的
な
事
例
で
は
、
「
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
有
効

に
機
能
し
て
い
る
。
本
書
の
具
体
的
事
例
で
は
、
こ
の
一

つ
の
成
功
要
件
を
確
認
さ
れ
て
は
い
か
が
か
と
思
う
。

(参
考
文
献
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特

知
恵
と
工
夫
の
ま
ち
づ
く
り

集

北
海
道

地
腸
の
題
に
柔
軟
に
取
り
組
む

赤
レ
ン
ガ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

ー

l
道
民
サ
ー
ビ
ス
と
職
員
の
政
策
形
成
能
力
を
向
上
へ

道
民
の
要
望
に
基
づ
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
、
職
員
の
知

恵
と
実
行
力
に
よ
り
予
算
ゼ
ロ
で
展
開
す
る
北
海
道
の

『赤
レ
ン
ガ

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
。
三
年
目
の
今
年
度
は
、

職
員
の
知
識
や
技
術
、
道
有
施
設
な
ど
を
活
か
し
た
二
百

二
十

一
事

業

(
十
月
現
在
)
が
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
、
道

財
政
が
危
機
的
な
状
況
の
中
、

。財
政
支
出
な
し
々
を
原

則
に
、
道
民
サ
ー
ビ
ス
と
職
員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上

を
両
立
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
推
進
し
て
い
る
0

1

、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
多
様
な
手
法
を

f
f
効
果
的
に
活
用
ヘ

北
海
道
に
お
い
て
、

赤
レ
ン
ガ

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

(通
称

「赤
チ
ャ
レ
」)
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、

二
O
O

五
年
。
道
財
政
が
厳
し
さ
を
増
す

一
方
で
、
多
様
化
す
る

道
民
ニ

l
ズ
に
、
特
別
な
予
算
を
使
わ
ず
に
、
既
存
の
人

材
や
施
設
を
活
か
し
て
柔
軟
に
対
応
す
る
の
が
最
大
の
目

的
で
あ
る
。
道
で
は
、
赤
レ
ン
ガ

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
を

実
施
す
る
前
か
ら
も
、

道
有
施
設
の
開
放
な
ど
予
算
を
伴

わ
な
い
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
が
、

O
二
年
度
か
ら

は
、
施
策
を
展
開
す
る
上
で
の
基
本
的
な
視
点
に

「多
様

知
事
政
策
部
参
事

主
査

(政
策
企
画
)

平
館
孝
浩

• 

な
手
法
に
よ
る
事
業
展
開
」
を
位
置
付
け
、
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
た
多
様
な
手
法
を
効
果
的
に
活
用
し
た
事
業
展
開

を
図
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
、

全
庁
的
な
情
報
発
信
が
弱
く
、
道
民
へ
の

P

R
不
足
や
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
が
確
立
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、

事
業
効
果
に
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ
る

と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
取
り
組
み
の
実
効
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
各
部
局
の
主
体
的
な
意
志
決
定
を

基
本
と
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能

(司
Z
E
1口。
1
r
o
)

を
強
化
し
、
予
算
事
業
と
同
等
の
価
値
付
け
に
す
る
と
と

も
に
、
取
り
組
み
を
積
極
的
に
道
民
に

P
R
し
、
こ
れ
ま

で
の

「多
様
な
手
法
に
よ
る
事
業
展
開
」
を
道
政
上
の
シ

ス
テ
ム
と
し
て
動
か
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を

「赤
レ
ン
ガ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

と
ネ
ー
ミ
ン
グ

し
て
、

O
五
年
度
か
ら
本
格
的
に
推
進
し
て
い
る
。

赤
レ
ン
ガ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
で
活
用
す
る
資
源
は
、

道
庁
が
持
っ

て
い
る
①
職
員
の
技
術

・
経
験

・
知
識

(
人

材
の
有
効
活
用
)
②
道
有
施
設
な
ど

(
ハ
l
ド
資
産
の
有

効
活
用
)
③
推
奨
や
優
遇
措
置
(
情
報
の
発
信
や
選
定
機

8 

区 分 事業本数

職員の技術・経験 72 

道 有 施設 等 39 

推 奨や優遇措 置 15 

制 度の運 用 8 

他団体との連携 60 

そ σコ 他 27 

言十 221 
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計

能
の
有
効
活
用
)
④
規
制
緩
和
、

手
続
き
簡
素
化
、
利
用

者
の
利
便
性
向
上
な
ど
含
む
制
度
の
運
用

(有
効
活
用
)

⑤
他
国
体
と
の
連
携

(ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
活
用
)
⑥

そ
の
他
の
資
源

・
機
能
|
|
の
六
つ
の
資
源
。
今
年
度
は

十
月
現
在
、
本
庁
部
局
の
ほ
か
教
育
庁、

警
察
本
部
、
そ

し
て
十
四
の
支
庁
で
職
員
が
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
一

百
二
十

一
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

、
世
界
遺
産
「
知
床
」
の

f
官
民
協
働
に
よ
る
遊
歩
道
の
整
備

南
ア
フ
リ
カ
で

O
五
年
に
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス

コ
世
界

遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、
北
海
道
の
宝

『知
床
」
が
世
界

自
然
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
知
床
の
語
源
は
先
住
民

族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の
言
葉
に
由
来
し、

「地
の
果
て
の
尽

き
る
と
こ
ろ
」
を
意
味
す
る
。

知
床
は
流
氷
が
接
岸
す
る
最
南
端
の
地
で
あ
り
、
海
か

ら
陸
に
つ
な
が
る
生
態
系
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
下
で
多

様
な
動
植
物
が
混
在
し
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
オ
オ
ワ
シ
な

ど
国
際
的
希
少
種
の
重
要
な
生
息
地
に
も
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
雄
大
な
自
然
景
観
を
有
し
て
お
り
、
自
然
を
手
軽

に
観
察
で
き
る
場
所
と
し
て
知
床
五
湖
や
知
床
峠
な
ど
多

く
の
観
光
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

中
で
も
、

羅
臼
湖
は
観
光
客
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
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か
っ
た
秘
境
の
湖
だ
が
、
世
界
遺
産
登
録
以
降
、
秘
境
の
散

策
コ
l
ス
と
し
て
人
気
が
高
ま
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
羅
臼
湖
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
赤

レ
ン
ガ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
知
床

横
断
道
路
か
ら
湖
ま
で
通
じ
る
総
延
長
約
三
キ
ロ
の
遊
歩

道
は
、
春
先
の
雪
解
け
に
よ
る
ぬ
か
る
み
や
、
土
砂
の
流

出
で
荒
廃
が
著
し
く
、
歩
き
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
根
室
支
庁
は
昨
年
九
月
五
日
、
観
光
客
の
増
加

に
伴
い
、
悪
路
を
避
け
て
遊
歩
道
沿
い
の
植
生
を
損
傷
し

た
り
、
脇
道
で
迷
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

『自
然

探
勝
路
羅
臼
湖
線
・
自
然
に
や
さ
し
い
山
の
み
ち
協
働
事

業
』
と
し
て
、
職
員
や
知
床
ガ
イ
ド
協
議
会
の
会
員
ら
四

十
人
に
よ
る
遊
歩
道
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。
当
日
は
、

歩
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
階
段
部
分
に
板
を
張
っ
た
ほ

か
、
根
釧
東
部
森
林
管
理
署
か
ら
無
償
提
供
さ
れ
た
直
径

十
セ
ン
チ
、
長
さ
百
八
十
セ
ン
チ
の
丸
太
材
を
使
っ
て
木

道
を
整
備
し
、
歩
道
沿
い
の
笹
刈
り
も
実
施
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
に
お
け
る
利

用
適
正
化
の
気
運
高
揚
を
図
る
た
め
、
地
元
の
関
係
機
関

や
民
間
団
体
と
協
働
に
よ
り
行
っ
た
。
知
床
に
と
っ
て
世

界
自
然
遺
産
の
登
録
は
ゴ

l
ル
で
は
な
い
。
世
界
に
誇
れ

る
生
態
系
、
希
少
動
物
を
保
護
し
、

貴
重
な
自
然
環
境
を

次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
。
そ
れ

が
今
、
知
床
地
域
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
り
、
根
室
支

庁
の
取
り
組
み
は
地
域
の
ニ

l
ズ
に
合
っ
た
特
徴
的
な
取

り
組
み
と
吾一
守
え
る
。

、
民
間
企
業
や
N
P
O
か
ら
提
案
を
募
集
し

f
事
業
化
を
推
進

道
内
で
は
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
企
業
が
多
様
な
社

会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
伴
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
増
大
す
る
中
、
限
ら
れ
た
財

源

・
人
的
資
源
で
、
多
様
化
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
る
た
め
に
は
、
道
庁
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
民
間
金
業
や
住
民
な
ど
も
「
公
共
」
の
担
い

手
と
な
り
、
官
民
が
連
携
し
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

民
間
と
の
協
働
を
推
進
し
、
地
域
資
源
の
有
効
活
用
に

よ
り
政
策
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、

O
六
年
度
以
降
、

民
間
企
業
や
N
P
O
か
ら
提
案
を
募
集
し
、
道
庁
と
の
協

働
に
よ
る
政
策
企
画
・

事
業
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
を

実
施
し
て
お
り
、
同
年
度
は
八
企
業
、

三
団
体
の
提
案
に

よ
り
十
四
の
事
業
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

《
二
O
O六
年
度
の
実
績
》

安
全
・
安
心
に
関
す
る
取
り
組
み
の
充
実

-
子
ど
も
の
安
全
を
見
守
る
巡
動
の
展
開

〈北
海
道
コ
カ
・
コ

l
ラ

ポ
ト
リ
ン
グ
州
〉

・
衛
星
爾
像
の
提
供
に
よ
る
災
害
発
生
時
の
被
災
状
況
把
握
の
支
援

な
ど

〈日
本
ス
ペ
ー
ス
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
⑪

-
災
害
発
生
時
の
支
援
協
力

〈州
セ
イ
コ
ー
マ

l
ト
〉

赤
れ
ん
が
庁
舎
の
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
向
上

-
赤
れ
ん
が
庁
舎
前
庭
に
観
光
客
向
け
の
休
憩
所
を
設
置

〈附
雪
印

パ
ー
ラ
ー
〉

・
庁
舎
展
示
物
の
外
国
語
翻
訳
支
援

〈札
幌
大
学
〉

障
が
い
者
の
自
立
支
援
の
機
会
拡
大

-
ポ

1
タ
ル
サ
イ
ト

「北
海
道
人
」
に
よ
る
障
が
い
者
授
産
製
品
販

売
支
援
な
ど

〈N
P
O法
人

H
E
A
R
T
〉

-
映
像
へ
の
字
幕
付
け
を
通
じ
た
障
が
い
者
の
在
宅
就
労
支
援

〈
N

P
O法
人
札
幌
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
〉

-
カ
タ
ロ
グ
掲
載
に
よ
る
障
が
い
者
の
授
産
製
品
の
販
路
拡
大
支
援

〈附
セ
イ
コ
ー
マ

l
ト
〉

官
民
一
体
と
な
っ
た
食
育
・
子
育
て
支
援

・
子
育
て
支
援
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力

〈雪
印
乳
業
側
、
明
治
乳

業
側
、
附
ベ
ネ
ツ
セ

コ
l
ポ
レ
l
シ
ヨ
ン
〉

-
子
育
て
支
援
の
た
め
の
親
子
体
験
会
の
開
催

〈雪
印
乳
業
州
〉

・
「す
こ
や
か
北
海
道
幻
」
の
普
及
活
動
支
援
〈附
札
幌
東
急
ス
ト
ア
〉

.地
産
地
消
の
推
進
と
健
康
的
な
食
習
慣
の
普
及

〈附
セ
イ
コ
ー
マ
l
ト
〉

こ
の
道
庁
と
民
間
企
業
な
ど
と
の
協
働
に
よ
る
事
業

は
、
通
常
の
企
業
活
動
か
ら
資
源

(人
、
物
資
、

資
金
)

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
道
庁
が
こ

う
し
た
活
動
を

P
R
す
る
こ
と
で
、
そ
の
活
動
内
容
の
社

会
性
が
よ
り

一
層
向
上
し
、
企
業
の
貢
献
度
を
地
域
住
民

に
幅
広
く
P
R
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
道
の
公
式

H
P
(Z
G一¥
¥
老
若
者
-

U
2円
HER-内
包
号
・

-m・甘
¥
釘
¥
印

ε¥匂
R
E
q∞E
H】，
54司
-Zヨ
)

に
掲
載
し
て
い
る
。

、
効
果
的
な
P
R手
法
の
検
討
と

f
企
画
・
立
案
に
必
要
な
多
様
な
視
点

赤
レ
ン
ガ

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
、

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毎
年
度
、
道
民
要
望

と
の
適
合
性
な
ど
を
検
証
し
て
い
る
。
職
員
を
派
遣
す
る

出
前
講
座
の
拡
大
や
庁
舎
ホ
l
ル
の
開
放
な
ど
に
対
し
て

「利
便
性
が
向
上
し
た
」
な
ど
と
言
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、

道
民
の
評
価
が
得
ら
れ
る

一
方
で
、
よ
り
効
果
的
な
P
R

の
手
法
な
ど
検
討
す
べ
き
課
題
も
あ
る
。

赤
レ
ン
ガ

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
事
業
規
模
は
、
予
算

事
業
に
比
べ
る
と
大
き
な
も
の
で
は
な
い
が
、
地
域
の
諜

題
に
柔
軟
に
取
り
組
め
る
こ
と
が
大
き
な
利
点
で
あ
る
。

事
業
の
企
画
・

立
案
に
は
多
様
な
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

職
員
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
、
道
民
や
企
業
・
各
種

団
体
と
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
立
っ
て
、
地
域
の
諜
題
に
積

極
的
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
道
民
に

『赤
チ
ャ
レ
』
と
し

て
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
も
こ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

~証誠治2007・12月号

-

「赤
レ
ン
ガ

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
』
の
取
り
組
み
は
道
の
公

式

H
P
(Z
G
υ¥¥者
若
者

-
U
2
2
5
r
r色
色
。
・
百
-
E
¥Z
¥∞旦
¥

島
R
Y
R巾
¥g
u・7
5)に
掲
載
し
て
い
る
。
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知
恵
と
工
夫
の
ま
ち
"つ
く
り

集

岩
手
県
軽
米
町

2 

住
民
主
体
の

『
縮
い
の
み
ち
づ
く
り
』
で
糧
費
を
削
減

ー

l

地
域
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
し
て
住
民
連
携
を
強
化
へ

(
豪
雨
災
害
と
町
民
総
参
加
の
植
樹

軽
米
町
は
、
岩
手
県
の
最
北
端
に
位
置
し
、
北
は
青
森

県
八
戸
市
に
隣
接
し
た
人
口

一
万

一
千
人
余
り
の
農
林
業

を
中
心
と
し
た
町
で
あ
る
。一

九
九
九
年

(平
成
十

一
年
)

に
は
、

二
百
年
に

一
度
と
い
わ
れ
る
豪
雨
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
住
民
に
潤
い
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
き
た
町
を
流
れ
る

雪
谷
川
と
瀬
月
内
川
が
は
ん
ら
ん
し
、

黒
い
濁
流
と
な
っ

て
町
を
の
み
込
み
、
住
宅
の
全
半
壊
や
床
上
浸
水
、
農
地
、

道
路
な
ど
に
未
曾
有
の
被
害
を
与
え
、
住
民
の
心
に
も
深

い
傷
を
残
し
た
。

そ
の
後
、
町
は
災
害
か
ら
の
復
興
を
最
優
先
課
題
と
位

置
付
け
、
住
民

一
丸
と
な
り
国
や
県
そ
し
て
全
国
か
ら
の

支
援
や
励
ま
し
を
受
け
な
が
ら
、
約
五
年
余
り
に
わ
た
り

再
建
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
特
に
、
町
中
心
部
を
流
れ
る

雪
谷
川
に
つ
い
て
は
、

二
度
と
災
害
を
繰
り
返
す
こ
と
の

な
い
よ
う
約
十
八
キ
ロ
に
わ
た
り
、

川
幅
を
二
倍
に
広
げ

る
と
と
も
に
、
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
町
民
総

参
加
に
よ
る
河
川
沿
い
へ
の
桜
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
植
樹
を

総
務
課
企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

課
長
補
佐
企
画
政
策
グ
ル
ー
プ
長

野
中
• 

行
っ
た
。
ま
た
そ
の
後
毎
年
、
河
川
敷
や
の
り
面
の
草
刈

作
業
が
住
民
主
体
で
行
わ
れ
て
い
る
。

大
き
く
変
わ
っ
た
現
在
の
雪
谷
川
に
は
、
冬
に
な
る
と

白
鳥
が
飛
来
し
、
年
々
そ
の
数
も
多
く
な
り
、
住
民
の
厳

冬
に
耐
え
る
力
強
さ
と
人
な
つ
こ
さ
、
そ
し
て
優
雅
な
姿

は、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
住
民

が
温
か
く
見
守
っ
て
い
る
。
ま
た
、
住
宅
を
失
っ
た
人
た

ち
な
ど
の
集
団
移
転
の
た
め
の
住
宅
団
地
の
整
備
に
よ

り
、
町
の
姿
は
大
き
く
変
貌
し
た
。

、
住
民
と
の
協
働
に
よ
る

f
ま
ち
づ
く
り
と
行
財
政
改
革
の
進
行

さ
て
町
は
、
復
興
を

一
つ
の
節
目
と
と
ら
え
、
新
た
な

時
代
に
即
し
た
協
働
・
参
画
の
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め、

二
O
O六
年

(
同
十
八
年
)
三
月
に

「花
と
緑
が
あ

ふ
れ
人
が
輝
く
ふ
れ
あ
い
と
健
康
文
化
の
町
」
を

将
来
像
と
す
る
、
軽
米
町
総
合
発
展
計
画
の
後
期
基
本
計

画
を
、
住
民
の
意
見
な
ど
を
基
に
策
定
し
た
。
計
画
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
町
政
に
対
す
る
住
民
の
理
解
を
深
め
つ

つ
、
住
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本

10 

勲

と
し
て
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
と
い
う
、

行
政
運
営
の
大
原
則
に
立
脚
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
な

が
ら
、
効
果
的
か
つ
着
実
な
進
行
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

従

っ
て
、
行
政
区
や
町
内
会
な
ど
で
で
き
る
こ
と
は
、

「結
い
の
精
神
」
を
持
っ
て
自
主
的
・

主
体
的
に
地
域
住

民
が
協
力
し
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
地
域
づ
く
り
活
動

を
進
め
、
そ
れ
に
対
し
て
、
町
が
支
援
を
し
て
い
く
こ
と

を
基
本
と
し
た
住
民
と
行
政
の
協
働
参
両
の
町
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
本
町
に
お
い
て
は

「
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
デ

l
」
や
「
グ
リ
ー
ン
デ
l
」
な
ど
、

多
様
な
協
働
事
業
を
展
開
し
て
き
て
い
る
が
、
中
山
間
地

域
に
あ
る
本
町
は
、
町
道
、

生
活
道
な
ど
の
快
適
な
生
活

i法漏浜!i2007.12月号
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環
境
づ
く
り
の
た
め
の
整
備
改
良
に
関
す
る
住
民
の
要
望

が
非
常
に
多
か
っ
た
。

、
住
民
が
主
体
に
な
り
行
政
が
支
援
す
る

f
整
備
改
良
事
業

町
内
に
は
、
幅
員
が
二
1
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
整
備
さ

れ
て
い
な
い
町
道
が
全
体
の
四
割
弱
あ
り
、
通
勤
や
通
学

な
ど
で
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
財
政
状
況
な
ど
が
厳
し
く
な

る
中
で
、
道
路
の
整
備
改
良
事
業
に
多
額
の
コ
ス
ト
を
か

け
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
や
、
町
づ
く
り
の
基
本
を
住
民

と
の
協
働
に
よ
り
推
進
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
の
中

で
、
住
民
が
主
体
と
な
り
、
行
政
が
支
援
す
る
と
い
う
形

で
の
整
備
改
良
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
県
が
雪
谷
川
管
理
用
通
路
の
整
備

に
つ
い
て
、

「結
い
の
み
ち
支
援
事
業
」

と
し
て
、
数
年

前
か
ら
地
元
住
民
と
の
協
働
で
実
施
し
て
き
た
経
緯
が
あ

り、

住
民
と
行
政
が
手
を
携
え
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

い
う
機
運
の
盛
り
上
が
り
の
中
で
、
町
が
独
自
の
施
策
と

し
て
、

当
地
方
の
方
言
を
使
っ
た
ユ
イ
コ

(当
地
方
で
は

語
尾
に

「
こ
」
を
付
け
る
習
慣
が
あ
り
、
結
い
に

「F
こ

を

付
け
た
)
の
ケ
ア
ド
1
(当
地
方
の
方
言
で
道
路
の
こ
と
)

事
業
実
施
要
綱
を
定
め
、
町
民
か
ら
申
請
を
受
け
て
内
容

な
ど
を
審
査
し、

経
費
対
象
を
機
械
労
務
費
、
機
械
借
上

料
、
原
材
料
費
お
よ
び
重
機
回
送
費
な
ど
に
、

一
カ
所
百

万
円
を
限
度
と
し
て
助
成
を
す
る
事
業
を
開
始
し
た
。

町
は
、

工
事
の
実
施
計
画
書
の
作
成
や
必
要
な
技
術
支

援
を
実
施
し
、
助
成
の
要
件
と
し
て
、
地
域
住
民
が
事
業

の
施
工
に
必
要
な
労
務
に
つ
い
て
奉
仕
作
業
を
行
う
こ
と

や
用
地
の
所
有
者
が
用
地
の
提
供
に
同
意
し
て
い
る
こ
と

で
、
住
民
総
参
加
で
ス
コ

ッ
プ
や
ほ
う
き
な
ど
を
持
参
し、

汗
を
流
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、

通
常
の
工
事
経
費
と
比
較
し
て
約
三
O
%
の
経
費
の
削
減

が
図
ら
れ
、
ま
た
、

参
加
者
か
ら
は

「自
分
た
ち
で
造
っ

た
道
な
の
で
、

誇
り
や
愛
着
が
よ
り
強
く
な
り
、
地
域
住

民
同
士
の
連
携
強
化
に
も
つ
な
が
る
」
な
ど
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

、
住
民
と
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
進
め
る

f
創
造
の
町
づ
く
り

町
は
今
後
、
さ
ら
に
自
立
を
基
本
と
し
た
住
民
の
自
治

意
識
の
高
揚
を
図
り、

複
雑

・
多
様
化
す
る
地
域
課
題
を

的
確
に
捉
え
、
町
政
の
各
分
野
に
お
い
て
協
働
参
画
を
推

進
す
る
た
め
、

O
七
年

(
同
十
九
年
)
度
に
お
い
て
、

住

民
の
意
見
を
基
に
住
民
、
関
係
団
体
、
行
政
が
果
た
す
べ

き
役
割
な
ど
を
内
容
と
す
る
協
働
参
画
指
針
の
基
本
方
針

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
個
性
豊
か
な
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
風
土
、
歴
史
、
文
化
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
住
民
が
相
互
に
地
域
課
題
を
発
見
し
、
そ

の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
、
地
域
に
愛
着
を
持
つ
住
民
の
力
が

重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

住
民
の
自
主

・
主
体
的
な
活
動
を
支
援

し
つ
つ
、

自
治
組
織
や
団
体
な
ど
の
多

様
な
主
体
の
育
成
を
図
り
、

住
民
と
行

政
が
対
等
の
立
場
で
役
割
分
担
を
し
な

が
ら
、
協
力
し
合
い、

一
緒
に
考
え、

一
緒
に
汗
を
流
し
、
創
造
す
る
町
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

(上・中)ユイ コのケアド一事業 (町道横羽2号線作業風景)
(下)作業完了

法域事匂

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
と
と

も
に
、
地
域
力
の
向
上
に
も
つ
な
が

っ

て
い
く
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
。
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特

知
恵
と
工
夫
の
ま
ち
づ
く
り

集

島
根
県

3 

N
P
Oと
の
協
働
に
よ
る

『
島
根
づ
く
り
事
業
』
の
推
進

ー

l
県
民
の
主
体
的
な
活
動
展
開
で
自
立
的
な
発
展
目
指
す

N
P
Oと
行
政
の
協
働
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
自
治
体

で
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
島
根
県
に
お
い
て
も
二
O

O
五
年
(
平
成
十
七
年
)
度
か
ら
O
七
年
(
同
十
九
年
)

度
ま
で
の
三
カ
年
に
わ
た
り
、

「県
民
と
の
協
働
に
よ
る

島
根
づ
く
り
事
業
」
と
い
う
、

N
P
O
と
行
政
と
の
協
働

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
協
働
事
業
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
、
よ
り
よ
い
協
働
の
あ
り
方
を
志
向

す
る

一
助
と
し
た
い
。

(
条
例
の
制
定
と
基
本
方
針
の
策
定

O
五
年
(
同
十
七
年
)
一一一
月
に
「
県
民
い
き
い
き
活
動

促
進
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
条
例
は
、
地
元
島
根

大
学
の
行
政
学
を
専
攻
す
る
学
生
グ
ル
ー
プ
が
条
例

(案
)

を
作
成
し
、
県
お
よ
び
県
議
会
に
提
言
を
行
っ
た
こ
と
に

端
を
発
し
、
議
員
提
案
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

条
例
の
目
的
は
「
自
立
的
に
発
展
で
き
る
快
適
で
活
力
あ

る
島
根
」
を
築
く
こ
と
。
県
民
の
自
主
的
で
主
体
的
な
活

動
と
地
域
社
会
を
構
成
す
る
人
々
や
団
体
と
行
政
が
連

携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が
生
き

環
境
生
活
部
N
P
O
活
動
推
進
室

生
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。

こ
の
条
例
を
受
け、

翌
O
六
年

(同
十
八
年
)
二
月
に

「
県
民
い
き
い
き
活
動
促
進
基
本
方
針
」
が
策
定
さ
れ
た
。

基
本
方
針
で
は
施
策
の
基
本
的
方
向
と
し
て
、

①
行
政
自

ら
の
意
識
改
革
②
時
代
の
変
化
へ
の
県
民
の
自
覚
と
認
識

③
地
域
課
題
に
対
す
る
多
様
な
主
体
の
共
通
認
識
と
役
割

④
多
様
な
主
体
と
の
対
等
な
立
場
で
の
相
互
協
力
⑤
県
民

の
理
解
を
得
た
支
援
⑥
行
政
の
説
明
責
任
と
評
価
⑦
市
町

村
と
の
連
携
ー
ー
の
七
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
し
て
、
県
民
生
き
生
き
活
動
の
促
進
と
県
民
と
の
連

携
・
協
働
に
よ
る
行
政
の
推
進
の
二
本
柱
で
、
促
進
施
策

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
「県
民
と
の
協
働
に
よ

る
島
根
づ
く
り
事
業
」

は
、
こ
の
二
本
柱
の

一
つ
で
あ
る

「
協
働
の
推
進
」
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
の
事
業
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

、
民
間
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
-

f
企
画
を
活
か
し
た
協
働
事
業

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
「
民
間
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
や

12 

企
画
力
を
活
か
し
た
活
動
と
行
政
が
協
働
す
る
こ
と
に
よ

り
、
力
を
合
わ
せ
て
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
」
こ
と
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、

①
提
案
者
の
持
っ
て
い
る
発
想
・
企

画
力
を
活
か
し
た
事
業
の
実
施
に
よ
る
事
業
効
果
の
向
上

②
先
駆
的
な
取
り
組
み
と
し
て
広
く
紹
介
し
、
地
域
活
性

化
へ
の
波
及
効
果
を
期
待
③
協
働
プ
ロ
セ
ス
の
経
験
に
よ

る
意
識
改
革
と
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

(改
革
)

へ
の
活
用

ー
ー
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
。

応
募
者
は
N
P
O法
人
と
住
民
グ
ル
ー
プ
に
加
え
、
企

業
も
対
象
と
し
て
い
る
。
助
成
額
は

一
事
業
当
た
り
二
百

万
円
以
内
。
そ
し
て
応
募
内
容
は、

二
つ
の
部
門

(自
由

提
案
と
テ

1
マ
設
定
)
で、

事
業
提
案
を
募
集
す
る
方
式

で
あ
る
。
自
由
提
案
部
門
は
地
域
振
興
部
地
域
振
興
室
が、

テ
l
マ
設
定
部
門
は
環
境
生
活
部

N
P
O活
動
推
進
室
が

担
当
す
る
、
両
部
共
管
の
事
業
で
あ
る
。

テ
ー
マ
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
庁
内
各
部
局
か
ら
募
集

し
、
各
部
局
の
主
管
課
長
で
構
成
さ
れ
る
庁
内
推
進
会
議

で
協
議
の
上
、
テ
ー
マ
が
決
定
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、

。

五
年

(同
十
七
年
)
度
は

「安
全
な
生
活
の
確
保
」
、

O

六
年
(
同
十
八
年
)
度
は

「お
い
で
よ
。
し
ま
ね
地
域
で

取
り
組
む

U
I
タ
l
ン
促
進
」
と

「地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
よ
る
安
全

・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
、

O
七
年

(同
十
九
年
)
度
は
「
豊
か
な
環
境
と
快
適
な
暮
ら
し
の

実
現
」
と
「
し
ま
ね
を
担
う
人
づ
く
り
」
が
募
集
の
テ
ー

マ
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。

審
査
会
は
、
民
間
審
査
員
に
よ
る
第

一
次
審
査
会
と
各

部
局
の
主
管
謀
長
で
構
成
さ
れ
る
庁
内
推
進
会
議
に
よ
る

第
二
次
審
査
会
か
ら
成
っ
て
い
る
。
ま
た
、
審
査
会
に
先

立
ち、

N
P
O活
動
推
進
室
と
地
域
振
興
室
が
県
庁
事
業

担
当
課
と
共
に
提
案
者
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
、

事
業
内

地域勉 2007・12月号
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O
五
年
(
同
十
七
年
)
度
か
ら
の
三
カ
年
で
九
十
七
事

業
、
約

一
億
円
の
助
成
を
行
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ

か
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
、
ま
ち
か
ど
研
究
室
が

取
り
組
ん
だ
「
ど
こ
で
も
パ
ス
ブ
ッ
ク
作
成
事
業
」
が
あ

る
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
県
内
全
域
の
パ
ス
ブ

ッ
ク

(路

線
図
&
時
刻
表
)
が
完
成
し
た
。
島
根
県
は
高
齢

・
過
疎

化
が
進
み
、
公
共
交
通
手
段
が
限
ら
れ
て
い
る
。
交
通
弱

者
に
と
っ
て
「
ど
こ
で
も
パ
ス
ブ
ッ
ク
」
は
、
貴
重
な
移

動
サ
ポ
ー
ト
グ
ッ
ズ
と
な
っ
て
い
る
。

続
い
て

N
P
O
法
人
ま
?
ぇ
・
ま
ち
づ
く
り
塾
が
取
り

組
ん
だ
「
出
雲
そ
ば
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
事
業
」

が
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
出
雲
そ
ば
の
ソ
ム

リ
エ
「
そ
ば
り
え
」
を
認
定
す
る
と
い
う
も

の
で
、
地
域
資
源
(
出
雲
そ
ば
)
か
ら
新
た

な
人
的
資
源
(
そ
ば
り
え
)
を
発
掘
・
誕
生

さ
せ
た
。

容
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

、
一
億
円
の
助
成
で

f
三
年
間
に
九
十
七
事
業
を
展
開

N
P
O法
人
た
す
け
あ
い
平
田
の
「
ま
め

な
か
コ

l
ル
」
は
、
簡
易
な
独
居
老
人
の
安

否
確
認
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
高
齢
化
が
進
行

す
る
島
根
県
に
お
い
て
喫
緊
の
課
題
に
対
応

し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
出
雲
市
総
合
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
が
作
成
し

た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
昨

年
出
雲
市
で
発
生
し
た
水
害
に
際
し
、
早
期

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上

げ
・
迅
速
な
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
に

大
き
な
力
を
発
揮
し
た
。

や
協
働
に
関
す
る
理
解
の
促
進
③
協
働
の
可
能
性
の
あ
る

事
務
事
業
に
関
す
る
情
報
開
示
|
|
の
三
点
。

N
P
O
の

課
題
と
し
て
は
、

①
社
会
的
信
頼
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、

自
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
る
努
力
、
積
極
的
か
つ
効

果
的
な
情
報
公
開
と
広
報
の
実
施
②
組
織
力
向
上
の
た
め

の
自
主
財
源
の
確
保
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
③
人

材
確
保
l
l
の
一一一
点
が
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
ら
れ
る
。

協
働
事
業
の
実
践
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
れ
ら

の
課
題
に
対
し
、
今
後
い
か
に
対
応
す
べ
き
か
。
ま
ず
、

N
P
O
と
行
政
の
共
通
の
諜
題
∞
②
に
つ
い
て
は
、
テ
ー

マ
設
定
段
階
へ
の

N
P
O
の
意
見
の
反
映
や
参
画
の
工

夫
、
協
働
事
業
の
共
同
提
案
化
を
検
討
し
た

い
。
共
通
の
課
題
③
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
多

様
な
協
働
の
形
態
が
あ
り
得
る
こ
と
を
双
方

が
再
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
た

い
。
公
開
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
公
開
審
査
会
の
実

施
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

行
政
の
課
題
①
②
に
つ
い
て
は
、
各
所
属

へ
の
協
働
推
進
員
の
配
置
や
協
働
実
践
講
座

の
充
実
・
強
化
を
、
行
政
の
課
題
③
に
つ
い

て
は
、
行
政
評
価
の
成
果
を
積
極
的
に
活
用

(
外
部
化
)
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

N

P
O
の
課
題
∞
あ
③
に
つ
い
て
は
、
し
ま
ね

N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
の

充
実
・
強
化
に
よ
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
い
か
に
し
て
協
働
の

実
を
高
め
て
い
く
か
、
今
後
と
も

N
P
O
の

皆
さ
ん
と

一
緒
に
知
恵
を
絞
り
、
汗
を
か
い

て
い
き
た
い
。

、
事
業
を
通
じ
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

f
課
題
へ
の
対
応

こ
の
よ
う
に
、

着
実
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
協
働
事
業

で
あ
る
が
、
事
業
の
振
り
返
り
、
検
証
会
な
ど
を
通
じ
て
、

課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
ま
ず
、

N
P
Oと
行
政
に

共
通
す
る
課
題
と
し
て
は
、

①
地
域
課
題
解
決
の
共
通
目

標
設
定
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
②
協
働
の
あ
り

方
が
多
様
で
役
割
分
担
が
難
し
い
③
具
体
的
な
協
働
の
イ

メ
ー
ジ
が
つ
か
み
に
く
い

ー

の

三
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。行

政
の
課
題
と
し

て
は
、

①
職
員
の
意

識
改
革
②

N
P
O

話記誕ぬ2007・12月号13 



特

知
恵
と
工
夫
の
ま
ち
づ
く
り

集

福
井
市

4 

員
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
活
用
し
て

行
政
課
題
を
解
決
・
改
善
ヘ

ー

l
施
策
推
進
の
庁
内
コ
ン
ペ
「
改
善
王
選
手
権
」

、
行
財
政
改
革
の
下
で
の

f
業
務
改
善
運
動
の
取
り
組
み

福
井
市
は
、
一
九
九
八
年
(
平
成
十
年
)
の
普
通
会
計

赤
字
決
算
を
契
機
と
し
て
全
市
を
挙
げ
て
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
施
策
進
行
管
理
シ
ス
テ
ム
を
中
心
と
す
る
行

政
評
価
の
導
入
や
、
現
在
三
十
八
自
治
体
が
加
入
す
る
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「
比
べ
ジ
ョ

I
ズ
」
を
は
じ
め
と

す
る
行
政
評
価
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
絶
え
間
な

く
全
庁
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
行
政
評
価
は
時
に
や
ら
さ
れ
感
が
付
き
ま
と

い
や
す
く
、
職
員

一
人
ひ
と
り
の
改
革

・
改
善
の
意
識
が

大
き
な
鍵
と
な
る
た
め
、
全
庁
的
な
業
務
改
善
運
動
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、

二
O
O
六
年
(
同
十
八
年
)
三
月
に
初
当
選
し

た
市
長
の
マ
ニ
フ
エ
ス
ト
に
、
「
職
員
に
よ
る
施
策
の
庁

内
コ
ン
ペ
を
実
施
」
「
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
ゼ

ロ
予
算

事
業
の
展
開
」
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
受
け

る
形
で

『改
善
王
選
手
権
」
を
実
施
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

O
六
年
(
同
十
八
年
)
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
改
善
王
選

総
務
部
政
策
調
整
室

主査

・

牧
由
美
佐
穂

手
権
は
、
市
民
が
「
誇
り
」
と
「
夢
」
を
持
つ
こ
と
の
で

き
る
福
井
市
の
実
現
を
目
指
し
、
職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を

最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
課
題
の
解
決
や
改
善
の
促
進
、
職
員
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
三

つ
の
部
門
を
つ

く
り
、
そ
れ
に
該
当
す
る
提
案
を
個
人
や
グ
ル
ー
プ
(
所

属
内
、
所
属
横
断
、
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど
)
か
ら
募

集
し
た
。

ま
ず
、
施
策
の
提
案
部
門
で
は
、
施
策
の
改
善
に
よ
っ

て
政
策
課
題
や
行
政
課
題
の
解
決
が
図
れ
る
提
案
を
、
次

に
ゼ

ロ
予
算
部
門
で
は
、
職
員
や
施
設
な
ど
の
「
資
産
」

ゃ
、
情
報
発
信

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
「
機
能
」
を

う
ま
く
活
用
し
、
特
別
な
予
算
を
使
わ
ず
に
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
施
策
の
推
進
が
図
れ
る
提
案
を
、
最
後
に
、

業
務
改
善
部
門
で
は
、
業
務
の
効
率
化
や
事
務
事
業
評
価

で
年
度
当
初
に
設
定
し
た
目
標
・
改
善
内
容
を
実
現
す
る

た
め
の
提
案
を
募
集
し
た
。
一

カ
月
強
の
募
集
期
間
で
合

計
五
十
七
件
の
応
募
が
あ
り
、

一
次
審
査
を
通
過
し
た
十

五
件
に
つ
い
て
コ
ン
ペ
を
行
い
、
優
秀
事
案
を
選
定
し
た
。

14 

(
入
賞
・
発
表
の
提
案
は
す
べ
て
実
現
化
ヘ

話血路;o2007・12月号

「
改
善
王
選
手
権
」
は
入
賞
し
た
提
案
を
含
め
、
コ
ン

ペ
で
発
表
さ
れ
た
提
案
は
す
べ
て
実
現
す
る
と
い
う
ス
タ

ン
ス
で
、
積
極
的
な
予
算
反
映
や
実
現
化
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
改
善
玉
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
「
災
害
時
に

お
け
る
情
報
収
集
に
つ
い
て
」
の
提
案
は
、
火
災
出
場
時

に
住
民
記
録
端
末
を
参
照
し
、
家
族
構
成
・
年
齢
な
ど
の

住
民
情
報
を
い
ち
早
く
出
場
隊
に
提
供
、
正
確
な
情
報
に

基
づ
く
迅
速
な
現
場
活
動
に
よ
り
死
傷
者
の
減
少
を
図
る

も
の
で
あ
る
。
住
民
記
録
端
末
を
消
防
局
管
制
諜
に
設
置

し
、
今
年
四
月

一
日
よ
り
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。
O
六

年
(
同
十
八
年
)
二
月
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
消
防
組

改善王選手権2006表彰提案

改善王グランプリ ゼ口予算部門
災害時における情報収集

について

ゼロ予算部門
住所のことなら 1階ワン

改善王
スト ップ

準グランプリ
施策の提案部門

福井市公用自動車への応
急処置資器材の積載

市長特別賞 業務改善部門
実のある行政改革の推進

に向けて

ファシリァィマネジメント

施策の提案部門
を取り入れた小中学校の

審査委員特別賞

効率的な改修・整備とそれ
による効率的な行政運営

業務改善部門
職員メールアドバイザー

設置制度 (仮称)

アイデア賞 ゼ口予算部門 迷った ときには助っ人参
上 (貴方出番です)

ー・ー」ー・
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合
が
消
防
局
と
し
て
福
井
市
の

一
部
局
と
な
っ
た
こ
と

で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
化
に
至
っ
て
い
る
。

次
に
、
改
善
玉
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

「住
所
の

こ
と
な
ら

一
階
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
の
提
案
。
こ
れ
は
従
来
、

住
居
の
表
示
に
関
す
る
こ
と
は
都
市
戦
略
部
都
市
計
画
諜

の
所
管
、
住
所
の
表
示
に
関
す
る
こ
と
は
市
民
生
活
部
市

民
課
の
所
管
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
住
居
表
示
と
住
所
表

示
の
違
い
が
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
市
民
も
多
く
、

一一

つ

の
謀
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る

「た
ら
い
回
し
」

が
多
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
四
月
の
人

当da--

一

事
異
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
住
居
表
示
に
関
す

同

一

る
事
務
を
市
民
課
へ
移
管
し
、
住
所
の
こ
と

主

ー

な
ら
す
べ
て
本
庁
舎

一
階
に
あ
る
市
民
謀
で

?
と

一

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

担

三

一

同
じ
く
、
改
善
王
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

理

こ

し
た

「公
用
自
動
車
に
お
け
る
応
急
処
置
資

一
四

一

器
材
の
積
載
」
の
提
案
は
、
市
の
公
用
車
に

パ

一

応
急
処
置
資
器
材
を
積
載
し
、
職
員
が

公

用

昨

一
「

車
を
利
用
し
て
外
出
中
、
救
急
現
場
に
遭
遇

叩

一

し
た
場
合
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
問
、

応
急
処
置
資
器
材
を
活
用
し
て
救
命
率
の
向

上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
七
月
か
ら
救
急
車
十
台
を
除
く

五
百
十
七
台
の
全
て
の
公
用
車
に
応
急
処
置
資
器
材
の
常

備
を
行
う
と
同
時
に
、
ど
の
職
員
が
救
急
現
場
に
遭
遇
し

て
も
正
し
い
応
急
処
置
が
で
き
る
よ
う
、
順
次
、

全
職
員

に
対
す
る
救
命
講
習
を
行
っ
て
い
る
。

、
業
務
改
善
を

f
提
案
と
実
践
の
二
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

職
員
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
実
現
さ
せ
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
あ
る
が
、
職
員
が
自
ら
積
極
的
に
諜
題
解
決

めり 十選 過日極 い 宮LCi~Qい弘軍4副足量L畠..a星島極量‘ 白 う か庁あにベに
、組八 定 しに的 今 形・・幽曲逼姐圃圃圃園田園調匡提そと的りはの取
二 み所した聞に 年 で，圃園温・圃置圃・田園圃置副田富司圃K.案こいな 、職提り
月 を 属 た十催反の 、圃園田・・圃・・薗・ 曹司圃匝・.. ・・圃闘 をでう B 職場 案 組
上行が 。五 。映 七圃圃・・・・・圃.0'，1圃・圃圃酎 改 今 提 P 場がのん
旬つ九ま件七さ三月四・ 10 ・E・-圃極a盟盟・盟 問善 炉案 R が楽中で
にて十たに十せンか置・・圃圃画面・圃・・・・園間ー 王 はが ( ー しにい
成い 二 、つ 三 るベ;r骨土田弓・・・・・・・・・・Ir町、'選 、あ 業 体くもく
果るの 「 い件れ ・ /.:J:.圃圃圃， c圃・置圃国・・・・園田・』ーーー 手 こっ務と明 、こ
を 。 テ 撃 ての必秋 年 ・・E一ー ~ L~ーーで盟国ー 権のた改なる行と
全年 l 早 コ応、の目 改善主選手権表彰式 に「 。善 つく政も
庁末 マ・ン 募 開 |俸の 日 取 B た元改同
的にに冬ベの催 」 スと向案のた 普実「 を 全 のコたり P 運自 気革 じ
に取つのを中時はタいか 」 取 。王 践 霊 行庁陣ン職込 R 動発でのく
共 りい|略 行か期、 lえらとり同選型アぅ的 ( ベ 員 み運 を的あ効 重
有 組て 」 いらを新を 主 ア 『 組じ 手ご 朱 B に提を提、動 推なる果 要

Z金義5-示Z益切関z霊会義営とゐ P時室三若年寄 号車 EZZ 
た況改、秀 審 て 予 つに b..中改進し陣 R場 ご ンよ度進 てでがげる
めを 善 現事査 十 算 てもチので 普 化て ( 地 ー とペる 実」 はあ 重 る 。
のまの 在案 を月へ 2新す 二『 運さ、職動改し・庁施と どる 要 たコ
発 と 取七 を通九 積 。しる方提動せ改 場 を 善 、秋内しい う 全 でめ

表
大
会
を
予
定
し
て
い
る
。

、
所
属
横
断
の
提
案
増
加
と

f
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
連
動

昨
年
度
の
コ
ン
ペ
の
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
六
割

強
の
職
員
が

「非
常
に
よ
か
っ
た
」
、
三
割
強
の
職
員
が

「
ま
あ
ま
あ
よ
か
っ
た
」
と
回
答
し
、
ま
た
、
八
割
強
の

職
員
が

「仕
事
に
役
立
て
ら
れ
る
発
見
が
あ
っ
た
」
と
回

答
。
さ
ら
に
来
年
度
も
応
募
し
た
い
と
回
答
し
た
職
員
が

四
割
強
を
占
め
た
。
そ
の
回
答
を
裏
付
け
て
か
、

今
年
の

応
募
件
数
は
七
十
三
件
と
昨
年
度
を
上
回
る
応
募
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
コ
ン
ペ
の
提
案
が
、
職

員
の
目
に
見
え
る
形
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

今
年
の
応
募
に
顕
著
に
見
ら
れ
た
傾
向
と
し
て
、

所
属
を
横
断
し
た
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
提
案
が
多
く
、
提
案

の
内
容
に
お
い
て
も
同
様
に
所
属
聞
の
連
携
が
必
要
な
も

の
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
諜
題
解
決
に
は
、

今
以
上

に
横
の
つ
な
が
り
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
の
表
れ
で

も
あ
る
。

こ
う
し
た
職
場
で
の
改
善
は
、
市
役
所
内
だ
け
の
も
の

と
受
け
取
ら
れ
が
ち
だ
が
、

「市
民
」
と
い
う
受
益
者
を

意
識
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
た
め
の
改
善
で
あ

っ
て
も
、

結
果
と
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

っ
て
い
く

も
の
で
あ
る
。
改
善
の
種
は
毎
日
の
業
務
の
中
に
い
く
つ

も
転
が
っ
て
い
る
が
、
い
か
に
そ
の
種
を
見
つ
け
、
ど
の

よ
う
な
改
善
の
花
を
咲
か
せ
る
か
は
職
員
次
第
で
あ
る
。

職
員
は、

市
役
所
の

「
資
産
」
で
あ
り

「財
産」

で
あ
る
。

職
員
力
の
さ
ら
な
る
向
上
に
よ
り
、
市
民
が

「誇
り
」
と

「夢」

の
持
て
る
福
井
市
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
確
信
し
て
い
る
。

;j越誠治2007・12月号15 
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静
岡
県
富
士
宮
市

ゼ

ロ

予

が

目

指

す

個
性
お
る
文
化
・
自
然
か
恕
地
域
の
創
出

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
問
題
に

よ
る
労
働
力
の
低
下
が
危
ぐ
さ
れ
る
昨
今
、
新
た
な
労
働

力
低
下
の
要
因
と
し
て
、
ニ

l
ト
や
フ
リ
l
タ
l
対
策
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
、

富
士

宮
市
は
「
若
者
自
立
塾
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
が
、

効
果
は
未
知
数
で
あ
り
、
雇
用
対
策
の
み
な
ら
ず
、

学

校
教
育
の
あ
り
方
を
含
め
た
幅
広
い
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。、

企
業
家
育
成
を
目
指
す

f
中
学
生
向
け
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

当
市
は
、
子
供
た
ち
が
実
際
の
出
展
体
験
を
し
、
働
く

楽
し
さ
、

経
済

・
金
融
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
経
験
を

通
し
て
、
働
く
楽
し
さ
を
覚
え
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
家

精
神
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
を
実

施
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
は
、
総
合
学
習
の
一
環

で
あ
る
「
富
士
山
学
習
」

と
し
て
位
置
付
け
、

一
年
間
に

わ
た
っ
て
「
食
」
を
テ

l
マ
に
し
た
企
業
活
動
を
行
い
、

市
が
掲
げ
る
「
フ

l
ド
パ
レ

l
構
想
」
で
あ
る
食
育
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

企
画
財
政
部
フ
ー
ド
バ
レ
ー

政
策
推
進
課
主
事

.

渡
這
勇
人

具
体
的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
立
井
之
頭
中
学

校
の
全
校
生
徒
三
十
三
人
が
静
岡
銀
行
や
第

一
線
で
活
躍

す
る
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
協
力
を
得
て

擬
似
会
社
を
設
立
。
事
業
計
画
書
の
作
成
、
広
告
、
商
品

販
売
、
決
算
書
な
ど
の
作
成
を
通
じ
て
、
経
済
や
企
業
活

動
の
仕
組
み
を
実
践
的
に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

る
。販
売
商
品
に
つ
い
て
は
、
フ
ー
ド
バ
レ

1
構
想
の

一
環

と
し
て
、
食
育
を
重
視
し、

生
徒
自
ら
が
種
ま
き
か
ら
加

工
ま
で
を
手
掛
け
た

「
朝
霧
高
原
そ
ば
」
や
「
地
元
ブ
ラ

ン
ド
豚
」
を
使
っ
た
豚
汁
を
販
売
し
た
。
会
社
設
立
の
際

に
は
出
資
企
業
説
明
会
を
開
催
し
、
六
社
か
ら
出
資
金
を

募
り
、
七
月
に
は
会
社
を
設
立
、
販
売
後
売
り
上
げ
に
応

じ
て
出
資
企
業
に
三
三

・
三
%
の
高
配
当
を
行
っ
た
。

こ
の
事
業
を
終
え
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
資
源
の
素

晴
ら
し
き
ゃ
食
文
化
を
学
び
、
会
社
経
営
を
行
う
こ
と
で

経
済
、
流
通
、
市
場
ニ
l
ズ
を
学
ん
だ
体
験
が
将
来
の
仕

事
を
考
え
る
の
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
己
責
任
に
関
し
て
は
子
供
の
こ
ろ

16 

か
ら
少
し
ず
つ
教
育
を
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
、
し
っ
か
り
と
し
た
金
銭
感
覚
を
持
っ
た
中
で
生
活
を

し
、
社
会
生
活
を
形
成
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
事
業
は、

金
融
庁
、
東
海
財
務
局
の
共
催
で

あ
る
「お
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

(
平
成
十
九
年

一
月
十
三
日
に
名
古
屋
国
際
会
議
場
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
ホ
l
ル
で
開
催
)
に
お
い
て
、

事
例
紹
介
を
行

地泌物 2007.12月号

っ
た
。

二
O
O七
年
(
平
成
十
九
年
)
度
か
ら
二
年
間
、
日
本

銀
行
金
融
教
育
指
定
校
に
も
指
定
さ
れ
、
本
年
度
も
引
き

続
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

「朝霧高原の自然と建築の共生事業」現地調査の様子
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、
「
朝
霧
高
原
の
自
然
に
調
和
し
た

f
造
形
事
業
の
実
施

富
士
宮
市
は
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
建
築

学
専
攻
千
葉
学
研
究
室
と
四
季
を
通
じ
、

富
士
山
の
見
え

る
道
風
景
と
す
そ
野
に
広
が
る
朝
霧
高
原
の
景
観
に
調
和

し
た
建
物
の
形
状
や
色
彩
な
ど
を
、
先
端
の
建
築
技
術
を

踏
ま
え
て
、
「
そ
こ
に
し
か
な
い
造
景
」
を
つ
く
り
上
げ

る
「
朝
霧
高
原
の
自
然
と
建
築
の
共
生
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

本
事
業
は
、
富
士
山
や
朝
霧
高
原
の
豊
か
な
自
然
環
境

の
み
に
頼
り
切
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
「
景
観
政
策
」
を

根
本
か
ら
見
直
す
こ
と
で
、
「
そ
こ
に
し
か
な
い
造
景」

を
つ
く
り
上
げ
、
自
然
と
建
築
そ
し
て
食
文
化
が

一
体
と

な
っ
た
付
加
価
値
の
高
い
地
域
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

当
市
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

O
六
年
(
平
成
十
八
年
)

四
月
ス
タ
ー
ト
の
第
四
次
富
士
宮
市
総
合
計
画
に
位
置
付

け
た
朝
霧
地
域
の
政
策
推
進
エ
リ
ア
「
食
・
観
光
交
流
地

域
」
内
の
観
光
施
設
や
フ
l
ド
バ
レ

1
構
想
と
連
携
し
た
、

生
産

・
加
工

・
流
通
施
設
な
ど
を
誘
致
す
る
際
の
建
物

・

(上)そばなどを販売した擬似会社「雅J
(下)3月20日に実施した「朝霧高原の自然と建築の共生事業j報告会

構
造
物
の
色
彩
や
形
状
に
つ
い
て
、
市
独
自
の
指
針
を
策

定
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
環

・
富
士
山
風
景
街
道
に
連
携

し
た
静
岡

・
山
梨
両
県
を
ま
た
ぐ
、
広
域
的
な
景
観
向
上

に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

O
七
年
(
同
十
九
年
)
一二
月
、
四
季
を
通
し
て
景
観
向

上
に
取
り
組
ん
だ
調
査
お
よ
び
提
言
内
容
に
つ
い
て
、

一

般
市
民
、
問
、
県
、

富
士
山
周
辺
自
治
体
(
静
岡
・
山
梨
)

を
対
象
に
、
報
告
会
を
実
施
し
た
。
報
告
会
に
は
、
国
土

交
通
省
副
大
臣
、
県
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
、
区
長
会
、

N
P
O法
人
の
多
く
の
関
係
者
に
出
席
い
た
だ
き
、
盛
況

に
て
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

、
「
古
民
家
・
路
地
裏
再
生
」
に
よ
る

f
回
遊
拠
点
の
形
成

本
年
度
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
東
大
の
千
葉
学
研
究
室
と
取
り
組
む
食
と
建
築

文
化
の

一
体
化
「
古
民
家
・
路
地
裏
再
生
事
業
」

を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。

地
域
資
源
で
あ
る
豊
富
な
食
資
源
と
、
街
な
か
に
点
在

す
る
古
く
か
ら
の
日
本
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
木
造
建
築

(古
い
民
家
・
商
家
)
を
活
用
し
、
古
建
築
と
近
代
建
築

の
融
合
に
よ
る
個
性
あ
る
建
築
・
街
並
み
を
つ
く
り
、
豊

富
な
資
源
を
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
、
に
ぎ
わ

い
や
街
の
回
復
、
活
性
化
を
目
指
し
、
街
の
回
遊
性
に
寄

与
す
る
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
フ
ー
ド
バ
レ

1
構
想

で
あ
る
食
文
化
の
育
成
と
連
携
を
図
り
、
歴
史
や
地
域
環

境
と
極
め
て
親
和
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
兼
ね
備

え
た
二
十

一
世
紀
型
都
市
の
創
出
を
目
指
す
。
本
事
業
は
、

財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団

(ふ
る
さ
と
財
団
)
の

「
大
学
と
連
携
し
た
地
域
づ
く
り
」
助
成
事
業
と
し
て
、

実
施
す
る
。

~誠誕総量B2007・12月号17 
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福
井
県
鯖
江
市

目
黒
力
』
の
活
用
に
よ
る

新
規
ザ
l
ビ
ス
の
創
出

ー

l
知
恵
と
資
源
を
有
効
利
用
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り

鯖
江
市
は
、
福
井
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
人
口
約

六
万
八
千
人
、
面
積
八
十
四

・
七
五
平
方
キ
ロ
の
地
方
都

市
で
あ
る
。
市
の
東
部
は
三
方
が
山
地
に
固
ま
れ
た
盆
地
、

西
部
は
越
前
平
野
の

一
角
を
担
う
水
田
地
帯
、
中
央
部
は

鯖
江
藩
七
代
藩
主
間
部
詮
勝
が
領
民
憩
い
の
場
と
し
て
開

国
し
た
西
山
公
園
(
日
本
の
歴
史
公
園
百
選
に
昨
年
、
選

定
)
を
中
心
と
す
る
丘
陵
地
帯
が
広
が
り
、
豊
か
な
自
然

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

生
活
環
境
の
而
で
は
、
全
国
の
都
市
を
対
象
に
東
洋
経

済
新
報
社
が
行
っ
た
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
(
安
心

度
、
利
便
度
、
快
適
度
、
富
裕
度
、
住
居
水
準
充
実
度
の

五
つ
の
視
点
で
評
価
)
で
、
全
国
十
五
位
の
評
価
を
得
て

お
り
、
充
実
し
た
生
活
環
境
を
持
つ
地
域
で
も
あ
る
。

(
地
域
経
済
の
低
迷
と
厳
し
い
財
政
事
情

二
O
O
六
年
(
平
成
十
八
年
)
、
日
本
の
人
口
は
ピ
ー

ク
に
達
し
、
先
進
国
と
し
て
こ
れ
ま
で
ど
こ
の
国
も
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た
も
の
の
、

当
市
は
市
外
か
ら
の
流
入
な
ど
に
よ
り
、
わ
ず
か
で
は
あ

企
画
財
政
部
企
画
政
策
課
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ

主任

・

高
橋
藤
憲

る
も
の
の
人
口
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
眼
鏡
、
繊
維
、
漆
器
の
三
大

地
場
産
業
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
出
荷
額
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
稲
作
を
中
心
と

す
る
農
業
に
お
い
て
も
、
米
の
消
費
低
迷

・
宅
地
化
の
進

行
な
ど
に
よ
り
、
農
業
粗
生
産
額
が
年
々
減
少
し
続
け
て

い
る
。
ま
た
、
街
な
か
の
商
庖
街
に
至
っ
て
は
、
後
継
者

不
足
や
郊
外
へ
の
大
規
模
集
客
施
設
の
進
出
な
ど
に
よ
り

衰
退
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

市
の
財
政
事
情
は
こ
う
し
た
長
引
く
地
域
経
済
の
低
迷

を
受
け
、
市
税
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、

三
位

一
体
改
革

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
全
体
が

落
ち
込
み
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

一
方
で
、
生

活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、
住
民
ニ

l
ズ
は
多
様
化
し
、

的
確
に
対
応
す
る
た
め
の
行
政
需
要
が
年
々
増
加
す
る
傾

向
に
あ
る
。

、
職
員
の
創
意
工
夫
に
よ
る

fφ
ゼ
ロ
へ
の
挑
戦
。

厳
し
い
財
政
事
情
で
あ
っ
て
も
、
市
民
が
「
自
信
と
誇

18 

り
」
を
持
て
る
「
自
主
・
自
立
し
た
個
性
あ
る
分
権
の
ま

ち
」
と
し
て
、
地
域
間
競
争
時
代
に
「
キ
ラ
リ
と
光
り
輝

く
」
ふ
る
さ
と
で
あ
り
た
い
と
の
理
念
の
下
、

O
六
年

(
同
十
八
年
)
七
月
、
新
た
な
予
算
を
必
要
と
す
る
こ
と

な
く
、
自
主

・
自
立
を
図
り
な
が
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
保
ち
、
住
民
ニ

l
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の
新
た

な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

特
別
な
予
算
を
伴
わ
ず
に
住
民
が
満
足
し
て
も
ら
え
る

た
め
の
策
は
あ
る
の
か
。
住
民
は
市
に
対
し
て
何
を
望
ん

で
い
る
の
か
。
有
効
活
用
で
き
る
既
存
の
資
源
は
何
な
の

4
M
I
ll
E
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た
ど
り
着
い
た
結
論
は
、
私
た
ち
「
職
員
」
の
存
在
で

あ
っ
た
。
市
役
所
最
大
の
資
源
は
職
員
で
あ
り
、
職
員

一

人
ひ
と
り
の
創
意
工
夫
な
ど
に
よ
る
政
策
創
造
力
、
い
わ

ゆ
る
「
職
員
力
」
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
住
民
の

笑
顔
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
た
。

今
回
、
当
市
が
取
り
組
ん
だ
「
ゼ
ロ
予
算
的
事
業
」
は
、

既
に
幾
つ
か
の
自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
施
策
で
も

あ
り
、
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
特
に
職
員
力
に
着

目
し
、
そ
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
既
存
の
資
源
で
あ

る
「
人
材
」
「
施
設
」
「
情
報
発
信
」
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
有
効
活
用
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
の

再
検
討
お
よ
び
新
規
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
取
り
組
ん
だ
も

の
で
あ
る
。

取
り
組
み
全
体
の
流
れ
と
し
て
は
、
ま
ず
、
ゼ
ロ
予
算

的
事
業
の
基
本
方
針
を
策
定
し
、
ゼ
ロ
予
算
的
な
視
点
を

踏
ま
え
た
上
で
、

O
七
年
(
同
十
九
年
)
度
当
初
予
算
の

事
業
要
求
時
に
合
わ
せ
て
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
再
検
討
や

新
規
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
ゼ

ロ
予
算
的
な
視
点
で
既
に
実
施
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
四
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十
二
件
、
新
た
に
創
出
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
二
件
の
総
数
回

十
四
件
と
な
っ
た
。

、
学
校
の
美
化
・
修
繕
か
ら

f
住
民
の
メ
タ
ボ
対
策
ま
で
展
開

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、

当
市
が
現
在
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
ゼ
ロ
予
算
的
事
業
を
紹
介
し
よ
う
。

一
つ
目
と
し
て
、

「ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
有
効
に
活
用

し
た
「
学
校
美
化
愛
護
推
進
支
援
事
業
」
が
あ
る
。
こ
の

事
業
は
、
「
施
設
の
長
寿
化
と
自
分
た
ち
の
学
び
舎
は
自

分
た
ち
の
手
で
愛
護
す
る
」
と
の
考
え
方
か
ら
、
保
護
者

や
児
童
生
徒
、
先
生
の
労
力
奉
仕
に
よ
り
、

学
校
の
美
化

や
簡
易
な
修
絡
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
材
料
費
や
備
品
購

入
な
ど
の
経
費
は
、
市
教
育
委
員
会
が
負
担
す
る
。
O
六

年
(
同
十
八
年
)
度
の
取
り
組
み
結
果
と
し
て
、
市
内
の

全
小
中
学
校
(
十
五
校
)
で
延
べ
八
十
件
の
活
動
が
行
わ

れ
た
。
二
つ
目
は
、
「
人
材
」
を
有
効
に
活
用
し
た
「
百
聞
百

見
ま
ち
づ
く
り
モ
ニ
タ
ー
事
業
」
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は、

地
域
住
民
の
生
の
声
を
市
政
に
反
映
し
、
よ
り
き
め
細
か

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
全
職
員
を
ま
ち
づ

く
り
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
し
、
積
極
的
な
地
域
社
会
活
動
に

参
加
す
る
も
の
で
あ
る
。
市
内
全
地
区
(
十
地
区
)
ご
と

に
職
員
連
絡
会
な
ど
を
設
け
、
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
や
文
化

祭
、
夏
祭
り
な
ど
に
運
営
委
員
な
ど
と
し
て
積
極
的
に
参

加
し
、
市
民
と
直
接
触
れ
合
い
な
が
ら

「対
話
と
納
得
」

を
基
本
姿
勢
に
、
参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

~Irほコ~~ー，ιr

(上)保護者による学校修繕風景 (中)市役所でのメタボリ ック体操風景
(下)まちづくりモニター活動として

め
て
い
る
。

三
つ
目
は
、

「
人
材
」
と

「
情
報
発
信」

を
有
効
に
活
用

し
た

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
解
消
体

操
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

5
5
」
で

あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
理

学
療
法
士
の
資
格
を
持
つ
市
職

員
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド

(内
臓
脂
肪
症
候
群
)

対
策
と
し
て
考
案
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
健
康
体
操
で
あ
る
。一

分
間
の
体
操
を
五
種
類
行
い
、

五
分
間
で
終
わ
る
お
手
軽
体
操

と
し
て
、
職
員
が
各
地
区
の
公

民
館
に
出
向
き
、
健
康
講
座
の

一
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
住

民
と

一
緒
に
内
臓
脂
肪
の
減
少

に
向
け
て
汗
を
流
し
て
い
る
。
先
日
、
市
の
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
動
画
配
信
も
開
始
し
、
現
在
で
は
、
新
た
に
第

二
、
第
三
の
体
操
も
完
成
、
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。

ロ
ー
ム

、
生
き
残
り
を
懸
け
た

f
職
員
力
の
向
上
へ
の
取
り
組
み

他
の
自
治
体
と
の
差
異
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
生
き
残

り
を
懸
け
、
都
市
間
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
今
日
、
明

暗
を
分
け
る
要
素
は
、
紛
れ
も
な
く
各
自
治
体
が
持
つ

「職
員
力
」
の
大
き
さ
で
あ
る
。
今
後
は
、
職
員
力
の
さ

ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に

知
恵
を
出
せ
る
よ
う
な
場
を
創
出
・
提
供
し
、
よ
り
効
果

的
な
取
り
組
み
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

住
民
の
コ
コ
ロ
に
満
開
の
花
が
咲
く
こ
と
を
夢
み
て
。

1接頭誕量B2007・12月号19 
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柳
井
市

20 

ど
の
危
険
な
作
業
は
住
民
に
代
わ
っ
て
市
が
実
施
す
る
。
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企
画
部
企
画
課

主
査

.

宮
本
太
郎

、
地
域
資
源
を
見
い
だ
し
て
活
用
す
る
の
が

f
地
域
振
興
の
第
一
歩

市
内
各
所
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
市
道
改
修
の
要
望
の
多
く

は
、
利
用
率
が
低
く
、
ど
う
し
て
も
優
先
順
位
が
低
く
な

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
農
山
村
部
の
道
路
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
山
間
部
を
切
り
開
い
て
つ
く
ら
れ
た
た
め
、
幅
員
は

一一
メ
ー
ト
ル
程
度
の
も
の
が
多
く
、

車
の
す
れ
違
い
も
難

し
い
状
況
に
あ
る
。

事
業
開
始
当
時
、
柳
井
市
の
市
道
は
四
百
七
十
七
路
線
、

総
延
長
三
百
六
十
四
キ
ロ
あ

っ
た
。
一

級
路
線
と
呼
ば
れ

る
主
要
な
道
路
の
改
良
率
が
七

O
%
で
あ
る
の
に
対
し
、

二
級
路
線
は
五

O
%
強
、
そ
の
他
の
市
道
は
凹

O
%
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
財
政
的
に
も
す
べ
て
の
路

線
整
備
に
対
応
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
の
道
づ
く
り
は
、
こ
の
よ
う
な

「利
用
率
は

市
の
役
割
は
、
上
記
の
経
費
負

担
の
ほ
か
、
住
民
の
相
談
に
乗
っ

て
施
工
図
面
を
作
成
す
る
。
そ
し

て、

工
事
中
も
現
場
を
確
認
し
、

完
成
す
る
と
登
記
を
行
う
。
ま
た
、

住
民
の
多
く
は
土
木
工
事
に
つ
い

て
専
門
外
で
あ
る
た
め
、
作
業
の

安
全
性
を
確
認
し
、

崖
を
削
る
な

住
民
の
汗
で
実
現
し
た

糧
費
-
割
の
『
&
る
さ
と
の
道
づ
く
り
』

l
l
ベ
ン
チ
ャ
ー
自
治
体
の
創
造
と
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
、、つ
く
り

か
を
決
定
し
、
幅
員
来
を
広
げ
る
た
め
に
は
誰
が
ど
こ
の

土
地
を
市
に
寄
付
し
た
ら
よ
い
か
を
協
議
し
て
決
め
る
。

住
民
か
ら
の
申
請
を
受
け
た
市
は
、
場
所
や
整
備
内
容
を

審
査
し
ク
リ
ア
し
た
も
の
に
対
し
て
、

工
事
に
必
要
な
材

料
と
重
機
借
り
上
げ
料
と
し
て

一
件
に
つ
き
上
限
百
万
円

を
負
担
す
る
。
住
民
は
休
日
な
ど

に
重
機
を
操
り
、
ス
コ

ッ
プ
を
ふ

る
っ
て
市
道
を
整
備
す
る
。

※
改
良
計
画
幅
員
は
、
四
メ
l

ト
ル
以
上
、
側
溝
を
含
め
て

五
メ
ー
ト
ル
以
上
が
基
準
。

(下)施工後

柳
井
市
は
、
山
口
県
南
東
部
に
位
置
す
る
瀬
戸
内
の
小

都
市
で
あ
る
。
人
口
は
三
万
六
千
二
百
六
十
二
人

(平
成

十
九
年
八
月
末
現
在
)
。
温
暖
多
日
照
な
気
候
風
土
に
恵

ま
れ
、
花
き
栽
培
な
ど
の
農
業
が
盛
ん
で
あ
る
。
ま
た
、

古

く
か
ら
商
業
都
市
と
し
て
繁
栄
し
、
江
戸
時
代
に
は
岩
国

藩
の
お
納
戸
と
称
さ
れ
た
。
市
中
心
部
に
は
白
壁
の
街
並

み
と
呼
ば
れ
る
商
家
の
家
並
み
が
残
り
、
こ
の

一
帯
は
国

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

、
住
民
の
協
議
で
決
め
る

f
ふ
る
さ
と
の
道
整
備
事
業

一
九
九
三
年

(平
成
五
年
)
三
月
、
現
市
長
河
内
山
哲

朗
が
合
併
前
の
旧
柳
井
市
の
市
長
に
就
任
し
た
。
当
時、

三
十
四
歳
の
全
国
最
年
少
市
長
と
し
て
話
題
と
な
り
、
そ

の
自
治
体
経
営
へ
の
取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
た
。
河
内

山
市
長
が
就
任
当
初
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
一
つ

に

「
ふ
る
さ
と
の
道
づ
く
り
」
(
ふ
る
さ
と
の
道
整
備
事

業
)
が
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
実
施
さ
れ
る
。
ま

ず
、
地
域
の
住
民
が
自
分
た
ち
で
ど
の
市
道
を
整
備
す
る

(上)施工前
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低
い
が
、
地
元
の
住
民
に
と
っ
て
は
重
要
な
道
路
」
を、

住
民
自
ら
が
汗
を
流
し
て
整
備
改
修
す
る
こ
と
よ
っ
て
、

よ
り
安
全
で
使
い
や
す
い
も
の
に
す
る
事
業
で
あ
る
。

「自
分
た
ち
が
日
常
通
る
道
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く

ろ
う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
河
内
山
市
長
の

「有
形

無
形
に
か
か
わ
ら
ず
地
域
の
資
源
を
自
ら
見
い
出
し
、

最

大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
地
域
振
興
の
第

一
歩
で
あ
る
」

と
い
う
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
九
四
年

(同
六
年
)
度
か

ら
二

O
O
六
年

(
同
十
八
年
)
度
ま
で
の
十
三
年
間
で
、

二
千
八
百
五
十
六
メ
ー
ト
ル
、
六
十
八
件
、

二
十
八
路
線

を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
総
事
業
費
は
五
千
六
十
六

万
四
千
円
。
通
常
の
公
共
事
業
と
し
て
整
備
す
る
と
、
こ

現在の市道整備状況(平成19年4月1日現在)

級 別 路線数
実延長 改良延長 宋改良 改良率 舗装済 舗装率
(m) (m) (m) (%) (m) (%) 

級 51 61，228 42，111 19.117 68目8 59，317 96.9 

2 級 61 52，051 26.943 25.107 51.8 48，990 94.2 

その他 768 346.268 126.540 219.729 36.5 249.547 72.1 

全線 815 459.547 195，594 263，953 42.6 357.864 77.9 

※1、2級、その他市道の合計路線数と全路線数の違いは、1つの路線内に r1、2級、
その他J市道が混在しているため。

の
お
よ
そ
十
倍
の
経
費
が
必
要
と
な
る
。
ト
ー
タ
ル
で
約

四
億
六
千
万
円
の
経
費
を
節
約
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
こ
の
事
業
の
効
果
は
こ
う
い
っ
た
経
費
の
節
約
や
、

た
だ
単
に
道
路
が
早
く
整
備
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
の
も
の

で
は
な
い
。

、
自
分
た
ち
が
つ
く
っ
た
道
へ
の
愛
着
と

f
地
域
へ
の
関
心
の
高
ま
り

当
初
、
住
民
か
ら
は

「公
道
建
設
は
行
政
が
税
金
を
使

っ
て
業
者
に
発
注
し
て
や
ら
せ
る
も
の
。
土
地
も
労
力
も

住
民
が
出
せ
と
は
何
事
か
」
と
い
う
批
判
も
多
く
あ
っ
た
。

し
か
し

一
方
で
、
ふ
る
さ
と
の
道
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
共
感
し
、

賛
同
し
て
く
れ
る
住
民
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、

実
際
に
汗
水
を
流
し
て
自
ら
道
づ
く
り
に
携
わ

ふるさとの道整備事業実績

年 度 件数 原材料費 (円) 重機借上費(円) 計 (円) 整備延長 (m)

H6 3 1，029，978 443，569 1，473，547 80 

H7 6 2，779，211 1，343，629 4.122.840 205 

H8 5 2，258，420 1，852，455 4，110，875 191 

H9 6 3.008.682 2，143，819 5，152，501 169 

H10 7 2，757，342 1.992.510 4，749，852 193 

H11 5 2，662，209 1，134，905 3.797.114 130 

H12 5 2，413，312 1，265，250 3，678，562 182 

H13 6 3.232.956 1，681，575 4，914，531 290 

H14 4 1.568.700 1，916，250 3.484.950 84 

H15 5 3.551.940 1，209，756 4.761.696 533 

H16 5 2，430，250 1.468.551 3，898，801 228 

H17 4 1，711，819 925.050 2，636，869 305 

H18 7 3.030.360 851，675 3.882.035 266 

計 68 32，435，179 18.228.994 50，664，173 2，856 

っ
た
住
民
か
ら
は
、
何
よ
り
も
自
分
た
ち
が
つ
く
っ
た
道

に
対
す
る
愛
着
が
わ
き
、
ひ
い
て
は
地
域
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
も
よ
り
深
ま
っ
た
と
い
う

声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
道
づ
く
り
(
ま
ち
づ
く

り
)
は
行
政
が
や
る
も
の
、
市
民
は
そ
の
成
果
を
事
受
す

る
も
の
」
と
い
う
従
来
か
ら
の
考
え
方
の
殻
を
破
り
、
地

域
経
営
に
住
民
自
ら
が
参
画
し
、
行
政
と
市
民
と
の
協
働

を
促
進
す
る

一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
。

、
地
方
分
権
時
代
を
生
き
抜
く

f
合
併
後
の
基
本
構
想
を
策
定

今
後
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、

事
業
の
担
い

手
や
地
域
の
取
り
ま
と
め
役
の
確
保
な
ど
、

事
業
を
推
進

す
る
上
で
謀
題
も
あ
る
。
し
か
し
「
整
備
し
た
こ
の
道
は

私
た
ち
の
宝
だ
」

「自
分
た
ち
も
や
れ
ば
こ
こ
ま
で
で
き

た
。
わ
れ
わ
れ
は
す
ご
い
」
と
言

っ
た
声
。
そ
し
て
な
に

よ
り
「
こ
の
事
業
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
話
を
地

元
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
、

一
つ
の
大
き
な
成
果

で
あ
り
、
引
き
続
き
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
る
。

本
市
は

O
五
年

(岡
十
七
年
)
二
月
に
柳
井
市
と
大
畠

町
が
合
併
し
、
新
市
と
な
っ
た
。
新
た
に
策
定
し
た
柳
井

市
基
本
構
想
で
は
、

「健
康
で
、
安
心
安
全
な
市
民
の
暮

ら
し
を
実
現
し
、
地
方
分
権
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜

く
ベ
ン
チ
ャ
ー
自
治
体
の
創
造
と
、
助
け
合
い
・
守
り
合
い

を
大
切
に
す
る
、
人
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
」
を
自
治
体

経
営
の
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。
地
域
資
源
を
活
か
し
な

が
ら
、

誰
も
手
が
け
な
か
っ
た
こ
と
に
も
積
極
果
敢
に
挑

戦
し
て
い
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神
を
発
揮
し
、

今
後
も
住
民

と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

誌記源地2007・12月号21 



特

知
恵
と
工
夫
の
ま
ち
"
つ
く
り

集

山
梨
県
韮
崎
市

8 

ネ
ー
ミ
ン
"
ク
ラ
イ
ツ
導
入
に
よ
る

地
域
文
化
の

韮
崎
市
は
、
山
梨
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
交
通
の
要

衝
と
し
て
、
古
く
か
ら
人
と
文
化
が
行
き
交
う
宿
場
町
と

し
て
栄
え
て
き
た
。
そ
の
昔
、
戦
国
の
世
に
甲
斐
地
方
の

覇
者
と
し
て
君
臨
し
た
武
田
氏
の
歴
史
は
、
こ
こ
韮
崎
が

発
祥
の
地
で
あ
り
、
氏
神
と
し
て
崇
拝
し
た
武
田
八
幡
宮

や
勝
頼
公
が
自
ら
火
を
放
っ
た
悲
運
の
城
・
新
府
城
跡
な

ど
、
同
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
が
市
内
の
至
る
所
に
点
在
す
る

ク甲
斐
武
田
氏
。
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ
る
。

司
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
の

町

f
指
定
管
理
者
制
度
導
入

豊
か
な
自
然
と
、
先
人
た
ち
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
伝

統
と
歴
史
が
調
和
す
る
ま
ち
に
、

一
九
九
五
年

(平
成
七

年
)
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
、
地
域
文
化
の
殿
堂
「
韮
崎
市

文
化
ホ

1
ル
」
で
あ
る
。
開
館
当
初
は
、

韮
崎
市
の

直
営
館
と
し
て

「幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
誰
で

も
が
気
軽
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
事
業
の
提
供
」

を
基
本
姿
勢
に
、
年
間
約
三
十
本
の
自
主
企
画
事
業

展
開
の
ほ
か
、
地
域
文
化
の
発
展
・
向
上
を
目
的
と

し
た
育
成
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
後
も
、
九
八
年
(
同
十
年
)
に
側
武
田
の
里

文
化
振
興
協
会
を
設
立
し、

管
理
運
営
を
委
託
す
る

な
ど
、
運
営
の
弾
力
化
・
効
率
化
に
努
め
て
き
た
が
、

市
教
育
委
員
会
教
育
課

生
涯
学
習
担
当

・

大
石
智
久

地
方
交
付
税
の
削
減
や
景
気
低
迷
な
ど
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
市
民
ニ

l
ズ
に
応

え
、
団
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
特
性
を
活
か
し
た
安
定
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
・
充
実
を
図
る
た
め
、

二
O
O
六
年

(同

十
八
年
)
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

こ
う
し
た
行
財
政
改
革
の

一
環
と
し
て
、
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
課
題
で
あ
っ
た
施
設
の

一
層
の
周
知
や
来
館
者
・

施
設
利
用
者
の
増
加
、
稼
働
状
況
の
向
上
を
目
的
に
、
導

入
を
検
討
し
た
の

が
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ

(施
設
命
名

権
)
で
あ
る
。
O
五

(下)地元高校生による太鼓の演奏(上)ホール外観

22 

年

(
同
十
七
年
)
度
当
時
は
、

競
技
場
や
大
都
市
圏
の
大

規
模
民
間
ホ

l
ル
な
ど
で
は
例
が
あ
っ
た
も
の
の
、
地
方

の
公
共
ホ
l
ル
に
は
ほ
と
ん
ど
前
例
が
な
く
、

試
行
錯
誤

の
中
で
の
公
募
で
あ

っ
た
。
当
初
、
契
約
期
間
は
原
則
二

年
、
年
額
二
千
万
円
以
上
と
い
う
募
集
要
件
だ

っ
た
が
、

募
集
期
間
内
で
の
応
募
企
業
が
な
く
、

契
約
内
容
に
つ
い

て
再
検
討
を
行
い
、

一
部
を
改
訂
し
て
二
回
目
の
公
募
を

行
っ
た
。

旬
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
A
T
と

F
f
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

第
二
回
目
は
、
契
約
期
間
五
年
程
度
、
契
約
金
額
は
協

議
、
施
設
名
称
に
「
韮
崎
」
を
入
れ
る
募
集
要
件
だ
っ
た

が
、
市
内
の

一
企
業
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
会
の
審

査
を
経
て
、

O
六
年

(同
十
八
年
)

四
月
か
ら
、
契
約
期

間
五
年
、
年
額
六
百
万
円
の
総
額
三
千
万
円
で
パ
ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
の
は
、
市
内
の
企
業
で

あ
る
半
導
体
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
の
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

A
T
州
で
あ
り
、
施
設
名
称
も

「東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮

崎
文
化
ホ
l
ル
」
と
し
た
た
め
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
も

親
し
み
ゃ
す
い
ホ

l
ル
と
な
っ
た
。
企
業
側
に
と
っ
て
も

企
業
P
R
に
つ
な
が
り
、
行
政
に
と
っ
て
は
厳
し
い
財
政

事
情
の
中
、
地
域
文
化
の
振
興
の
た
め
の
財
源
が
確
保
で

き
、
市
民
は
よ
り
良
質
な
芸
術
文
化
を
事
受
で
き
る
点
で
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
い

え
る
。

;迎~治 2007' 12月号

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
新
し
い
広
告
概
念
で
、
地
元
企

業
の
社
会
貢
献
の

一
つ
で
も
あ
り
、
地
域
社
会
と
の
協
調

を
図
り
、
行
政
と
協
働
し
な
が
ら
地
域
文
化
の
向
上
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
お
互
い
に
積
極
的
な

P
R
に
努
め

な
が
ら
、
今
後
も
長
期
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
関
係
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。



市民農園と して活用さ
れることになった用i也更新用地2haを先行取得

畑になった用1也

ては、①職員自ら考え、改善する②改善成果の発表では、暗いイ

メージを払しょくし、分かりやすい説明・ 演出に努める③優れた

成果については、市全体で顕彰するーーの3点、を柱に進めている。
実例として、第2回の最優秀賞に選ばれた下水道部の事例を紹
介する。

浄化センター施設更新用地として、隣接する約2ヘクタールの
土地を先行取得し、工事を始めるまでの5年間にわたり、さら地
のまま管理することとなった。しか し、 放置しておくと、除草作

業などに多大の経費と労力が必要と見込まれた。そこで、市民と

連携し、当浄化センターで発生する下水汚泥から製造し、販売す

る肥料「山形コンポストjの施肥効果をPRする市民農園として活
用した。

その結果、畑として手入れされ、雑草もな く、 山形コンポスト

の効用で農作物も豊かに収穫できた。さらに，収穫した農作物を

「下水道フェスティパルjで配布することで、山形コンポストの全

国的なPR(こもつなげる効果か‘あった。この取り組みを通じて、少
しずつではあるが、職員の意識改革は着実に浸透してきている。

「下水道フェスティバルjで農作物を配布

浄化センター用地を市民農園に活用
= rはながさ古ぐらんぷりjで最優秀賞に
山形市は、最少の経費で最大の効果を上けるという行政運営の

基本に立ち返り、業務改善と職員の意識改革に取り組んでいる。

その実現に向けた方策の一環として、改善改革実践事例発表会

「はながさ公ぐらんぷりjを2005年 (平成17年)度から開催して

いる。

「はながさ食ぐらんぶりjとは、各職場において、職員が知恵を

絞り、i干を流して成果を上げた事例を募り、そのアイデアや熱意
を全職員が共有・共感するとと

もに、特に優れた事例を顕彰す

る大会であ る。この自治体版

TQC運動である業務改善運動は、

2000年 (同12年)の福岡市の

r 0 N A運動j とその発表会
rONAどんたくjに始まり、全国

に波及した。山形市は05年 (同

17年)、 尼崎市 rVAAるぞカップj

や名古屋市「なごやカップJ、機
浜市 「ハマリバ収穫祭」に触発

され、各先行自治体からご指導

を得て導入した。実施に当たっ
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民主宰誹書~~圃

新旧住民の交流で村を「愛妻家の聖地jに

「嬬恋村」の村名の由来は、日本書紀にある日本武尊が東征の任務を完

了し、都に帰る途中、碓日の坂 (現在の鳥居峠)に登り立って、亡き妻

をしのび、「吾嬬はや (わか'妻よ)Jと三度嘆いたという故事にちなんで、

明治22年に制定された。この[妻恋しし、村Jというロマンチックな響き
の名前を使い、村の活性化につなげたいと先人達が智恵を絞ったが、な

かなかこれというものがなかった。

2005年 (平成17年)11月、本村内の別荘地に住む週末農業の団体 I嬬
恋ファームインJ'から[日本愛妻家協会なるものをネット上で立ち上げた
ら、なかなかの反応があるので、村名の由来や雄大な自然からここを愛

妻家の聖地としたし、」との提案があった。本村としても長年考えていた

村名を活用した村おこしのーっとして、「愛妻家の村Jr愛妻家の聖地j
というイメージは最適なことから、ド菩が妻恋し村。嬬恋村愛妻家聖地

委員会J(会員約30人)が発足した。この会は、観光、商工、農業、別荘居
住者、主婦などの人たちが集い、ゆっくりと楽しみなが、ら地域の活性化に

つなげていこうと、さまざまな活動が住民主導の中で盛り上がった。

会発足時からの企画で今年で2回目となる「キャベツ畑の中心て‘妻に
愛を叫ぶ (通称:キャベチュー)Jが9月9日に開催された。このイベ
ン卜は、 日ごろ素直に奥様や恋人に愛の気持ちゃ感謝の気持ちを言葉に

出せない男性のための訓練の場として、「みんなで叫べば怖くないリ

ということから始まった。そのネーミングの面白さが受けて、村内外か

ら多くの参加者や見学者が来訪。イベントでは、「萎になってくれリ

会場でキャベツ
を無料配布

浅間山とキャベツ畑

とプロポーズした人、「生まれ変わってもまた結婚しようリと叫んだ

人など、その場にいた誰もが温かくてうれしい気持ちになれた。

また、今年は地元の結婚式場の協力で、何らかの理由により結婚式を

挙げられなかった一組に、キャベツ畑の中心で愛を叫んだ後に結婚式力f

プレゼン卜された。このイベントでは、まだ収穫前の畑を快く提供して

くれた農家や、忙しい中、地元の郷土料理「とっちゃなげ」を提供して

くれた主婦、スタッフとして参加した観光事業者など、多くの住民のパ

ワーにより実現した。

このように、住民が楽しみながらさまさまなことを考え実行し、それ

が経済的な活動や高齢者などの生きがいに通じ、また、団塊の世代などに

対して癒しを提供できる村として、住民が「嬬恋村jを愛妻家の聖地とし

て誇れるような活動を継続していきたいと考えている。今後も、ゆっく

りではあるが住民の考えを住民自らが実現することにより、村全体力、元

気になり、夢を持ち、それに引き寄せられるように村外の人たちも力を貸

してくれるパワーが、地域全体の活性化につながるものと信じている。

「日本愛妻家協会Jr.吾が妻恋し村。嬬恋村愛妻家聖地委員会jは、今
まさにその核となって活動している。



長野県泰単村I
「お酒は楽しく二人酒」事業
一村民の力で幸せな人生を送る村にー

泰阜村は、長野県の南端に位置し、人口2000人、高齢化率

37%、林野率86%という典型的な過疎の山村である。過疎の

山村と言われる地域は、戦後の経済成長とともに若者を労働力

として都市へ送り出してきた。村に残った親たちが月日の流れ

とともに高齢化していく。村の高齢化率が20%を超えたのが

昭和60年である。
ちょうどその日寺、

診療所に着任した青

年医師が、高齢化が

進んでいく村の実態

を見て、在宅福祉の

推進を訴えた。村も

それに呼応し、住み

慣れた家で最期を迎

えることができる在

宅医療、福祉に積極

的に取り組んできた。そんな福祉の村も、市町村合併推進の嵐にさらさ

れ、また、主要財源である地方交付税が毎年削減されるなど、予想以上

の厳しい環境になった。

どうしようもない状況の中で迎えた2005年 (平成17年)度の予算編

成の時、職員に「毎年、毎年、歳出削減ばかりで、われわれも村民も元

気をなくしているのではないか。お金は使わなく

ても、特技や趣味を活かすなど知恵と汗で元気力、

出るようなこと、いわゆるゼロ予算での活性化を

考えて提案してほしLリとお願いした。50を超え

る提案があったが、 1人の職員が「何の取り柄も

ないが酒なら飲める。一人暮らしのお年寄りの所

へ晩酌の相手に行ったらと思うがどうか。とんで

もない提案ですみませんjと言った。「とんでもな

いどころかこれは面白しづということで採用した。

飲み物、酒のさかなtL割り勘である。また、

職員はゼ口予算事業ということもあり、時間外勤務手当も支給されなし、。

これを「お酒は楽しく二人酒J事業という名称にした。この話が、マス
コミなどで取り上げ、られて、たくさんの励ましの言葉をいただいた。

「こんな世知辛い世の中に、こんな心温まる話に感動したJr公務員
は手当をもらわなければ働かないと思っていたが、手当なし、しかも割

り勘で晩酌の相手というのがすばらしL、」という内容だった。

[お酒代の足しにしてくださし、」と言ってお金を送ってくれた人もい

る。思いがけない反響に戸惑っているが、職員は無理のないように取り

組んで‘いる。山村の状況は大変だが、お金がなくても村民が力を合わせ

て幸せな人生を送ることができる村であってほしいと思う。



E2且冠国凪亘・
職員の創意工夫で職場の変革・改革を実践

全庁的改革改善運動は民間企業でいうQC(品質管理)に相当するものであ

る。尼崎市では2003年 (平成15年)度からの5年間で800億円の累積収支不

足を補うための行政改革プロクラム「尼崎市経営再建プロクラムjを作成し

た。その中で、成果 ・顧客主義、権限委譲など、ニュー ・パブリ ック・マネ

ジメントの考え方に基づく行政経営システムの確立を目指している。

これは、行政運営の中にPDCA(計画、実施、点検、改善)サイクルを定着

させることにより、事業の肥大化を抑制し、自己改善を行う組織へと転換を

目指すもので、全庁的改革改善運動は内発的な自

己改善を促すためのツールとして導入した。

本市の運動は、職場単位の自発的参加でありな

がら、 03~05年 (同 15~17年) 度までの IYAA

るぞ運動jで延べ253チ ム、4404人が参加。

06年 (同18年)度からのポストYAAるぞ運動と

位置付けた 12ndステー ジJでも89チーム、
1798人が参加した。2ndステージでは、YAAる

ぞ運動3年間の成果を踏まえ、「普段から通常業
務でニーズを考え工夫改善 (普通ニ改善)Jをテ
ーマに取り組んでいる。

昨年度3月の成果発表会では、「私たちから変
わっていこうjを合言葉に、 日々の保育の中で保

護者との信頼関係の構築に取り組み、保育料の滞

納者が2年連続でゼ口件となった保育所の事例、
また市史の編纂・検索に、公開されている既存のインターネ ット百科事典の

プログラムを用いて、職員か自前でWeb版の尼崎市地域史事典を惰築した事

例など、自ら楽しんで取り組んだ12の改善事例が発表された。

このように本市の全庁的改革改善運動は、現場発意にふさわしい、幾つも

の創意工夫を重ねた成果が、表われてきており、常に変革を意識し、改革を実

践してし、く職員の意識改革、職場風土づくりに向けて一歩を踏み出したとこ

ろであると考えている。
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「荒
尾
乃
葡
萄
酒
」

が
誕
生
し
た
。

東
京
か
ら

U
タ
ー
ン
し
た
後
継
者
が
作
っ
た
商
品
は
、

県
産
優
良
新
商
品
審
査
会
で
金
賞
を
受
賞
し
た
「
の
り
や

の
の
り
こ
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
で
あ
る
。
一

番
焼
き
ノ
リ
を
入

れ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
方
言
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
り
、

封
筒
に
百
四
十
円
の
切
手
を
張
っ
て
送
れ
ば
、
都
会
の
人

に
田
舎
の
元
気
が
伝
わ
る
ア
イ
デ
ア
商
品
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
当
事
業
を
活
用
し
、
料
理
好
き
の
主

婦
グ
ル
ー
プ
が
開
設
し
た
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
梨
の
花
」

ゃ
、
脱
サ
ラ
し
た
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
す
べ
て
手
づ
く
り
の

ば
い
せ
ん

自
称
日
本

一
小
さ
な
自
家
熔
煎
シ
ョ
ッ
プ
「
瑚
排
の
木
」

も
人
気
庖
に
な
っ
て
い
る
。

荒
尾
市
の
地
域
再
生
事
業
は
、
前
述
し
た

「ま
ち
な
か

研
究
室」

と
「
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
商
品
」
を
大
き

な
柱
に
推
進
し
て
い
る
。
多
額
の
設
備
投
資
や
、
広
域
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、
無
理
な
く
生
産

し
た
も
の
を
、
無
理
な
く
地
域
が
消
費
す
る
。
そ
う
い
っ

た
「
等
身
大
の
顔
の
見
え
る
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
継

続
し
、
集
積
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
動
き
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

や
雇
用
の
受
け
肌
も
生
ま
れ
て
こ
よ
う
。
地
域
再
生
事
業

で
育
ま
れ
た
苗
床
に
、
徐
々
に
種
が
根
付
き
つ
つ
あ
る
。
そ

れ
が
や
が
て
大
輪
の
花
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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特

知
恵
と
工
夫
の
ま
ち
づ
く
り

集ユ
、
職
員
提
案
の
ア
イ
デ
ア
か
ら

f
ゼ
ロ
予
算
事
業
が
ス
タ
ー
ト

愛
媛
県
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
可
能
な

限
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
回
避
し
、
多
様
な
県
民
ニ

ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

二
O
O六
年
度
か
ら
ゼ

ロ
予
算
事
業
の
推
進
に
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。そ

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

O
五
年
度
の
職
員
提

案
制
度
で
あ
り
、
若
手
職
員
で
構
成
す
る
部
局
横
断
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
に
お
い
て
、
各
種
の
ゼ
ロ
予
算
事

業
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
職
員
の
聞
に

「
予
算
が
な
く
て
も
ア
イ
デ
ア
次
第
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
で
き
る
」
と
い
っ
た
意
識
が
徐
々
に
浸
透
し
、

O

六
年
度
か
ら
各
部
局
が
主
体
的
に
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。
現
在
、
当
課
に
お
い
て
各
部
局
の
取
り
組

み
を
と
り
ま
と
め
、
「
え
ひ
め
の
ゼ
ロ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
し
て
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
県
で
は
、
予
算
措
置
の
必
要
が
な
い
と
い
う

ゼ
ロ
予
算
事
業
の
特
性
を
生
か
し
、
県
民
な
ど
か
ら
の
要

望
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
年
度
途
中
で
も
随
時
事
業
化

し
て
お
り
、

O
六
年
度
に
八
十
二
件
で
ス
タ
ー
ト
し
た
同

10 

愛
媛
県• 

企
画
情
報
部
管
理
局
企
画
調
整
課

事
業
は
、
本
年
十
月
現
在
、
百
十
三
件
に
ま
で
増
加
し
て

い
る
。

こ
こ
で
、
現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
の

一
部
を
紹
介
す

る
。

A
V

「
E
列
車
・
パ
ス
で
行
こ
う
」

推
進
事
業

※
(
企
画
情
報

部
交
通
対
策
課
)

本
事
業
は
、
マ
イ
カ
ー
偏
重

に
よ
る
公
共
交
通
利
用
の
衰
退

の
現
状
を
打
開
し
、
県
民
に
公

共
交
通
の
重
要
性
を
理
解
い
た

だ
き
な
が
ら
、
利
用
促
進
を
図

る
施
策
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。

利
用
か
ら
公
共
交
通
利
用
な
ど
へ
転
換
す
る
運
動
を
、
県

内
自
治
体
、
民
間
企
業
な
ど
に
呼
び
掛
け
た
。

実
施
は
月

一
回
、
参
加
者
が
任
意
に
定
め
る

一
日
と
し

て
お
り
、
本
年
十
月
現
在
、
参
加
登
録
者
は
五
千
五
百
四

人
、
参
加
事
業
所
百
八
十
、
参
加
者
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

行
う
協
賛
事
業
所
は
四
十
五
と
な
っ
て
お
り
、
本
年
三
月

に
は
参
加
事
業
所
の
う
ち
、
特
に
優
良
な
五
事
業
所
を

「
愛
媛
県
公
共
交
通
利
用
促
進
企
業
」
に
認
定
し
た
。
ノ

l
マ
イ
カ
ー
通
勤
デ

l
開
始
か
ら
十
カ
月
間
の
実
績
を
み

る
と
、
延
べ

一
万
四
百
四
十
五
人
が
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
お
り
、
実
施
に
伴
う
C
0
2排
出
削
減
量
は
約
八

十
八
ト
ン
(
く
す
の
き
約
十

一
万
本
分
の

一
日
の

C
0
2

吸
収
効
果
に
相
当
)
と
環
境
面
で
も

効
果
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
今
後

と
も
ノ

l
マ
イ
カ
ー
通
勤
デ

l
を
県

内
に
浸
透
・
定
着
さ
せ
、
県
民
運
動

に
ま
で
高
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※

E
列
車
・
パ
ス
の

「
E
」
は
、
え
ひ

め
(
開
国
間
宮
岡
山
)
、
エ
ナ
ジ

ー

(岡山Z
開
局
の
J

べ
H

元
気
)
、
エ
コ

(
開
わ

C
H
環
境
)
の
E
。

O
六
年
八
月
に
「
愛
媛
県
公

共
交
通
利
用
推
進
宣
言
」
を
行

い
、
本
県
の
公
共
交
通
利
用
を

強
力
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
そ
の
具
体
的
取
り
組
み
と

し
て
、
九
月
に

「
愛
媛
県
ノ

l
マ
イ
カ
ー
通
勤
デ
l
」
を

導
入
し
、
通
勤
時
に
お
け
る
マ
イ
カ
ー

(
バ
イ
ク
含
む
)
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A
V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
と
の
包
括
的

な
協
力
協
定
の
締
結
に
よ
る
県
産

品
の
販
路
拡
大
の
推
進

(
経
済
労

働
部
産
業
政
策
課
)

本
県
で
は
、
本
年
五
月
に
側
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ

l
ト
と
協
力
協
定
を
締
結

し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
に
密
着
し
た
庖
舗
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
る
同
社
と
県
産
品
の
販
路
拡
大
な
ど
に
係
る
連

携
・
協
力
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る
な
か
で
、
他
分
野
へ
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の
拡
大
を
検
討
し
た
結
果
、
県
政
情
報

・
観
光
情
報
の
発

信
や
災
害
時
の
支
援
な
ど
を
追
加
す
る
こ
と
で
合
意
し、

締
結
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
包
括
的
な
協

定
締
結
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

1
ト、

県
の
双
方
に
と
っ
て
、

初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

県
内
の
各
庖
舗
で
は
「
愛
媛
県
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
を
設

置
し
、
県
民
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い

る
ほ
か
、
県
産
食
材
を
使
用
し
た
総
菜
や
弁
当
な
ど
を
共

同
開
発
し
、
四
国
地
区
限
定
で
発
売
、
好
評
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
県
内
の
幾
つ
か
の
庖
舗
に
「
え
ひ
め
特
産
品
販
売

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
県
産
品
を
販
売
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
全
国
販
売
へ
の
道
が
開
け

る
ヒ

ッ
ト
商
品
が

一
つ
で
も
多
く
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

A
V
え
ひ
め
地
域
材
の
家
建
設
推
進
事
業

(土
木
部
建
築

住
宅
課
)

全
国
有
数
の
林
産
県
で
あ
る
本
県
が
、

最
も
力
を
入
れ

て
い
る
政
策
の

一
つ
が
「
森
林
そ
生
」
で
あ
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
森
の
手
入
れ
が
重
要
で
あ
り
、
林
業
を
持
続
可

能
な
産
業
と
し
て
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
公
共
建
築
物
の
木
造
化
や
木
質
化
、
木
造
住
宅
の

ファミリーマー卜の愛媛県情報コーナー

福祉施設の元気づくり支援事業 (字和島地方局での展示品)

建
設
促
進
な
ど
、
県
産
材
の
需
要
拡
大
に
つ
な
が
る
政
策

の
ほ
か
、
森
林
環
境
税
の
導
入
な
ど
、

積
極
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
加
え
、
今

日
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
地
域
企
業
と
行
政
の
連

携
の
下
、
新
た
に
事
業
化
し
た
の
が
「
え
ひ
め
地
域
材
の

家
建
設
推
進
事
業
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
県
土
保
全
お
よ
び
水
源

か
ん酒
養
機
能
に
よ
る
渇
水
対
策
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
対
し

有
効
な
手
段
で
あ
る

「
森
林
そ
生
」

に
つ
い
て
、

県
内
金

融
機
関
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

県
産
材
を

一
定
以
上
利

用
し
た
住
宅
に
対
し
、
優
遇
金
利
の
住
宅
ロ

l
ン
商
品
を

提
供
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
宅
を

建
設
す
る
も
の
の
利
益
ば
か
り
で
な
く
、
県
産
材
の
利
用

拡
大
に
よ
る
森
林
そ
生
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

-
福
祉
施
設
の
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

(宇
和
島
地
方

局
健
康
福
祉
環
境
部
地
域
福
祉
課
)

宇
和
島
地
方
局
で
は
、
社
会
福
祉
施
設
の
状
況
を
広
く

一
般
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
に
施
設
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
施
設
利
用
者
の
や
る

気
と
自
立
を
促
進
し
、
施
設
の
元
気
づ
く
り
を
支
援
す
る

た
め
本
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

事
業
内
容
は
、
同
局
庁
舎

一
階
ロ
ビ

l
に
、
施
設
の
活

動
状
況
を
紹
介
す
る
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
す
る
ほ

か
、
授
産
活
動
に
伴
う
製
品
に
つ
い
て
は
、
展
示
だ
け
で

な
く
販
売
も
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
施
設
へ
の
理
解
促
進

と
元
気
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
今
年
度
は
、
管
内
の
障
害
福
祉
施
設
の
う
ち
八
施
設

か
ら
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、
十
月
よ
り
順
次
、

実
施
し

て
い
る
。、

個
別
の
成
果
評
価
と

f
内
容
・
手
法
の
見
直
し
が
課
題
に

こ
の
よ
う
に
、
ゼ
ロ
予
算
事
業
は
職
員
の
創
意
工
夫
の

下
、
県
民
や
団
体
・

N
P
O
と
の
協
働
な
ど
に
よ
り
、
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
が
次
々
と
具
体
化
さ
れ
る
な
ど
、

着

実
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
が
、
県
財
政
が
厳
し
さ
を
増
す
中

で、

。県
民
生
活
に
身
近
な
分
野
で
、
経
費
を
か
け
ず
き
め

細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
と
い
う
基
本
的
な

理
念
の
下
、
真
に
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
具
体
化
し

て
い
く
こ
と
が
、

一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
今
後
、
ゼ
ロ
予
算
事
業
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
単
に
量
的
な
拡
大
を
図
る
の
で
は
な
く
、
個
別
の

取
り
組
み
の
成
果
に
つ
い
て
評
価
し
、
県
民
ニ

l
ズ
や
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
応
じ
て
取
り
組
み
の
内
容
や
手
法

を
柔
軟
に
見
直
す
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
、

今
後
の

謀
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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知
恵
と
工
夫
の
ま
ち
づ
く
り

集

佐
賀
県

11 

員
の

『
知
恵
の
『
わ
』
フ
ロ
ジ
Z
ク
ト
』

ー

l
佐
賀
県
版
ゼ
ロ
予
算
事
業
と
県
民
協
働
の
一

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
ど
う
や
っ
て
住
民
満
足
度
を

高
め
て
い
く
の
か
|
|
佐
賀
県
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の

自
治
体
に
共
通
の
課
題
だ
と
思
う
。
ま
ず
は
、
「
予
算
が

な
い
か
ら
で
き
な
い
」
と
考
え
ず
に
、
「
こ
う
し
た
ら
で

き
る
の
で
は
」
と
い
う
こ
と
を
職
員
に
意
識
さ
せ
る
。
そ

の
中
で
生
ま
れ
る
新
し
い
県
民
協
働
の
あ
り
方
に
関
す
る

ア
イ
デ
ア
を
通
し
て
、
新
し
い
公
共
空
間
を
形
づ
く
っ
て

い
く
こ
と
を
目
標
に
、
本
県
の
知
恵
の
「
わ
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
始
ま
っ
た
。

、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

f
県
民
満
足
度
の
向
上
を
目
指
す

佐
賀
県
政
の
最
終
目
標
は
「
県
民
満
足
度
を
高
め
る
こ

と
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
県
民
(
現
場
)
に
で
き
る
だ

け
近
い
と
こ
ろ
で
判
断
し
よ
う
と
本
部
制
を
採
用
し
て
い

る
。
本
部
制
で
は
、
各
本
部
は
枠
配
分
さ
れ
た
予
算
と
人

員
を
本
部
長
の
判
断
で
優
先
順
位
を
付
け
て
、
予
算
編
成

と
人
員
配
置
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
予
算
枠
も
職
員
数

も
年
々
縮
小
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
厳
し
い
中
で
も
県
民

体
的
推
進

総
指
本
部
政
策
監
グ
ル
ー
プ

満
足
度
を
高
め
て
い
く
た
め
、
各
本
部
は
、
執
行
方
法
の

見
直
し
に
よ
る
自
主
的
な
人
員
削
減
で
予
算
を
獲
得
で
き

る
シ
ス
テ
ム
や
、
使
い
残
し
た
予
算
を
翌
年
度
の
本
部
枠

予
算
に
上
乗
せ
す
る
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
律

的
な
予
算
編
成
や
効
果
的
な
職
員
配
置
に
取
り
組
ん
で
い

ヲ
@
。知

恵
の
「
わ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
う
し
た
い
わ
ば

や
り
く
り
と
は
別
に
、
施
策
展
開
を
工
夫
す
る
こ
と
で
特

段
の
予
算
を
使
わ
ず
に
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
、
さ

ら
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
成
果
を
求
め
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
だ
。

佐
賀
県
政
の
基
本
理
念
は
、
「
オ
ー
プ
ン
」
「
現
場
」

「
県
民
協
働
」
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
県
民
協
働
が

一
番
職
員
に
な
じ
み
に
く
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
「
公
」

は
行
政
だ
け
で
は
担
え
な
い
。
で
き
る
だ
け
県
民
と

一
緒

に
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
頭
で
理
解
で
き
て

も
実
感
で
き
な
い
。

そ
れ
で
は
ま
ず
、
職
員
が
市
民
活
動
に
参
加
し
て
み
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
県
で
は
「
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
活
動
」
と

称
し
て
、
職
員
が
積
極
的
に

C
S
O
(市
民
社
会
組
織
)

活
動
に
参
画
す
る
こ
と
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
始
め
て
、
県
民
協
働
を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。、

職
員
の
意
識
改
革
と

f
県
民
協
働
の
推
進
が
目
的

予
算
が
な
く
て
も
仕
事
は
で
き
る
と
い
う
意
識
を
職
員

に
持
た
せ
る
こ
と
と
、
具
体
的
な
県
民
協
働
推
進
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
い
う
二
つ
を
目
的
に
、
知
恵
の
「
わ
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
動
し
た
。
職
員
が
自
ら
名
称
を
考
え
る

こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
主
体
的
な
取
り
組
み
と
い
う
意
識

が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
、
名
称
を
公
募
し
た
。
こ
の

「
わ
」
に
は
、
「
話
」
H
活
発
な
議
論
、
「
和
」
H
み
ん
な
で

知恵の「わJプロジェクトの対象

県の事務・事業

意識改革=予算主義からの脱却

新しい県民協働
スタイル

特段の予算を伴わないもの

> |新しい公共空間の事業1<
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ゼ
ロ

知
恵
を
出
し
合
う
、
「
0
」
H

特
段
の
予
算
を
伴
わ
な
い
、

「
∞
」
(
形
が
輪
)
H
費
用
対
効
果
が
無
限
大
ー
ー
と
い
う
四

つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。

-
ノ

l
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ

l
ジ
ユ
支
援
事
業

具
体
的
な
取
り
組
み
を

一
つ
紹
介
す
る
。
ノ
l
プ
レ

ス
・
オ
ブ
リ
l
ジ
ユ
(
高
貴
な
社
会
的
責
任
)
支
援
事
業
。

県
政
と
し
て
推
進
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
。
例
え
ば

地
球
温
暖
化
対
策
、
少
子
化
対
策
、
障
害
者
雇
用
な
ど
。

こ
う
し
た
政
策
の
対
象
は
広
く
民
間
企
業
に
及
ぶ
。

従
来
の
啓
発
事
業
よ
り
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
り
、
強

制
的
で
も
な
い
。
相
手
も
納
得
し
て
取
り
組
み
、
か
つ
効

果
が
上
が
る
。
そ
う
い
う
仕
組
み
を
目
指
し
て
い
る
。
具

ノープレス・オブリージュ支援事業

優先発注、
広報誌でのPRなど

争 目

体
的
に
は
、
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
に
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
企
業
、
障
害
者
雇
用
率
が
高
い
企
業
な
ど
を
評

価
し
、
そ
の
評
価
を
入
札
参
加
評
定
に
反
映
さ
せ
る
よ
う

な
制
度
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

-
地
域
見
守
り
た
い
(
隊
)
!
事
業

も
う

一
つ
。
「
地
域
見
守
り
た
い
(
隊
)
!
事
業
」
は
、

新
聞
や
飲
料
の
配
達
な
ど
地
域
の
中
に
入
っ
て
来
る
業
者

と
覚
書
を
締
結
し
、
不
審
者
情
報
の
提
供
な
ど
を
し
て
も

ら
っ
た
り
、
タ
ク
シ
ー
会
社
に
下
校
時
の
通
学
路
を
巡
回

し
て
も
ら
っ
た
り
、

高
齢
者
な
ど
の
散
歩
の
時
間
を
児
童

の
登
下
校
時
間
に
合
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
で
、
地
域

の
安
全
性
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
だ
。

!事業地域見守りたい(隊)

防犯サポートネットワーク会員
ーー一ー-白同町同町市司司、 r 、 〆'

地織見守り隊会員 !防犯対策広め隊会員
{防犯活動会員 II I外部広報活動会員1
業務活動の中での II 顧客等へ紡犯
防犯パトロールなど II 情報提供など

こ
の
事
業
は
、
会
員
を
募
集
し
て
「
防
犯
サ
ポ
ー
ト
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
発
展
し
、
「
地
域
見
守
り
隊
」
「
防
犯
対

策
広
め
隊
」
「
防
犯
意
識
高
め
隊
」
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
い
る
。、
限
ら
れ
た
職
員
・
予
算
と

f
県
民
の
主
体
的
な
事
業
へ
の
参
加

い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
予
算
事
業
と
い
っ
て
も
、
実
施
に
際
し

て
は
職
員
の
人
件
費
が
伴
う
。
予
算
が
要
ら
な
い
か
ら
ど

ん
ど
ん
や
ろ
う
と
い
う
訳
に
も
い
か
な
い
。
知
恵
の
「
わ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
も
、
本
部
長
が
限
ら
れ
た
予

算
・
人
員
を
ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
か
が
問
わ
れ
て
く

る
。現
在
、
佐
賀
県
で
は
協
働
化
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

県
の
す
べ
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
誰
が
実
施
し
た
方

が
効
果
的
、
効
率
的
か
と
い
う
視
点
で
点
検
し
、

c
s
o

な
ど
県
以
外
に
任
せ
ら
れ
る
も
の
、
協
働
で
実
施
し
た
方

が
い
い
も
の
な
ど
に
整
理
し
て
い
る
。
既
存
事
業
に
つ
い

て
は
協
働
化
テ
ス
ト
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
は
知

恵
の
「
わ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
県
民
協
働
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
行
政
側
の
発
案
だ
け
で
な
く
、
県
民
の
主
体
的

な
申
し
出
な
ど
に
よ
る
県
事
業
の
協
働
化
の
推
進
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
県
が
管
理
し
て

い
る
公
園
を
地
域
住
民
が
主
体
的
に
管
理
を
申
し
出
る
。

住
民
は
、
従
来
の
行
政
的
な
管
理
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域

の
く
つ
ろ
ぎ
の
場
、
さ
ら
に
は
観
光
客
が
来
る
よ
う
な
公

園
を
目
指
し
、
行
政
で
は
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
魅
力
ア

ッ
プ
を
行
う
。

~紙同句2007・12月号

そ
ん
な
関
係
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
、
知
恵
の
「
わ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
セ
カ
ン
ド
・

ス
テ
ー
ジ
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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人
材

12 

長
野
県

を
活
か
し
た

織
と
工
夫
の
民
サ
ー
ビ
ス

ー
職
員
の
政
策
能
力
開
発
と
意
識
変
革
を
醸
成

長
野
県
は
人
口
二
百
二
十
万
人
、
面
積

一
万
三
千
五
百

平
方
キ
ロ
で
、
東
西
百
二
十
キ
ロ
、
南
北
二
百
十
二
キ
ロ

と
い
う
広
い
県
土
に
、
十
五
座
の
三
千
メ
ー
ト
ル
峰
、
森

林
、
水
、
空
気
な
ど
の
豊
か
な
自
然
、
温
泉
、
史
跡
な
ど

多
彩
な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
、

「き
わ
や
か
信
州
」
「
信
州

道
楽
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
広
く
海
外
に
も
知
ら
れ

る
有
数
の
観
光
県
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
長

野
県
で
先
駆
的
に
取
り
組
み
を
始
め
た
「
ゼ
ロ
予
算
事
業
」

に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
と
課
題
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
の

f
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み

本
県
で
は
、
歳
入
に
占
め
る
県
税
の
割
合
が
約
三

O
%

と
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
に
大
き
く
依
存
す
る

収
入
構
造
と
な
っ
て
い
る
が
、
近
年
は
ス
キ
l
離
れ
な
ど

に
よ
る
観
光
客
の
落
ち
込
み
ゃ
、

二
O
O
二
年
(
平
成
十

四
年
)
の

I
T
不
況
以
降
の
長
い
景
気
低
迷
な
ど
に
よ
る

税
収
減
、
地
方
交
付
税
改
革
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
財
政
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
。

主
事

• 関
取
秀
樹

企
画
局
企
画
課
調
整
係

ゼ
ロ
予
算
事
業
は
、
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
県
の
財
政
を

背
景
に
、
人
材
と
い
う
資
源
を
最
大
限
に
活
か
す
と
と
も

に
、
予
算
が
な
け
れ
ば
事
業
が
で
き
な
い
と
い
う
意
識
か

ら
脱
け
出
し
て
、
職
員
自
ら
が
汗
を
か
き
、
智
恵
を
出
し
、

県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組

み
と
し
て
、

O
三
年

(同
十
五
年
)
度
に
始
ま
っ
た
。

ゼ
ロ
予
算
事
業
は

一
言
で
言
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
予
算
付

け
を
す
る
こ
と
な
く
、
謀
、
所
な
ど
の
所
属
ご
と
の
判
断

で
「
事
業
」

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

事
業
執

行
だ
け
を
と
ら
え
れ
ば
、
速
や
か
で
機
動
的
な
事
業
実
施

が
可
能
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

本
県
で
は
、

O
三
年
(
同
十
五
年
)
度
に
、
百
五
十
七
事

業
を
実
施
し
た
が
、
毎
年
、
新
た
な
取
り
組
み
が
考
案
さ

れ、

O
六
年
(
同
十
八
年
)
度
に
は
二
百
四
十
四
事
業
に

上
っ
た
。
こ
の
問
、
年
度
終
了
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
機

関
が
、
各
事
業
の
実
績
や
効
果
な
ど
に
つ
い
て
評
価
を
行

い、

翌
年
度
の
取
り
組
み
の
改
善
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

(
事
業
評
価
の
実
施
と
効
果
検
証
の
必
要
性

O
六
年
(
同
十
八
年
)
度
の
事
業
評
価
の
結
果
(
平
成

十
九
年
二
月
実
施
)
で
は
、
全
体
の
九

0
・
六
%
に
当
た

る
二
百
二
十

一
事
業
が
「
確
実
に
良
い
変
化
が
生
ま
れ
成

果
が
得
ら
れ
た
」
「
実
施
前
と
比
べ
前
向
き
な
動
き
が
あ

っ
た
」
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、

O
五
年
(
同
十
七
年
)
度

に
比
べ
る
と
、
評
価
が
格
段
に
向
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
実
施
前
と
変
化
が
な
く
、
継
続
し
て
も
効
果

が
認
め
ら
れ
な
い
」
の
は
、

全
体
の
凹

・
五
%
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
業
が
職
員
に
理
解
さ
れ
て
定

着
し、

事
業
実
施
機
関
に
お
い
て
は
、

事
業
を
効
果
的
に

実
施
で
き
た
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
そ
の

一
方
で
、
全
体
の
五
六
%
に
当
た
る
百
三

十
六
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
通
常
業
務
の
中
で
行
わ
れ
て

い
る
取
り
組
み
を
ゼ
ロ
予
算
事
業
に
位
置
付
け
て
い
る
」

と
も
さ
れ
て
お
り
、
通
常
業
務
の
中
で
実
施
方
法
な
ど
の

改
善
と
の
区
別
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
う
か
が

え
る
。
ま
た
、
県
と
し
て
本
来
行
う
べ
き
業
務
な
の
か
と

い
う
批
判
対
象
と
な
る
も
の
も
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
点
も
含
め
、
四
年
間
の
実
施
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
特
徴
で
あ
る
迅
速
・

機
動
性
の
半
面
、
県
民
に
も
分
か
り
ゃ
す
い
仕
組
み
づ
く

り
や
妥
当
性
の
検
討
、
効
果
の
検
証
な
ど
が
十
分
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
特
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

r、
県
の
役
割
と
事
業
の
見
直
し

そ
こ
で
本
県
は
O
七
年

(同
十
九
年
)
度
の
事
業
実
施

に
向
け
て
、
ゼ
ロ
予
算
事
業
の
趣
旨
で
あ
る

「
予
算
措
置

を
す
る
こ
と
な
く
、
職
員

一
人
ひ
と
り
の
積
極
的
な
創
意
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工
夫
の
下
、
技
術
・
知
識
、
資
産
、
情
報
の
最
大
限
の
活

用
や
県
民
と
の
協
働
・
連
携
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

一

層
の
向
上
」
や
、
県
が
果
た
す
べ
き
役
割
お
よ
び
通
常
業

務
と
の
区
別
の
明
確
化
と
い
う
視
点
か
ら
、
本
事
業
の
位

置
付
け
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

ま
た
、
活
用
す
る
資
源
や
実
施
目
的
に
よ
っ
て
、
次
の

五
つ
の
事
業
区
分
を
設
け
た
。

①

県
職
員
の
技
術
・
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用

[例
]
職
員
の
技
術
・
知
識
な
ど
を
活
用
し
た
各
種
講
座
、

県
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
訪
問
・
相
談
業
務
、
市

町
村
に
対
す
る
技
術
的
・
専
門
的
支
援
、
職
員
が
直

接
行
う
施
設
の
維
持
補
修
作
業
ー
ー
な
ど

②

県
有
財
産
な
ど
既
存
資
産
の
有
効
活
用

[例
]
公
共
施
設
の

一
般
開
放
、
県
有
施
設
を
活
用
し
た

展
示
・
イ
ベ
ン
ト
、
未
活
用
資
産
・
廃
棄
物
・
廃
材

な
ど
の
有
効
活
用
ー
ー
な
ど

③

地
域
住
民
や
企
業
・
団
体
と
の
協
働
・
連
携

[例
]
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
施
設
な
ど
の
維
持
管

理
・
美
化
活
動
、
住
民
と
と
も
に
行
う
地
域
の
安

全

・
安
心
の
確
保
、
住
民
・
企
業

・
団
体
な
ど
と
連

携
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
活
動
ー
ー
な
ど

④

県
政
の
P
R
・
情
報
発
信

[
例
]
独
自
性
や
創
意
工
夫
に
よ
る

P
R
活
動
・
情
報
発

信
、
子
ど
も
の
体
験
学
習
へ
の
協
力
ー
ー
な
ど

⑤

そ
の
他

(ゼ
ロ
予
算
事
業
の
趣
旨
に
沿
っ
た
そ
の
他

の
切
り
口
に
よ
る
事
業
)

見
直
し
の
結
果
、

O
七
年
(
同
十
九
年
)
度
は
事
業
が

百
四
十
六
に
整
理
さ
れ
、
そ
の
内
訳
は

「
県
職
員
の
技

術
・
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
」
が
六
十
八
、

「
県
有
財
産

な
ど
既
存
資
産
の
有
効
活
用
」
が
十
五
、
「地
域
住
民
や
企

平成 19年度事業の内訳

10.3% 

( )内は新規事業の内数

業

・
団
体
と
の
協
働
・
連
携
」
が
四
十
三
、
「
県
政
の

P

R
・
情
報
発
信」

が
九
、

「そ
の
他
」
が
十

一
と
な
っ
た
。

一
方
、
見
直
し
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
事
業
の
中
に
は
、

当
初
ゼ
ロ
予
算
事
業
と
し
て
発
案
し
、
取
り
組
み
を
始
め

た
も
の
が
、
通
常
業
務
と
し
て
定
着
し
て
い
る
も
の
や
、

職
員
自
身
を
直
接
の
対
象
と
す
る
研
修
や
事
務
改
善
の
よ

う
に
、
今
後
も
取
り
組
み
自
体
は
継
続
し
て
い
く
も
の
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
新
規
事
業
も
四
十
五
事
業
追
加
さ
れ
て
お
り
、

各
職
場
で
の
積
極
的
な
取
り
組
み
姿
勢
は
続
い
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

、
地
域
と
の
連
携
・
協
働
と

f
職
員
の
意
識
変
革
の
必
要
性

ゼ
ロ
予
算
事
業
に
は
前
述
し
た
利
点
や
課
題
・
懸
念
の

ほ
か
に
、
県
職
員
自
ら
が
実
際
に
現
場
に
行
き
、
身
体
を
動

か
し
た
り
、
県
民
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
に
よ

っ
て、

普

段
の
業
務
の
中
で
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
こ
と
や
、
新
た

な
施
策
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
り
、

事
務
事
業
の
改
善
、
地
域
の

課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
効
果
も
あ

る
。
本
県
で
は
、
本
事
業
の
効
果
に
着
目
し
て
、
事
業
を
継

続
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
次

の
よ
う
な
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

個
々
の
事
業
の
立
案

・
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
で
職
員

一
人
ひ
と
り
が
、
「
県
民
に
と
っ
て
何

が
必
要
な
の
か
」「
そ
の
た
め
に
何
を
始
め
れ
ば
い
い
の

か
」
を
ま
ず
考
え
、
柔
軟
な
発
想
の
下
に
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
、
積
極
的
に
県
民
の
ニ

l
ズ
の
発
見
に
努
め
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

今
あ
る
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、
多
様
化
す
る
ニ

l
ズ

に
独
自
の
手
法
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
応
え
る
こ
と
で
、
職
員

の
政
策
立
案
能
力
や
遂
行
能
力
の
開
発
に
も
つ
な
が
る
面

が
あ
り
、
そ
う
し
た
側
面
を
有
効
に
活
か
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

今
日
で
は
、
施
策
・
事
業
の
遂
行
や
地
域
づ
く
り
に
お

い
て
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
や
企
業
、
団
体
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
の
連
携
・
協
働
が
欠
か
せ
な
く
な

っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
県
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

対
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

事
業
評
価
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
効
果
を
的
確
に
把
握
し
、
効
果
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
改
善
、
あ
る
い
は
廃
止
す
る
な
ど

の
見
直
し
に
つ
な
げ
、
通
常
業
務
に
影
響
が
出
た
り
、

実

は
通
常
業
務
そ
の
も
の
で
、
何
ら
新
し
い
効
果
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
り
す
る
の
を
避
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

効
果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
業
務

と
し
て
定
着
さ
せ
た
り
、
予
算
化
を
図
っ
て
い
く
な
ど
、

新
た
な
展
開
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
継

続
す
る
場
合
に
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
り
、
多
様
化
す
る

県
民
ニ

I
ズ
に
対
応
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
も

発
生
す
る
の
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

泊~ω2007・12月号33 
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最
後
に
、
ゼ
ロ
予
算
事
業
は
職
員

一
人
ひ
と
り
が
、

「こ
う
し
た
ら
」
「
こ
う
な
っ
た
ら
」
県
民
サ
ー
ビ
ス
が
向

上
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
を
持
ち
、
た
と

え
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
実
施
し
て
み
る
こ
と
が
重
要
だ

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

事
業
を
始
め
る
に
当
た

っ
て
の
、
し
っ
か
り
し
た
仕
組
み
づ
く
り
や
、
予
算
が
な

け
れ
ば
事
業
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
職
員
の
意
識
の
変
革

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
県
民
に
対
し
て
事
業
内
容
や
評

価
に
関
す
る
情
報
発
信
を
通
じ
て
、
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

こ
こ
で
、

実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
ゼ
ロ
予
算
事
業
を
い

く
つ
か
紹
介
す
る
。

O
「
野
尻
湖
ク
リ
ー
ン
ラ
リ
l
事
業
」

(
区
分
①

職
員
の
技
術
・
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
)

{
背
景
}
野
尻
湖
は
、
県
北
部
の
信
濃
町
に
あ
り
、
県
で

は
諏
訪
湖
に
次
ぐ
二
番
目
の
大
き
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ナ

ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
化
石
が
出
土
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

同
湖
は
水
草
が
豊
富
で
あ
っ
た
が
増
え
す
ぎ
て
し
ま

い
、
水
草
を
食
べ
る
ソ
ウ
ギ
ョ
を
放
流
し
た
と
こ
ろ
、
激

減
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
は
、
ソ
ウ
ギ
ョ
の
減
少
と
地
域

住
民
な
ど
の
水
草
復
活
活
動
な
ど
に
よ
り
、
自
然
豊
か
な

湖
を
取
り
戻
し
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
小
学
生
四
年

生
を
対
象
に
環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
、
野
尻
湖
周
辺
や

河
川
を
観
察
す
る

「野
尻
湖
ク
リ
ー
ン
ラ
リ
l
」
を
実
施

し
て
い
る
。
「
き
れ
い
な
水
を
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
」
|
|
子
供
の
こ
ろ
か
ら
関
心
を
持
た
せ
る

こ
と
や
、
地
域
住
民
な
ど
の
自
主
的
な
水
質
浄
化
を
促
す

啓
発
活
動
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

【
内
容
・
効
果
】

事
業
内
容
は
、
環
境
課
職
員
が
湖
の

透
明
度
の
測
定
方
法
を
教
え
て
、
実
際
に
船
上
か
ら
測
定

し
た
り
、
林
務
課
の
職
員
が
湖
の
周
り
の
森
林
が
湖
水
を

き
れ
い
に
保
っ
て
い
る
役
割
を
紹
介
し
た
り
、
農
地
整
備

課
の
職
員
が
湖
と
用
水
路
の
関
わ
り
に
つ
い
て
話
を
す
る

こ
と
で
、
野
尻
湖
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
囲
に
あ
る
も
の

の
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
。

そ
の
他
、

「
人
工
河

川
に
よ
る
水
生
生
物
の

観
察」

や
「
野
尻
湖
の

生
態
系
に
関
す
る
学

習
」
「
生
物
顕
微
鏡
に

よ
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

観
察
」
な
ど
、

実
際
手

で
触
れ
た
り
、
目
で
見

た
り
体
験
す
る
こ
と
に

よ
り
、
水
環
境
保
全
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て

・もら、っ
。

参
加
し
た
小
学
生
か

ら
は
、

「説
明
を
聞
い

た
り
、

実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
野
尻
湖
や
そ

の
周
り
の
環
境
に
つ
い
て
学
習
で
き
た
」
と
の
感
想
も
あ

り
、
水
環
境
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
本
事
業
は
、
町
や
地
元
自
治
体
、
漁
業
協
同
組

合
な
ど
、
多
く
の
団
体
の
協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る

(
長
野
地
方
事
務
所
環
境
課
)。

O
「
ど
う
す
る
暮
ら
し
の
ト
ラ
ブ
ル
」
市
町
村
出
張
相
談

(
区
分
①

職
員
の
技
術
・
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
)

{
背
景
}
松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
岡
谷
支
所
は
、

長

野
県
の
ほ
ほ
中
央
に
あ
る
諏
訪
地
域
の
消
費
生
活
相
談
窓

口
と
し
て
、

J
R
岡
谷
駅
直
近
の
商
業
ビ
ル
「
ラ
ラ
オ
カ

34 

ヤ
」
に
事
務
所
を
構
え
て
い
る
。

消
費
者
の
商
品
購
入
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
も
、
消
費
者
基
本
法
に
基
づ
き
、
業
者
あ
っ
せ
ん

な
ど
に
よ
り
迅
速
な
解
決
に
努
め
る
義
務
を
負
っ

て
い

る
。
し
か
し
、
近
隣
市
町
村
で
は
消
費
生
活
相
談
の
担
当

劃
町
副

者

を
置
い
て
は
い
る
が
、
複
数
の
業
務
と

圃

'

'

一

兼
務
し
て
い
る
た
め
、
迅
速
な
対
応
が
難

園
回
闘

…

し
く
、
相
談
ノ
ウ
ハ
ウ
に
課
題
を
抱
え
て

噂
日
弘

…

い
る
状
況
で
あ
っ
た
o

jy

干

…

そ
こ
で
、
入
居
し
て
い
る
商
業
施
設
全

‘
.E時一一
体
が
休
館
と
な
る
第
三
火
曜
日
に
、
セ
ン

抽

園

時

タ

l
の
職
員
が
市
町
村
へ
出
張
し
て
、
消

・
闇
姐
鉢

…

費
生
活
相
談
に
応
じ
る
こ
と
と
し
た
。

司

4

…

【
内
容
・
効
果
】

こ
の
事
業
は
単
な
る

A

L

一
…

相
談
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
消
費
生
活
セ

h
.
¥

…

ン
タ
ー
ま
で
来
る
こ
と
が
困
難
な
人
が
、

--E…近
く
の
役
場
で
相
談
で
き
る
よ
う
便
宜
を

ウ

'
4

…

図
る
と
と
も
に
、
市
町
村
職
員
へ
の
相
談

v
f
i
--』

…

1
1
1踊

ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
や
、
地
区
の
民
生
委
員

に
対
し
て
講
習
会
を
開
く
な
ど
に
よ
り
、

高
齢
者
へ
の
悪

質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
取
り
組
み
も
行

っ
て
い
る
。

地域ω 2町 12月号

こ
れ
ま
で
は
、
市
町
村
役
場
の
窓
口
で
消
費
生
活
相
談

と
問
い
た
だ
け
で
、

当
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
市
町
村
の

段
階
で
相
談
を
受
け
止
め
、
ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
簡

単
な
ケ
l
ス
は
個
々
に
対
処
し
、
法
律
な
ど
専
門
的
な
分

野
に
つ
い
て
助
言

・
確
認
を
当
セ
ン
タ
ー
に
求
め
る
と
い

っ
た
対
応
が
増
え
て
い
る
(
松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
岡

谷
支
所
)
。



知恵と工夫のまちづくり特集

O
「
ピ
ア
ノ
弾
き
込
み
隊
」
(
音
楽
家
気
分
で
ベ

l
ゼ
ン

ド
ル
フ
ア
l
)

(区
分
②

県
有
財
産
な
ど
既
存
資
産
の
有
効
活
用
)

{
背
景
】

長
野
県
伊
那
文
化
会
館
が
所
有
す
る
ピ
ア
ノ

「ベ

l
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ

l
」
は
、
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
」

「
ベ
ヒ
シ
ユ
タ
イ
ン
」
と
並
び
、
世
界
三
大
ピ
ア
ノ
メ
ー

カ
ー
と
い
わ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
を
代
表
す
る
名
器
で
、

普
段

は
な
か
な
か
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
ピ
ア
ノ
が

文
化
会
館
に
あ
る
こ
と
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
美

し
い
音
色
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
定
期
的
に
演
奏
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

{
内
容
・
効
果
】

そ
こ
で
、
文
化
会
館

?』
FN

a

圃''
一
v

凶
B
，
，
内
』
眠
【
E
h
h
a
-

を
日
ご
ろ
利
用
し
い
る
人
へ
の
感
謝
や
、

向

江

崎

浦

会
場
の

P
R
と
ピ
ア
ノ
の
保
守
を
兼
ね
、

議

嵐

小
ホ
l
ル
を
開
放
し
、

一
人
当
た
り

一
時

邸
拘
哨
盤
強

問
自
由
に
演
奏
で
き
る
よ
、
足
し
た
事

業

蝋

紙

議

で
あ
る
。
O
六
年
(
同
十
八
年
)
度
は

年

睦

鱈

叫
ん圃

二
回
開
催
し
、
各
白
人
人
の
定
員
で
あ
っ

巌
咽
開
泊
町

た
が
、
定
員
を
大
き
く
上
回
る
応
募
が
あ

園
・
・
・
E

り
、
抽
選
で
参
加
者
を
決
定
し
た
。

・
・
・
司
副

参
加
者
か
ら
は
、
名
器
の
持
つ
音
の
豊

・
圃

E
S置

か
さ
、
ホ

l
ル
で
演
奏
す
る
こ
と
の
響
き

用

幽

‘
仁園田

の
良
さ
な
ど
、
大
変
好
評
を
得
た
。
ま
た
、
文
化
会
館
側

も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
提
供
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
ホ
ー

ル
で
演
奏
す
る
こ
と
で
、
ホ
ー
ル
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
。

催
し
物
が
入
っ
て
い
な
い
ホ
l
ル
の
有
効
活
用
と
、
ピ

ア
ノ
の
保
守
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
今
後
の
利

用
者
増
加
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。
(伊
那
文
化
会
館
)
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愛車ミgz議室J2q 苦手手Z222ZE 誌き課2奇襲撃
庖
に
納
入
し
て
、
地
元
産
小
豆
を
使
用
す
る
付
加
価
値
を

付
け
た
和
菓
子
を
製
造
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
地
域
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
が
参

画
し
、
協
力
し
て
遊
休
荒
廃
地
対
策
が
進
め
ら
れ
た
が
、

今
回
解
消
し
た
遊
休
農
地
で
ソ
パ
の
白
い
可
憐
な
花
が
咲

く
こ
ろ
は
、
南
ア
ル
プ
ス
を
パ

ッ
ク
に
、
カ
メ
ラ
に
風
景

を
納
め
る
愛
好
家
も
訪
れ
て
い
る
だ
ろ
う

(
下
伊
那
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
-
下
伊
那
地
方
事
務
所
農
政
課
)
。

O
「
地
域
用
水
学
習
会
3
拾
ケ
堰
の
今
・
む
か
し
3
」

(区
分
④

県
政
の

P
R
・
情
報
発
信
)

【
背
景
】

現
在
、
長
野
県
内
で
有
数
の
稲
作
が
行
わ
れ

て
い
る
安
曇
野

一
帯
は
、
そ
の
昔
水
が
少
な
く
、
水
田
を

作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
に
中
島
輪
兵
衛

が
中
心
と
な
り
、
延
長
十
五
キ
ロ
に
及
ぶ
水
路
を
開
削
し
、

九
百
九
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
が
潤
っ
て
い
る
。
現
在

は
農
業
農
村
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、
維
持
管
理
さ
れ

て
お
り
、
地
元
小
学
生
に
身
近
な
農
業
用
水
の
歴
史
と
、

地
域
へ
の
関
わ
り
、
農
業
農
村
整
備
事
業
の
役
割
を
学
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
。

{
内
容
・
効
果
}
学
習
会
当
日
は
、

実
際
に
取
水
し
て

い
る
奈
良
井
川

(松
本
市
)
か
ら
、
末
端
の
安
曇
野
市
内
の

水
田

(旧
堀
金
村
烏
川
)
ま
で
た
ど
り
、
途
中
、
上
高
地
か

ら
流
れ
る
梓
川
を
渡
る
た
め
に
造
ら
れ
た
サ
イ
ホ
ン
の
仕

組
み
ゃ
、

工
事
で
使
わ
れ
る
測
量
器
具
な
ど
を
学
習
し
た
。

ま
た
、
地
域
で
実
際
に
百
九
十
年
に
わ
た
っ
て
代
々
受

け
継
ぎ
守
っ

て
き
た
土
地
改
良
区
の
人
か
ら
の
話
も
熱
心

に
聞
い
て
い
た
。
こ
の
事
業
は
、
小
学
校
の
社
会
科
授
業

の
一
環
と
し
て
、
地
元
小
学
校
に
呼
び
掛
け
た
が
、
最
近
は

小
学
校
か
ら
見
学
の
日
程
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
く
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る

(
松
本
地
方
事
務
所
農
地
整
備
諜
)
。
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交流のニーズを顕在化ヘ」「移住 • 
-JOIN情報発信事業を積極展開

全国の企業と地方自治体との連携による移住・交流促進のための全国的な推進組織「移住・交流推進機

構 (JOIN)Jが、 2007年(平成19年)10月5日に設立された。JOINは従来の取り組みにはない、ビ

ジネスの視点を取り入れ、移住・交流希望者への情報提供や、移住・交流のニーズに応じたさまざまな地

域サービスを提供するシステムの普及、さらには新たなビジネス商品・サービスの創出を行っている。

今月号は、 JOINが展開している情報発信事業について紹介する。

移
住
・
交
流
ポ
1
タ
ル
サ
イ
ト

」』
C
・』
O
一コ・』匂
φ

移
住

・
交
流
ポ
l
タ
ル
サ
イ
ト

d
z・

宮
戸
甘
。
で
は
、
地
方
で
の
生
活
に
関
す

る
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
、

J
O
I
N
に
参
加

す
る
企
業

・
自
治
体
か
ら
の
情
報
コ
ー
ナ

ー
な
ど
、
移
住
・
交
流
生
活
を
送
る
た
め

の
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。
サ
イ
ト
は
、

J
O
I
N
設
立

と
同
時
に
仮
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
サ
イ
ト

を
閲
覧
す
る
移
住
・
交
流
に
興
味
を
持
つ

方
々
(
ユ
ー
ザ
ー
)
の
最
も
得
た
い
情
報

を
適
切
に
配
置
す
る
よ
う
、
十

一
月
九
日

ト
ッ
プ
ベ

l
ジ
を
改
良
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
解

析
を
進
め
て
、
さ
ら
に
ユ
ー
ザ
ー
の
知
り
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た
い
情
報
が
的
確
に
掲
載
で
き
る
よ
う
、

来
年
早
々
に
も
画
面
構
成
の
改
良
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

d
Z
E三
?

で

は
、
移
住
・
交
流
に
興
味
の
あ
る
ユ
ー
ザ

ー
を
「
個
人
会
員
」
と
し
て
登
録
し
て
い

た
だ
き
、

J
O
I
N
に
加
入
す
る
企
業

・

自
治
体
か
ら
の
、
会
員
限
定
の
優
待
プ
ラ

ン
や
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
情
報
を
メ
l
ル
マ

ガ
ジ
ン
に
て
お
届
け
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
「
個
人
会
員
」
に
は
、
移
住
・
交

流
に
関
す
る
意
識
調
査
を
随
時
行
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
移
住
・
交
流
の
ニ

l
ズ
を
把
握

す
る
予
定
で
あ
る
。
J
O
I
N事
務
局
で

は
、
こ
の
個
人
会
員
へ
の
入
会
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
随
時
行
い
、

O
八
年
三
月
ま

で
に
会
員
数

一
万
人
を
集
め
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。

移
住
・
交
流
フ
ェ
ア
・

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画

J
O
I
N
事
務
局
は
、

移
住
・
交
流
希
望
者
へ
直

接
呼
び
掛
け
、
さ
ら
に
生

の
声
を
聞
く
機
会
を
得
る

た
め
に
、
各
種
団
体
の
主

催
す
る
移
住
・
交
流
フ
ェ

ア
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
画
し

て
い
る
。
十
月
、
十

一
月

に
J
O
I
N
が
参
画
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
す
る
0

.
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
2
0
0
7
に
出

展

(N
P
O
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
、
十
月
六
日
東
京
、
同
月

二
十
七
日
大
阪
)

・
団
塊
世
代
セ
ミ
ナ
ー
2
0
0
7
で
講
演

(
埼
玉
県
主
催
、
十

一
月
八
日
関
西
大

学
東
京
セ
ン
タ
ー
)

埼
玉
県
在
住
の
東
京
都
で
勤
務
し
て
い

る
、
お
お
む
ね
退
職
を
十
年
以
内
に
控
え

た
人
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、

当
日

は
八
十
七
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
J
O
I

N
の
紹
介
と
と
も
に
、

「新
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
提
案

1
移
住
・
交
流
の
す

す
め

1
」
と
題
し
て
、

J
O
I
N
大
使
清

水
園
明
氏
の
実
弟
で
あ
る
、
「
自
然
暮
ら

し
の
会
」
事
務
局
長
の
清
水
英
二
氏
が
講

演
を
行
い
、
参
加
者
に
は
熱
心
に
聴
講
し

て
い
た
だ
い
た
。

・
国
内
デ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム

2

0
0
7
に
出
展
及
び
講
演
(
側
ロ
ン
グ

ス
テ
ィ
財
団
・
日
本
経
済
新
聞
社
主

催
、
十

一
月
十

一
日
科
学
技
術
館
)

J
O
I
N
大
使
の
清
水
園
明
氏
を
講
師

.

.

.

.

.
 

に
「
も
う
ひ
と
つ
の
生

開
園
・
・
圃
き
方
へ
|
|
国
内
移
住
・

司
圃
・
圃
肝
交
流
生
活
を
楽
し
む
」

U

司圃・・・・・・・・
-
nJ

7

・
・
・
圃
臨

と
題
し
て
講
演
を
行
つ

川
園

園

時

た

。
清
水
氏
は

ユ
l
モ

園

醐
鵬
酷
醐

ア
を
交
え
な
が
ら
自
ら

.
盟
国
闘
献

の
体
験
を
話
し
、
会
場

・
圃
圃
闇
醐

に
集
ま
っ
た
約
四
百
人

U

園
園
田

の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

J
O
I
N
で
は
、
今
後
も
積
極
的
に
フ

ェ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
に
参
画
し
、

J
O
I
N

の
P
R
と
と
も
に
、
個
人
会
員
の
獲
得
に

全
力
を
挙
げ
る
予
定
で
あ
る
。
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移住・交流の推進• 地域再生実践塾

第

4
回

長
崎
市

大
き
な
実
績
を
上
げ
て
き
た
。

そ
の
先
駆
者
で
あ
り
現
在
も
第

一
線

で
活
躍
し
て
い
る
長
崎
県
上
海
事
務
所

の
井
川
博
行
氏
、
長
崎
県
観
光
連
盟
の

土
井
口
章
博
氏
も
講
師
。
「
自
ら
の
熱
意

で
誘
客
す
る
」
と
い
う
二
人
の
姿
勢
に
、

参
加
者
は
感
動
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
は
異
な
る
が
、

海
外
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で

は
同
じ
九
州
観
光
推
進
機
構
の
土
井
正

隆
氏
、

J
T
B
九
州
の
江
藤
英
雄
氏
、
国

土
交
通
省
九
州
運
輸
局
の
川
村
竜
児
氏

の
三
氏
に
よ
る
ト

l
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
海
外
誘
客
へ
の
取

海
外
か
ら
の
誘
客
に
は

何
が
必
要
か

地
域
再
生
の
担
い
手
の
育
成
を
目
的
と
す
る
「
地
域
再
生
実
践
塾
」
(
主
催
・
側
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
)
の
第
四
回
目
の
研
修
会
は
「
世
界
に
向
け
た
観
光
戦
略
」
を
テ

ー
マ
に
九
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
。
体
験
に
基
づ
く
貴
重

な
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
数
多
く
得
ら
れ
、
海
外
か
ら
の
誘
客
施
策
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な

実
践
的
な
研
修
会
に
な
っ
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
熱
意

今
回
は
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致

を
促
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
を
活
性
化

さ
せ
る
方
策
を
学
ぶ
と
い
う
趣
旨
で
開

催
。
研
修
全
体
を
コ

l
デ
イ
ネ

l
ト
す

る
主
任
講
師
は
、
海
外
か
ら
の
誘
客
に

関
し
て
、
理
論
と
実
践
両
面
に
精
通
し

て
い
る
城
西
国
際
大
学
の
溝
尾
良
隆
教

授
(
観
光
学
)
。

研
修
会
で
は
冒
頭
か
ら
、
溝
尾
氏
、
国

際
観
光
振
興
機
構

(
I
N
T
O
)
の
井
久

保
敏
信
氏
の
順
で
、
海
外
か
ら
の
誘
客

の
現
状
と
課
題
を
概
括
的
に
説
明
し
た
。

国
の
レ
ベ
ル
で
も
近
年
は
「
ビ
ジ
ツ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

実
施
や
、
観
光
庁
創
設
の
動
き
な
ど
、

海
外
、
特
に
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
誘
客
に

力
を
入
れ
て
い
る
が
、
長
崎
県
は
早
く

か
ら
上
海
に
現
地
事
務
所
を
置
き
、
東

ア
ジ
ア
か
ら
の
誘
客
の
先
進
県
と
し
て
、

(上)熱気ムンムンの トークセッション

(下)西海パールシーリソートでのフィールドワーク

り
組
み
で
は
「
広
域
」
と
い
う
重
要
な
視

点
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
受

け
入
れ
の
先
進
施
設
で
あ
る
「
西
海
パ

ー
ル
シ

l
リ
ゾ
ー
ト
」
と
「
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
」
を
視
察
。
西
海
パ

l
ル
シ

l

リ
ゾ
ー
ト
の
岡
村
弘
氏
は
「
外
国
人
客

が
何
を
望
む
か
を
知
る
の
が
大
事
。
見

る
だ
け
で
な
く
、
触
れ
て
体
験
す
る
よ

う
な
も
の
が
喜
ば
れ
る
」
、
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
の
釜
田

一
郎
氏
は
「
修
学
旅
行
の

誘
致
に
は
、
ハ

ー
ド
を
見
せ
る
だ
け
で

な
く
、
修
了
証
を
渡
す
な
ど
ソ
フ
ト
の

工
夫
も
効
果
的
」
と
、
経
験
に
基
づ
く

知
恵
を
語
っ
て
く
れ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
参
加
者

が
地
元
の
謀
題
解
決
へ
の
糸
口
を
探
ろ

う
と
、
意
見
や
疑
問
を
活
発
に
出
し
合

っ
た
。
そ
れ
ら
の
議
論
も
踏
ま
え
て
、

最
後
に
溝
尾
主
任
講
師
が
「
近
年
の
流

れ
と
し
て
、
経
済
効
果
の
観
点
だ
け
に

行
き
す
ぎ
て
い
る
。
異
文
化
交
流
の
重

要
性
も
、
も
う

一
度
認
識
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
語
り
、
短
期
的
な
旅
行
客
増

加
だ
け
で
な
く
長
期
的
な
視
野
を
持
つ

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
、

一日
間
の
研

修
を
締
め
く
く
っ
た
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
振
興
部

業
務
第
二
課

・

島
浦
佳
樹
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住
民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り

耐
水
資
源
機
構

川
崎
忠
成

• 

第
十
九
期
全
園
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
海
外
研
修
と
し
て
、
二

O
O七
年
(
平
成
十
九
年
)
九
月
五
日
か
ら
同
十
四
日
ま
で
の
十
日

間
、
山
下
茂
団
長
(
明
治
大
学
大
学
院
力
パ
ナ
ン
ス
研
究
科
教
授
)
の
引
率
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ
を
訪
問
し
た
。

こ
の
海
外
研
修
で
は
、
「
住
民
と
自
治

体
と
の
協
働
」
と
「
中
心
市
街
地
の
活
性

化
」
を
主
テ
l
マ
に
、
各
国
で
の
先
進
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
都
市
を
訪
問

し、

住
民
と
の
協
働
に
当
た
り
、
行
政
側

か
ら
住
民
に
対
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方

法
、
実
際
の
協
働
に
お
い
て
何
が
起
こ
り

何
に
苦
労
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
中
心
市

街
地
活
性
化
の
た
め
の
具
体
的
な
手
法
な

ど
に
つ
い
て
、
現
地
の
担
当
者
な
ど
か
ら

話
を
聞
き
な
が
ら
、
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

ま
た
、
各
都
市
へ
の
移
動
時
に
お
い
て

も、

車
中
か
ら
見
え
る
市
街
地
の
様
子
や

村
の
家
並
み
、
耕
地
や
放
牧
地
、
さ
ら
に

は
ブ
ド
ウ
畑
な
ど
の
あ
り
さ
ま
、

屋
外
広

告
、
景
観
の
構
成
要
素
で
あ
る
建
物
の
状

況
の
ほ
か
、
文
化
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
と

の
違
い
を
「
実
際
に
目
で
見
て
肌
で
感
じ

取
る
よ
う
」
心
掛
け
、
流
れ
ゆ
く
景
色
の

一

コ
マ

一
コ
マ
も
目
に
焼
き
付
け
て
き
た
。

る
質
疑
応
答
の
時
間
を
持
っ
た
。

ト
ロ
ワ
市
お
よ
び
オ

1
セ
1
ル
市
に
お

い
て
は
、
大
規
模
小
売
庖
舗
の
出
庖
状
況

と
城
壁
に
固
ま
れ
た
旧
市
街
地
で
あ
る
中

心
市
街
地
の
状
況
、
ノ
ワ
イ
エ
・
シ
ュ

l

ル
・
ス
ラ
ン
村
に
お
い
て
は

「美
し
い
村
づ

く
り
」
の
状
況
に
つ
い
て
、
城
壁
内
に
あ

る
旧
村
の
中
心
部
を
徒
歩
で
調
査
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

一
九
O
一
年

の
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
法
に
あ
る
よ
う
に
ア

歴
史
的
な
街
並
み
の
活
用
と

美
し
い
村
づ
く
り
|

1
フ
ラ
ン
ス

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
最
初
に
パ
リ
に
あ
る

州
自
治
体
国
際
化
協
会
を
訪
問
し
、
イ
ツ

シ
l
・
レ
・
ム
リ
ノ
市
に
お
け
る
「
非
営

利
団
体
と
自
治
体
と
の
協
働
」
お
よ
び
ノ

ワ
イ
エ
・
シ
ュ

l
ル
・
ス
ラ
ン
村
に
お
け

る
「
美
し
い
村
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
同

協
会
職
員
よ
り
説
明
を
受
け
、
同
国
に
お

け
る
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
活
動
な
ど
に
関
す

a-E' 
長
い

ノワイエ・ シュ ル・スランの家並み

トロワ視察状況

ソ
シ
ア
シ
オ
ン

(フ
ラ
ン
ス
語
で
「
結
社
」)

活
動
が
活
発
で
あ
り
、
社
会
福
祉
お
よ
び

保
健
医
療
な
ど
市
民
相
互
扶
助
を
行
、
つ
も

の
、
文
化
お
よ
び
環
境
活
動
や
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
市
民
生
活
に
深
く

密
着
し
、
ご
く
自
然
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
と
と
も
に
、
行
政
の
役
割
を
補
完
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
イ
ツ
シ

l
・
レ
・

ム
リ
ノ
市
に
お
い
て
は
、
児
童
館
や
公
民

館
、
文
化
施
設
が
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
に
よ

り

一
括
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
る
例
が
紹

介
さ
れ
た
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
に
残
る
三
階
建

て
程
度
の
木
造
建
造
物
群
と
、
中
世
を
ほ

う
ふ
つ
と
さ
せ
る
城
壁
(
か
な
り
の
部
分

は
残
存
し
て
い
な
い
)
に
固
ま
れ
た
旧
市

街
地
で
は
、
歴
史
的
街
並
み
の
保
全
と
こ

れ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
ト
ロ
ワ
市
に
お
け
る
中
心
市

街
地
の
商
庖
街
で
は
、
夜
間
で
も
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
用
い
ず
、
庖
先
も
工
夫
を
凝
ら
し

た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
行
い
、
ウ
イ
ン
ド

ー
・
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
大
規
模
小
売
庖
の
街
路
に

面
し
た
入
口
の
正
面
は
、
木
造
の
伝
統
的

建
造
物
を
活
用
し
、
内
部
は
近
代
的
な
二

階
建
て
の
庖
舗
と
す
る
な
ど
、
街
並
み
を

生
か
し
た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
図
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
地
域
住
民
や
観
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全園地域リーダー養成塾

光
客
の
姿
が
あ
ふ
れ
、
活
気
の
あ
る
も
の

と
な
っ
て
い
た
。
郊
外
に
便
利
な
大
規
模

庖
が
立
地
す
る
中
で
、
旧
来
の
中
心
市
街

地
が
い
か
に
し
て
活
力
を
保
っ
て
い
く

か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
ま

ち
づ
く
り
だ
っ
た
。

ノ
ワ
イ
エ
・
シ
ュ

l
ル
・
ス
ラ
ン
村
に

お
け
る

「
美
し
い
村
づ
く
り
」
で
は
、

「美
し
い
村
を
後
世
に
残
し
、
住
み
よ
い

村
に
し
た
い
」
「
若
い
人
に
帰
っ
て
き
て

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
住
民
の
強
い
願
い

が
根
底
に
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
村

人
に
よ
る
自
主
的
な
維
持
管
理
や
植
栽
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
家
屋
の
壁

の
汚
れ
を
落
と
す
に
当
た
っ
て
、
そ
の
費

用
の

一
部
が
補
助
さ
れ
る
な
ど
、
「
美
し

い
村
」
を
維
持
す
る
た
め
の
各
種
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
活
気

を
も
た
ら
す
よ
う
古
い
家
屋
を
活
用
し
た

レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
が
設
け
ら
れ
、
外

部
か
ら
の
観
光
客
を
誘
引
す
る
な
ど
、
村

全
体
と
し
て
調
和
が
取
れ
、
花
に
あ
ふ
れ

た
明
る
い
村
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。

住
民
と
の
協
働
に
よ
る

環
境
の
保
全
と
活
用
ー
ー
ド
イ
ツ

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
カ
ッ
セ
ル
市
、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
お
よ
び
フ
ィ
ル
ン
ハ

イ
ム
市
に
お
い
て
、
市
側
や
そ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
の
人
か
ら
「
行
政
と
住
民
と
の
協
働
」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
活
動
内
容

な
ど
に
つ
い
て

質
疑
応
答
の
時

間
を
持
ち
、
関

係
施
設
や
中
心

市
街
地
な
ど
の

現
場
視
察
を
行

日

目

っ
た
。

一

い
ず
れ
の
訪

山

一

問
地
に
お
い
て

P
1
一

も
、
行
政
と
住

し
住

民
と
の
協
働
が
圃

血

非
常
に
盛
ん
で

町
，

あ
り
、
例
え
ば

岡

山

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
に
お
い
て

は
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

を
通
じ
た
市
民
と
行
政
と
の
協

力
が
国
際
的
に
知
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
市
が
何
か
を
行

お
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
計
画
づ
く
り
の
段
階
か
ら

市
民
の
参
加
を
促
す
た
め
の
努

力
が
な
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
市

民
と
の
交
流
対
話
を
重
視
し
、

市
民
の
意
見
に
つ
い
て
は
傾
聴

し
、
丁
寧
な
対
応
が
取
ら
れ
て
い
た
。

特
に
フ
ィ
ル
ン
ハ
イ
ム
市
に
お
い
て
は
、

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
マ
テ
イ

ア
ス
・
パ

1
ス
市
長
か
ら
「
行
政
と
市
民

と
の
交
流
が
な
い
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ

り
、
協
力
関
係
が
な
い
と
成
り
立
た
な
い
」

と
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
担
当
幹
部
職

カッセル市視察

員
か
ら
の
「
行
政
と
市
民
と
の
協
働
に

つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
柱
が
あ
り
、
市

民
活
動
を
顕
彰
し
た
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
な
ど
し
て
、
市
民
と
の

信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
。
住
民
の

や
り
た
い
こ
と
を
引
き
出
す
の
が
重
要

で
あ
る
」
と
の
説
明
に
感
銘
を
受
け
た
。

こ
の
ほ
か
、
移
動
の
途
中
を
利
用
し

て
、
マ

l
ル
ブ
ル
ク
市
、
パ
ン
ミ
ユ
ン

デ
ン
市
、
ロ

1
テ
ン
ブ
ル
ク
市
、
さ
ら

に
二
O
O
一
年
に
「
わ
が
村
は
美
し
い
」

の
連
邦
金
賞
を
受
賞
し
た
ヴ
ア
ツ
ハ
シ

ユ
タ
イ
ン
村
を
訪
問
。
旧
市
街
地
に
お

匝
・
・
・
け
る
建
物
の
保
全

・
活

・
圃

EE

用
、
中
心
市
街
地
お
よ

.

.

 ，

一

び
街
並
み
、

美
し
い
農

・
・
司

市
村
風
景
と
各
家
々
に
お

は
胡

仏
け
る
美
し
い
村
の
維
持

圃

E

M
活
動
状
況
な
ど
を
視
察

園

田

一
日

し
た
。

盛岡
Y

一

ド
イ
ツ
に
お
い
て
も

圃
圃
園
E

フ
ラ
ン
ス
と
同
様
、
各

---E
家
々
の
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ

a-E
に
花
が
植
栽
が
さ
れ
、

き
め
細
か
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
と
と
も

に
、
街
並
み
に
つ
い
て
も
全
体
調
和
が
取

れ
た
美
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

市
民
の
社
会
参
加
と

行
政
と
の
交
流
・
連
携
の
進
展

本
研
修
を
通
し
、

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ド

イ
ツ
に
お
い
て
は
、
市
民
の
社
会
参
加
へ

の
意
識
が
非
常
に
強
く
、
幅
広
い
分
野
で

市
民
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
に

対
し
、
行
政
か
ら
市
民
に
対
し
て
情
報
開

示
の
ほ
か
、
住
民
の
意
見
を
聴
く
機
会
を

設
け
る
な
ど
、
行
政
と
住
民
と
の
交
流
や

連
携
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
市
民
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
、

う
ま
く
機
能
し
て
い
た
。
行
政
は
こ
れ
ら

の
市
民
活
動
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
支
援
し

続
け
て
い
る
。
現
場
を
訪
ね
て
説
明
を
聞

き
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
で
き
た
。

両
国
と
も
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
歴

史
的
経
緯
や
数
々
の
失
敗
の
ほ
か
、
行
政

に
よ
る
地
道
な
努
力
が
あ
っ
た
が
、
日
本

に
お
い
て
住
民
と
行
政
と
の
協
働
を
行
う

に
当
た
り
、
ま
ず
は
住
民
と
行
政
と
の
交

流
を
種
々
の
施
策
を
通
し
て
積
極
的
に
行

い
、
市
民
の
意
見
を
傾
聴
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

今
回
、
私
た
ち
が
実
際
に

「目
で
見
て

耳
に
し
、
感
じ
取
っ
た
」
こ
と
を
踏
ま
え
、

こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
た
企
画
立
案

や
行
動
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
活
性
化
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
、
よ
り

一
層
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

い
う
元
気
が
わ
い
た
研
修
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
職
場
の
上
司

・
同
僚
に
改
め
て
厚
く
感

謝
を
申
し
上
げ
て
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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島
に
残
る
歴
史
と
文
化
を

活
か
し
た
地
域
づ
く
り

全
国
各
地
で
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た

「
ま
ち
の
顔
づ
く
り
」
が
進
ん
で
い
る
。

佐
渡
島
|
|
離
島
と
し
て
は
囲
内
最
大
の

こ
の
島
は
、
古
く
か
ら
歴
史
を
刻
み
、
佐

渡
金
山
や
ト
キ
の
島
と
し
て
広
く
知
ら
れ

て
き
た
。
こ
の
島
の
も
う

一
つ
の
顔
が
今
、

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
ー
ー
そ

れ
が
能
で
あ
る
。

能
の
振
興
の

一
翼
を
担
っ
た

N
P
O
法

人
佐
渡
文
化
財
研
究
所
の
平
原
匡
事
務
局

長
に
話
を
伺
っ
た
。
平
原
さ
ん
は
新
潟
県

上
越
市
出
身
。
関
東
の
大
学
院
を
卒
業
後
、

州
国
際
技
能
振
興
財
団
の
佐
渡
支
局
長
と

し
て
佐
渡
に
着
任
。
そ
の
後
、

N
P
Oと

し
て
独
立
し
、
佐
渡
文
化
の
保
全
・
発
展

に
奔
走
し
て
い
る
若
き
活
動
家
だ
。

荒
廃

A
W台
と
の
出
会
い

佐
渡
の
能
は
、
中
世
に
島
流
し
と
な
っ

た
能
楽
の
大
成
者
・
世
阿
弥
や
、
近
世
の

初
代
佐
渡
奉
行
で
あ
り
能
役
者
で
も
あ
っ

た
大
久
保
長
安
ら
に
よ
り
発
展
を
遂
げ
、

か
つ
て
は
島
の
集
落
ご
と
に

一
つ
は
能
舞

台
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
だ
。

平
原
さ
ん
が
佐
渡
の
能
と
出
会
っ
た
の

は
五
年
前
。
「
歴
史
的
建
造
物
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
を
研
究
テ

l
マ
と
し
て

い
た
平
原
さ
ん
が
、
大
学
院
在
学
時
、
同

財
団
主
催
の
「
佐
渡
職
人
塾
」
に
参
加
し

た
の
が
き
っ
か
け
だ
。
佐
渡
の
棟
り
ょ
う

ら
と
と
も
に
加
茂
神
社
能
舞
台
の
図
面
取

り
や
修
繕
に
携
わ
る
中
で
、
荒
廃
し
使
用

さ
れ
て
い
な
い
能
舞
台
の
現
状
を
目
の
当

た
り
に
し
た
。
「
た
だ
保
存
す
る
の
で
は

団体プロフィール 女
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宮町

実
際
に
舞
台
と
し
て
使
用
し
、
多

く
の
人
が
集
ま
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
の

活
気
の
中
か
ら
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気

運
が
生
ま
れ
る
は
ず
」

|
l
こ
れ
が
能
舞

台
へ
の
思
い
が
芽
生
え
た
瞬
間
だ
っ
た
。

そ
の
後
、

一
旦
は
東
京
に
就
職
し
た
も

の
の
、
同
財
団
の
佐
渡
支
局
長
の
誘
い
を

受
け
て
移
住
を
決
意
し
た
。

な
く
、

0
0三
年

の
五
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
「
支
局
長
と
言

っ
て
も
支
局
員
は
私

一
人
で
あ
り
、

二
年

間
の
契
約
だ
っ
た
。
活
動
の
す
べ
て
が
手

探
り
だ
っ
た
」
と
、
当
時
を
振
り
返
る
o

i
@守
る
N
P
O
に

佐
渡
に
は
、

三
十
二
も
の
能
舞
台
が
存

在
し
、
い
ま
で
も
年
間
二
十
回
程
度
の
能

が
、
時
に
は
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
時
に

は
神
事
と
し
て
、
各
舞
台
で
奉
納
さ
れ
る
。

「
こ
れ
だ
け
の
密
度
で
こ
れ
だ
け
の
回
数

の
能
を
地
元
で
奉
納
し
て
い
る
エ
リ
ア
は

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
冊
子
に
で
き
る
ほ
ど

だ
し
、
島
が
誇
れ
る
大
切
な
資
源
だ
」
と
、

平
原
さ
ん
は
胸
を
張
る
。
佐
渡
文
化
財
研

究
所
が
佐
渡
の
能
舞
台
と
奉
納
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
紹
介
し
た
「
能
め
ぐ
り
手
帖
」
は
、

希
望
者
が
後
を
絶
た
な
い
人
気
冊
子
だ
。

そ
の

一
方
で
、
能
が

ク
地
域
の
資
源
。

と
い
う
認
識
が
地
元
に
ま
だ
浸
透
し
て
い

な
い
難
し
さ
も
あ
る
と
い
う
。
能
舞
台
と

い
う
地
域
資
源
を
守
る
活
動
が
、
ひ
い
て
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は
島
全
体
の
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
と
理

解
し
て
く
れ
る
住
民
は
ま
だ
少
な
い
。
佐

渡
全
体
の
底
上
げ
の
た
め
に
も
、
活
動
に

共
感
し
て
く
れ
る
人
材
の
確
保
は
課
題
だ

が
、
そ
の
輪
は
着
実
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

「
ど
の
事
業
で
も
同
じ
だ
ろ
う
が
、
活
動

に
理
解
を
示
し
、
動
い
て
く
れ
る
人
は
限

ら
れ
る
。
い
ま
は
そ
の
人
た
ち
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
で
き
、
活
動
の
支
え
と
な
っ

て
い
る
」
。
ー
タ
l
ン
・

U
タ
l
ン
者
か

ら
な
る

。
よ
そ
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
は
貴

重
な
財
産
だ
。

職
種
が
か
な
り
限
定
さ
れ
る
島
内
に
お

い
て
、

N
P
O
と
い
う
職
種
は
希
少
だ
。

多
く
の
部
分
で
行
政
依
存
体
質
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
志
向
の
強
い
佐
渡
で
は
、
ま
だ

N

P
O
が
職
業
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い

実
感
を
受
け
る
と
い
う
。
い
ま
だ
に
「

N

P
O
活
動
に
熱
心
の
よ
う
だ
が
、
本
職



.地域づくり団体探訪

は
?
」
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
設

立

一
年
目
こ
そ
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
生
計

を
つ
な
い
だ
も
の
の
、
今
で
は
資
金
も
安

定
し
て
き
た
。
N
P
Oと
い
う
形
で
あ
れ
、

島
内
に
事
務
所
を
構
え
、
地
域
に
根
差
し

た
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
で
、
地
元
か
ら

の
信
頼
は
徐
々
に
得
て
い
る
と
い
う
。
「新

し
い
若
い
人
の
受
け
皿
に
な
る
よ
う
な
信

頼
の
あ
る
団
体
に
し

た
い
」
。
同
研
究
所
の

会
員
数
は
増
加
傾
向

だ
。平

原
さ
ん
は
、
職

業
と
し
て
自
立
し
て

い
く
こ
と
の
必
要
性

を
強
調
す
る
。
「
地
域

資
源
を
保
存
・
活
用

す
る

N
P
O
が
生
業

と
し
て
成
り
立
っ

て

い
か
な
い
と
共
倒
れ

に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
で
は
活
動
し
た

い
人
材
も
育
た
な
い
」

ー
ー
こ
の

言
葉
は
、

自
分
へ
の
鼓
舞
で
あ

る
と
と
も
に
、
同
じ

よ
う
な
環
境
で
頑
張

っ
て
い
る
全
国
の
活

動
家
へ
の
エ

1
ル
に

聞
こ
え
た
。

能
を
⑤

若
者
と
の
交
流

佐
渡
文
化
財
研
究
所
は
、
能
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
、

島
と
島
外
と
の
コ

1
デ
イ

ネ
l
ト
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
特
に

若
者
と
の
交
流
は
活
発
だ
。
建
築
を
学
ぶ

学
生
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
「
佐
渡
木

匠
塾
」
や
、
島
内
外
の
技
能
者
・
技
術
者

の
交
流
や
技
術
の
伝
承
を
狙
っ
た
「
佐
渡

職
人
塾
」
の
開
催
な
ど
が
代
表
だ
。
相
川

地
区
で
能
舞
台
を
新
た
に
再
建
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
、
都
会
の
学
生
の
協
力
を

得
て
取
り
組
ん
だ
。

関
東
を
中
心
に
能
サ
ー
ク
ル
の
あ
る
大

学
は
多
い
。
こ
れ
ら
の
学
生
に
佐
渡
の
能

に
触
れ
て
も
ら
い
、
交
流
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
、
佐
渡
市
が
行
う
サ
ー
ク
ル
合
宿

の
誘
致
活
動
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

「
佐
渡
に
は
大
学
が
な
い
。
若
者
と
地

元
職
人
と
の
触
れ
合
い
は
、
お
互
い
に
と

っ
て
大
き
な
刺
激
に
な
る
し
、
活
力
に
な

る
」
。
職
人
塾
で
は
、
講
師
と
な
る
棟
り

ょ
う
や
若
き
職
人
の
張
り
切
っ
た
姿
が
見

ら
れ
る
と
い
う
。

学生が能舞台の修復に携わる

今
後
は
、
も
っ
と
受
け
入
れ
る
学
生
の

幅
を
広
げ
た
い
考
え
だ
。
「
佐
渡
で
建
築

学
な
り
能
文
化
な
り
の
卒
業
研
究
を
し
た

い
学
生
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
。
必
要
な
荷
泊
先
か
ら
地
元
関
係
者
ま

で
の
仲
介
を
で
き
る
の
で
」
と
、

意
欲
を

見
せ
る
。

若
者
の
誘
致
に
は
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る
。

能
舞
台
の
松
の
絵
を
見
た
い
と
い
う
学
生

を
地
元
に
紹
介
し
調
査
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

裸
足
の
ま
ま
で
舞
台
に
上
が
り
、
風
評
被

害
の
話
題
に
ま
で
な
っ
た
。
「
地
元
が
大

切
に
し
て
い
る
宝
だ
か
ら
、
今
後
は
マ
ナ

ー
な
ど
必
要
な
指
導
は
し
て
い
き
た
い
」

と、

自
ら
を
律
し
て
い
た
。

能
を

A
Vみ
で
商
品
化
に

今
、
薪
能
は
佐
渡
を
訪
れ
る
観
光
の
目

的
と
し
て
十
分
確
立
し
て
い
る
。
薪
能
に

は
三
百

1
四
百
人
の
集
客
が
あ
る
が
、
そ

の
半
分
は
島
外
か
ら
の
観
光
客
だ
。
し
か

し
、
四
国
の
金
比
羅
歌
舞
伎
の
よ
う
に
、

千
人
規
模
の
動
員
力
を
持
つ
伝
統
芸
能
が

あ
る
の
も
事
実
だ
。

今
年
度
、
佐
渡
市
と
と
も
に
国
土
交
通

省
の
観
光
ル
ネ
サ
ン
ス
事
業
と
し
て
佐
渡

の
薪
能
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
し、

P
R

す
る
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
地
域
産
業
資

源
活
用
事
業
の
採
択
を
受
け
、
島
の
能
舞

台
と
能
文
化
を
地
域
ぐ
る
み
で
商
品
化
し

て
い
く
た
め
の
手
法
の
検
証
と
実
践
を
行

う
予
定
だ
。
も
っ
と
佐
渡
に
来
て
欲
し
い
、

も
っ
と
佐
渡
の
能
文
化
に
触
れ
て
欲
し
い

|
|
「
そ
の
た
め
に
薪
能
を
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
」
「
周
辺
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
」
「
能
の
愛
好
家
に
い
か
に
情

報
を
伝
え
る
の
か
」
課
題
は
山
積
み
だ
。

「
嫌
い
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
頑
張
っ
て
い
ら
れ
る
」

ー
ー
そ
う
笑
う
平
原
さ
ん
の
目
は
、
ま
だ

ま
だ
先
を
見
詰
め
て
い
る
よ
う
だ
。

泌域$‘。2007・12月号

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

新

村

敏
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直
売
所
を
核
に
し
た

農
村
型
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

こ
こ
は
沖
縄
県
南
城
市
大
里
に
あ
る

「
軽
便
駅
か
り
ゆ
し
市
」
。
最
近
、
沖
縄
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
紹
介
さ
れ
、
注

目
を
浴
び
て
い
る
農
産
物
直
売
所
だ
。

駅
と
言

っ
て
も
、
道
の
駅
で
は
な
い
。

か
つ
て
沖
縄
に
は
通
常
よ
り
も
規
格
が
小

さ
い
軽
便
鉄
道
が
走
り
、
戦
争
で
破
壊
さ

れ
る
ま
で
多
く
の
人
々
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
な

ど
の
農
産
物
を
運
搬
し
、

産
業
振
興
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
か
り
ゆ
し

市
の
名
称
は
、
地
元
で

「ケ
l
ピ
ン
」
と

呼
ば
れ
親
し
ま
れ
た
鉄
道
が
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
辺
り
を
走
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す

る
。
地
域
交
築
現
ゼ
し
て
の

グ

単

産
物
直
売
所

今
や
農
産
物
直
売
所
は
全
国
に

一
万
庖

以
上
、
年
間
販
売
金
額
は

一
千
億
円
以
上

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
盛
況
を
極
め
て
い
る
。

単
に
地
域
の
新
鮮
な
農
産
物
を
売
る
流
通

の
場
と
し
て
で
は
な
く
、
都
市
と
農
村
の

交
流
、
地
産
地
消
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ピ
ジ

ネ
ス
の
核
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

か
ら
の
期
待
も
大
き
い
。

一
般
的
に
生
産
者
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、

①
形
が
悪
く
、
通
常
の
市
場
に
出

荷
で
き
な
い
規
格
外
の
農
産
物
を
低
価
格

で
販
売
②
出
荷
量
や
値
段
を
自
分
で
決
め

る
③
消
費
者
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
で
、

品
質
に
対
す
る
意
識
が
向
上
④
生
産
者
同

士
が
交
流
す
る
こ
と
で
新
し
い
生
産
方
法

に
つ
な
が
る
ー
ー
な
ど
が
あ
る
。

一
方
、
消
費
者
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は、

①
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
こ
と
で
安

心
感
が
得
ら
れ
る
②
新
鮮
な
農
産
物
が
よ

り
安
く
手
に
入
る
③
調
理
方
法
や
お
い
し

い
食
べ
方
を
聞
け
る
④
農
業
に
つ
い
て
の
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ヲー

知
識
や
理
解
が
深
ま
る
ー
ー
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
簡
易
な

手
作
り
の
ス
タ
イ
ル
の
庖
構
え
が
、

直
売

の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。
脂
内
は
意
外
と

広
く
、
ゴ

l
ャ
ー
や
島
ラ
ッ
キ
ョ
、
サ
ヤ

イ
ン
ゲ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
オ
ク
ラ
、
切
り

花
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
や
加
工
品

が
棚
の
上
に
積
み
重
な
っ
て
陳
列
さ
れ
て

い
た
。

出
荷
す
る
農
家
が
朝
七
時
か
ら
夕
方
ま

で
、
途
切
れ
な
く
庖
を
出
す
が
、

客
の
中

に
は
お
目
当
て
の
農
家
が
持
ち
込
む
の
を

待
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。
ま
た
、

野
菜
が
売
れ
て
少
な
く
な
る
と
、
畑
へ
取

っ
て
返
し
補
充
す
る
農
家
も
多
い
。

直
売
所
で
は

「
お
じ
さ
ん
、
こ
れ
は
ど

う
や

っ
て
食
べ
る
の
」
と
い
っ
た
質
問
や
、

価
格
や
作
柄
に
つ
い
て
の
や
り
取
り
が
あ

る
。
農
家
も
自
分
の
作
っ
た
も
の
だ
け
に
、

食
べ
方
や
作
物
に
対
す
る
知
識
を
披
露

し
、
客
と
至
近
距
離
で
の
交
流
を
楽
し
む
。

平
日
の
来
庖
客
数
は
約
千
人、

土
曜
や
日

曜
、
祝
祭
日
と
も
な
る
と
千
五
百
人
を
超
え

る
。
沖
縄
全
土
か
ら
や

っ
て
来
る
が
、

最
近

は
観
光
タ
ク
シ
ー
や
レ
ン
タ
カ
ー
も
多
く

訪
れ、

県
外
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
る
と
い
う
。

価
格
は
農
家
の
裁
量
に
任
し
て
お
り
、

二
O
O六
年
(
平
成
十
八
年
)
か
ら
バ
ー

コ
ー
ド
を
使
っ
た
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
を

42 

導
入
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
商
品
に
、
氏

名
、
商
品
分
類
、
価
格
、

生
産
地
が
表
示

さ
れ
た
ラ
ベ
ル
を
張
り、

売
り
上
げ
を
管

理
。
レ
ジ
混
雑
の
解
消
や
、
経
理
業
務
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

農
家
に
は
、

毎
週
木
曜
日
に
手
数
料

一

二
%
を
差
し
引
い
た
販
売
金
額
が
現
金
で

支
払
わ
れ
る
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
毎
週

の
現
金
支
払
い
は
作
業
量
が
多
く
、
口
座

振
り
込
み
の
方
が
安
全
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
方
針
は
変
わ
ら
な
い
。

「
て
い
ま
ぐ
あ

1

(給
料
日
)
だ
よ

l
」

|
|
毎
週
木
曜
日
に
最
年
長
の
九
十
三
歳

に
な
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
乳
母
車
を
抑

し
て
ニ
コ
ニ
コ

笑
顔
で
や
っ
て
来
る
。

「支
払
い
は
日
曜
市
の
時
か
ら
変
え
て
い

な
い
。
あ
の
笑
顔
が
た
ま
ら
な
い
ん
だ
よ
」

と
話
し
て
く
れ
る
の
が
、
代
表
の
宮
城
信

夫
さ
ん
だ
。

5

音こ僧
芯
ノr

a司
E

，，a
唱・・
-ea----zaF
「

-
a
'
岡

aa'''d

登
録
農
家
と
N
P
O法
人
の
取
得

「自
分
た
ち
の
作

っ
た
農
産
物
を
自
由

に
販
売
で
き
た
ら
:・
」
。
農
協
の
野
菜
部

会
メ
ン
バ
ー
が
、

祭
り
の
打
ち
上
げ
や
集

会
の
た
び
に
口
に
し
て
い
た
。
そ
こ
で
当

時、

部
会
長
を
務
め
て
い
た
宮
城
さ
ん
は
、

大
里
地
区
中
心
に
三
十
農
家
を
集
め
て
農

協
の
敷
地
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
週

一
回
の

日
曜
市
を

一
九
九
五
年
(
同
七
年
)
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

地崩匂 2007-12月号
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瞬
く
聞
に
人
気
と
な
り
、
客
だ
け
で
な

く
参
加
す
る
農
家
も
増
え
た
が
、
農
産
物

は
毎
日
畑
で
収
穫
さ
れ
る
た
め
、

-
l
輯
h

週

一
回
の
開
催
で
は
と
て
も
消
費

F
E
i

し
き
れ
な
い
状
況
が
続
く
。
そ
こ
・
『
4

，

E
 

で
二
O
O
一
年
(
同
十
三
年
)
、
周
・
n
j
'

り
の
声
に
後
押
し
さ
れ
て
常
設
オ

T
H
M

l
プ
ン
に
至
る
。
町
村
合
併
し
た

罰
阿
臥

こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
登
録
は
ス
タ
ー
ト

時
の
十
五
倍
に
当
た
る
四
百
五
十
農
家
に

ま
で
増
加
。
ま
た
エ
リ
ア
が
広
が
っ
た
こ

と
で
、
季
節
に
応
じ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
な
商
品
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
、
庖

と
し
て
の
付
加
価
値
も
上
が
っ
た
。

O
一二
年
(
同
十
五
年
)
に
「
農
村
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
直
売
所
の
利
益

の
一
部
を
地
域
づ
く
り
に
活
用
し
よ
う
」

と
N
P
O
法
人
を
取
得
、
小
学
生
や
園
児

を
対
象
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
紅
芋
の
植
え
付

け
と
収
穫
の
体
験
農
園
を
聞
い
て
い
る
。

収
穫
祭
で
は
、
カ
レ
ー
や
コ
ロ

ッ
ケ
の
ほ

か
、
昔
な
が
ら
の
郷
土
料
理
を
み
ん
な
に

振
る
舞
う
。
「
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
の

親
し
み
ゃ
農
家
と
の
触
れ
合
い
体
験
を
通

じ
て
、
生
き
て
い
る
実
感
、
豊
か
な
感
性

が
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
宮
城
さ

ん
は
目
を
細
め
る
。コ

社
会
。
推
進
の

原
動
力
と
し
て

消
費
者
ニ

l
ズ
の
多
様
化
、

特
に
安
全

な
食
へ
の
こ
だ
わ
り
と
と
も
に
、
農
薬
や

化
学
肥
料
使
用
を
控
え
る
な
ど
、

自
然
環

配
副
司
司
E
d
-
-

境
の
保
全
に
配
慮

.『

圃・・ん

司

式

l
j
…
附
し
た
農
産
物
の
生

'
V

碍

産

が
増
え
て
い

可

制

る
。
し
か
し
有
機

「

を

v

i:'
懐

栽

培
、
無
農
薬
栽

!

l

f

 

.. ，rh・
・
培
、
減
農
薬
栽
培

ー
ー
こ
れ
ら
の
表
示
は
素
人
に
は
分
か
り

づ
ら
く
、

信
頼
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

沖
縄
県
で
は
、
県
産
農
産
物
へ
の
信
頼

を
高
め
る
と
と
も
に
、
環
境
に
優
し
い
環

境
保
全
型
農
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
化
学
合
成
農
薬
や
化
学
肥
料
を
削

減
す
る
な
ど
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て

生
産
さ
れ
た
農
作
物
を
特
別
栽
培
農
産
物

と
し
て
認
証
し
て
い
る
。

か
り
ゆ
し
市
で
は
現
在
、
こ
の
表
示
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
南
部
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
勉
強

会
を
開
催
。
農
業
に
関
し
て
は
、
ど
の
農

家
も
プ
ロ
な
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
法
が

あ
る
が
、
直
売
所
に
持
ち
込
む
時
に
「
こ

れ
は
無
農
薬
だ
よ
」
と
か
「
う
ち
は
昔
か

ら
有
機
栽
培
だ
か
ら
」
な
ど
と
、
勝
手
に

言
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
る
。
「こ

こ
で
販
売
し
て
い
る
以
上
、
た
と
え

一
農

家
で
も
農
薬
な
ど
で
何
か
問
題
が
あ
れ

ば
、
今
ま
で
築
い
て
き
た
信
頼
が
崩
れ
る
。

私
た
ち
は
共
同
体
で
あ
り
、
す
べ
て
は
消

費
者
を
守
る
た
め
あ
い
ま
い
な
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
宮
城
さ
ん
は
語
調
を
強
め
る
。

ク
フ
l
ド
マ
イ
レ
l
ジ
ψ
|

|

食
料
の
生

産
地
か
ら
食
卓
ま
で
の
距
離
に
着
目
し、

な
る
べ
く
近
く
で
取
れ
た
食
料
を
食
べ
た

方
が
、
輸
送
に
伴
う
環
境
汚
染
が
少
な
く

な
る
と
い
う
考
え

方
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
の

試
算
に
よ
る
と
、

日
本
の
フ

l
ド
マ

イ
レ

l
ジ
は
、
世

界
中
で
群
を
抜
い

て
大
き
く
、
食
料

自
給
率
の
低
さ
と

と
も
に
、
日
本
の

食
問
題
の
ぜ
い
弱

性
を
強
く
示
唆
す

る
。
改
善
の
た
め

に
は
、
囲
内
の
食

糧
自
給
率
を
高
め
、
食
料
の
生
産
地
と
消

費
地
を
近
く
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ま
さ

に
直
売
所
は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
推
進

す
る
原
動
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

日
曜
市
か
ら
常
設
の
直
売
所
へ
向
け
て

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
た

一
九
九
九

年
(
同
十

一
年
)
、
宮
城
さ
ん
は
心
筋
こ

う
そ
く
で
倒
れ
る
。
そ
の
時
、
仲
間
の
農

家
に
支
え
ら
れ
て
、

二
O
O
一
年
(
同
十

三
年
)
に
念
願
だ
っ
た
常
設
の
体
制
を
自

分
た
ち
の
手
で
ゼ
ロ
か
ら
つ
く
り
上
げ

た
。
「
一
度
死
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
。ク
農

家
へ
の
恩
返
し
。
こ
の
目
標
が
あ
る
か
ら

自
分
も
元
気
に
な
れ
た
。
今
は
休
み
無
し

圃
J
凶

で
働
い
て
い
る
が
、
こ
れ
が

-
-
咽

一

私
に
と
っ
て
の
生
き
が
い
」

副

」

と
静
か
に
語
る
。

-a
司可

確
実
に
若
い
農
家
が
増
え

咽
t
画

ぷ

て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
子

d
哩

地

ど
も
が
親
の
背
中
を
見
な
が

F

凶

-
E
菜
E-圃柑
ら
出
荷
を
手
伝
う
。
収
益
が

-E
棚
上
が
る
こ
と
で
農
家
は
安
心

・・・・・
圃・・・・+ゆ

-
圃
・
山
し
て
生
産
に
取
り
組
む
こ
と

圃
・
・
闘
が
で
き
、
ひ
い
て
は
農
業
の

司

『

魅
力
を
高
め
、
後
継
者
の
育

問
J
司

成
に
も
つ
な
が
る
。

E
E

高
齢
化
、
若
者
の
減
少
と

圃
・
・

い
っ
た
諸
問
題
を
抱
え
る
農

山
村
の
活
性
化
に
お
い
て
、
地
域
の
あ
ら

ゆ
る
資
源
を
活
用
し
た
都
市
と
の
交
流
は

極
め
て
重
要
だ
。
農
産
物
の
活
用
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
生
き
が
い
を
創
出
す
る
軽
便
駅

か
り
ゆ
し
市
は
、
「
こ
こ
を
人
と
物
の
交

流
の
拠
点
と
し
て
親
し
ん
で
欲
し
い
」
と

い
う
思
い
を
乗
せ
て
今
も
走
り
続
け
る
。

泊法語B‘。2007・12月号
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ー

T
を
利
用
し
た
メ
タ
ボ
対
策
の
運
動
教
室

ー
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
住
民
の
健
康
を
管
理
・
指
導
|

• 
メ
タ
ボ
リ
ツ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
(
内
臓

脂
肪
症
候
群
)
へ
の
国
民
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
生
活
習
慣
の
改

善
指
導
が
市
町
村
や
企
業
に
義
務
付
け
ら

れ
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的
に
し
た

新
し
い
健
康
診
断
「
特
定
健
康
診
査
・
保

健
指
導
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
う
し
た

中
で
、
国
民
健
康
保
険
を
運
営
す
る
市
町

村
の
中
に
は
、
福
島
県
伊
達
市
の
よ
う
に

い
ち
早
く
対
策
に
乗
り
出
し
た
と
こ
ろ
が

あ
る
。
岡
市
は
、
伊
達
、
梁
川
、
保
原
、
霊
山
、

月
舘
の
旧
五
町
が
二
O
O
六
年
(
平
成
十

八
年
)
一
月
に
合
併
し
て
発
足
し
た
、
福

島
市
の
北
東
に
隣
接
す
る
人
口
七
万
人
の

都
市
。
仁
志
田
昇
司
市
長
が
ロ
ー
カ
ル
マ

ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
示
し
た
「
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
、
歳
が
取
れ
る
ま
ち
」
の

一

環
と
し
て
、

O
七
年
七
月
か
ら
健
康
づ
く

り
事
業
(
健
康
運
動
教
室
)
に
取
り
組
み

始
め
た
。

旧
五
町
の
公
共
施
設
で
ス
タ
ー
ト
し
た

運
動
教
室
は
、
筑
波
大
学
の
最
新
の
科
学

的
根
拠
に
基
づ
き
、
メ
タ
ボ
予
防
の
た
め

に

一
人

一
人
の
体
力
に
合
わ
せ
た
生
活
改

善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
た
め
に
開
発

さ
れ
た

F
1
4
2
-
E
2∞」
シ
ス
テ
ム
を
採

福島県伊達市• 

用
し
た
の
が
特
徴
。
そ
の
仕
組
み
は
、
参

加
者
が
ま
ず
体
力
テ
ス
ト
を
行
い
、
そ
の

結
果
か
ら
個
別
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
示
に
従
っ

て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
有
酸
素
運
動

(
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、
ウ
オ

l
キ
ン
グ
)
と

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
教
室
で
週
二
回、

自
宅
で
三
回
行
う
。

日
々
の
運
動
記
録
な
ど
の
デ
l
タ
は
通

信
機
能
が
付
い
た
歩
数
計
や
パ
ソ

コ
ン
に

記
録
さ
れ
、

一
カ
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
実

績
を
得
点
化
し
た
実
績
レ
ポ
ー
ト
が
参
加

者
に
提
供
さ
れ
る
。
ま

た
、
個
々
の
体
組
成
か

ら
食
生
活
の
改
善
メ
ニ

ュ
ー
な
ど
も
提
示
す
る

仕
組
み
で
、
そ
の
効
果

と
し
て
は
「
体
力
年
齢

の
若
返
り
」

「
内
臓
脂

肪
の
減
少
」
が
確
認
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

岡
市
に
あ
る
五
カ
所

の
運
動
教
室
は
、
最
新

の
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
や
ウ

オ
l
キ
ン
グ
マ
シ
ン
な

ど
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
中
に
は
旧
コ
ン
ビ

ニ
庖
舗
を
改
造
し
た
教
室
を
使
用
し
て
い

る
地
域
も
あ
る
。
参
加
者
は
五
十
歳
以
上

の
住
民
で
、
七
月
に
始
ま
っ
た
第

一
期
募

集
(
期
間
六
カ
月
)
に
は
百
六
十
人
が
参

加
し
た
。
参
加
費
は
九
千
円
(
半
年
分
)

と
歩
数
計
の
購
入
費
五
千
五
百
円
。

岡
シ
ス
テ
ム
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

は
、
筑
波
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で

あ
る
「
つ
く
ば
ウ
エ
ル
ネ
ス
リ
サ
ー
チ
」

(
久
野
譜
也
代
表
)
と

N
P
O
全
日
本
ア

マ
チ
ュ
ア
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
連
盟
(
戸
田
大

久
理
事
長
)
が
、
「
ウ
エ
ル
ネ
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
」
認
定
制
度
を

発
足
さ
せ
、
共
同
で
育
成
に

乗
り
出
し
て
い
る
。
三
年
以

上
の
指
導
経
験
が
あ
る
人
を

対
象
に
、

三
日
間
の
講
習
の

後
、
資
格
試
験
を
行
う
制
度

で
、
同
連
盟
は
十

一
月
ま
で

に
全
国
二
百
人
に
資
格
を
与

え
た
。
岡
市
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
指
導
に
よ
る
健
康
指

導
を
本
格
化
さ
せ
る
が
、

今

後
、
各
地
の
市
町
村
や
企
業

に
メ
タ
ボ
対
策
を
主
眼
に
し

た
健
康
指
導
が
普
及
す
る
と
、

l日コンビニ跡地が「ほばら生き生きハウスjに

「
全
国
で
三
万
人
程
度
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
必
要
に
な
る
」
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
メ
タ
ボ
対
策
の
本
格
化
を
踏
ま
え
、

同
連
盟
は
今
後
三
年
間
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
資
格
者
を
二
千
人
程
度
に
増
や
し
て

い
く
方
針
だ
。

伊
達
市
の
運
動
教
室
は
現
在
、
十

1
四

十
人
規
模
で
週
十
教
室
聞
か
れ
、
参
加
者

は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
保
健
師
ら
の
指

導
で
声
を
出
し
な
が
ら

一
時
間
半
、
汗
を

流
し
て
い
る
。
岡
市
は
来
年
二
月
に
ス
タ

ー
ト
す
る
第
二
期
生
の
年
齢
を
四
十
歳
に

引
き
下
げ
、
実
施
す
る
。
市
民
生
活
部
健

康
推
進
課
の
長
沢
弘
美
保
健
師
は
「
参
加

者
の
目
標
は
千
人
。
働
き
盛
り
の
人
も
参

加
し
て
ほ
し
い
」
と
抱
負
を
語
る
。
そ
し

て
、
住
民
の
幅
広
い
参
加
に
よ
り

「健
康

づ
く
り
が
進
み
、
医
療
費
や
介
護
費
の
削

減
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
期
待
し
て
い
る
。

健康運動教室 (霊山保健センター)
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市民と行政との協働による

n e。

を目指して「元気都市・水戸」
加藤浩一• 

「
水
戸
黄
門
」
を
は
じ
め
、
日
本
三
公
園
の

一
つ
「
儲
楽
園
」
な

ど
の
歴
史
的
資
源
で
全
国
に
知
ら
れ
る
水
戸
の
ま
ち
は
、

「水
戸
芸

術
館
」
な
ど
の
都
市
的
な
魅
力
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。
徳
川
御
三
家

水
戸
徳
川
家
の
城
下
町
と
し
て
繁
栄
し
た
水
戸
市
は
、
明
治
二
十
二

年
に
全
国
三
十
市
と
と
も
に
、
初
め
て
市
政
を
施
行
し
た
都
市
で
あ

り、

「魁
」
の
ま
ち
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
県
土
全
体
の
可
住
地
面
積
が
広
く
、
人
口
集
積

が
思
う
よ
う
に
図
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
つ
く
ば
沿
線
開
発
や

ひ
た
ち
な
か
開
発
な
ど
の
周
辺
に
お
け
る
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
展
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
相
対
的
に
求
心
力
の
低
下
を
招

い
て
い
た
。

さ
ら
に
は
、
少
子
化
の
進
行
、

景
気
の
低
迷
な
ど
、
非
常
に
厳
し

い
社
会
経
済
環
境
が
続
く
中
で
あ
る
が
、
県
都
と
し
て
、
そ
し
て
、

都
市
圏
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、

「人」

も
「
ま
ち
」
も
元
気
で
活
力
に
あ
ふ
れ
、
多
く
の
人
が
交
流
す
る
ま

ち
と
し
て
の
再
生
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
、
に
ぎ
わ
い
、
交
流

の
創
出
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
向
け
て
は
、
県
下
最
大
規
模
の
百
貨
庖
を
核
と
す
る
再
開
発

ビ
ル
を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
・
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

進
め
て
き
た
。
ダ
イ
エ
ー
撤
退
後
の
事
業
者
誘
致
な
ど
に
も
取
り
組

ー

モ

み
、
「
M
I
M
O
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
拠

点
と
し
て
動
き
だ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
拠
点
を
「
点
」
か
ら

「線」
、

さ
ら
に
は
「
面
」
へ
と
展
開
し
、
人
が
集
い
、
交
流
し
、
活
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
交
流
の
創
出
は
、
行
政
だ
け
で
は
成
し
得
な
い
も
の
で

あ
り
、
民
間
事
業
者
も
含
め
、
市
民
全
体
、
ま
ち
全
体
が
こ
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
共
通
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
、
今
何
が
で
き
る
の
か
、
ど
う
や
っ
て
協
力
し
合
っ
て
い
く
の

水戸市長

か
を
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
き
守
え
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
初
期
に
は
、
社
会
資
本
の
整
備
が
重

要
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
、
こ
れ

か
ら
の
行
政
運
営
は
、
ソ
フ
ト
を
重
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

-v 
そ
う
い
っ
た
中
で
、
市
民
と
行
政
が
お
互
い
に
役
割
を
再
認
識
し
、

市
民
が
自
ら
活
動
す
る
力
を
伸
ば
し
、
市
民
が
担
う
べ
き
役
割
を
委

ね
、
い
わ
ゆ
る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

特
に
、
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
は
、
地
域
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が
あ
り
、
独
自
の
諜
題
も
抱
え
て
い
る
こ
と
は

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
域
の
こ
と

を

一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
地
域
住
民
が
、
自
主
的
に
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と

い
う
組
織
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
団
体
が
組
織
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を

一
層
重
要
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
私
は
、
地

域
住
民
が
自
ら
の
地
域
の
た
め
に
活
動
す
る
地
域
分
権
の
拠
点
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
全
小
学
校
区
の
公
民
館
に
市
民

セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援
や
環
境
美
化

活
動
、
防
災

・
防
犯
活
動
、
さ
ら
に
は
、
多
世
代
交
流
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
中
で
、
と
も

に
市
民
が
支
え
合
う
心
を
育
み
な
が
ら
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
「
元
気
都
市
・
水
戸」

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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千
葉
県

固館山市

花

海
• 
食

• 
-
園

葉
県
一房
総
半
島
の
南
端
、
東
京
湾

司

d
，
.
の
入
り
口
に
位
置
す
る
館
山
市
に

-

E

は
、
今
年
七
月
の
館
山
自
動
車
道

の
全
線
開
通
に
よ
り
、
首
都
圏
か
ら
東
京
湾

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
経
由
す
れ
ば
、
わ
ず
か
百

分
ほ
ど
で
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

古
く
か
ら
地
域
の
中
心
で
あ
り
、
江
戸
時

代
の
戯
作
者
曲
亭
馬
琴
の
描
い
た

『南
総
里

見
八
犬
伝
』
の
舞
台
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、

戦
国
武
将
里
見
氏
の
城
跡
で
あ
る
城
山
公
園

の
八
犬
伝
博
物
館
は
、
全
国
唯
一

の
八
犬
伝

専
門
の
博
物
館
と
し
て
、
八
犬
伝
に
ま
つ
わ

る
数
多
く
の
資
料
を
収
集
、
展
示
す
る
。

波
静
か
な
こ
と
で
知
ら
れ
る
館
山
湾

(鏡

ケ
浦
)
内
に
は
、
ミ
ジ
ン
コ
の
仲
間
で
青
白

い
光
を
放
つ
「
ウ
ミ
ホ
タ
ル
」
が
生
息
す
る
。

こ
の
小
さ
な
生
物
が
、
東
京
湾
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
の
「
海
ほ
た
る
パ

ー

キ
ン
グ
」
の
由
来
と
な
っ
た
。
市

内
で
は
ウ
ミ
ホ
タ
ル
観
察
会
を
は

じ
め
、

市
民
・
来
訪
者
向
け
に

一

年
を
通
じ
て
海
辺
の
自
然
な
ど
を

体
験
で
き
る
数
多
く
の
感
動
体
験

• 
文
化
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。二
月
か
ら
三
月
に
は
東
京
や

伊
豆
大
島
な
ど
と
結
ぶ
超
高
速

ジ
ェ
ッ
ト
船
が
季
節
運
航
さ
れ

る
。
ま
た
館
山
港
に
は
、
に
っ

ぽ
ん
丸
な
ど
の
大
型
客
船
が
相

次
い
で
寄
港
し
、
陸
上
か
ら
だ

け
で
な
く
、
海
上
か
ら
船
で
館

山
を
訪
れ
る
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

空
気
が
澄
ん
だ
晴
れ
た
日
に

は
、
市
内
の
各
所
か
ら
き
れ
い

な
夕
日
と
富
士
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
北
条
海
岸
か
ら
の
夕
日
は
「
日
本
の
夕

陽
百
選
」
に
選
ば
れ
て
お
り
、
鏡
ヶ
浦
越
し

・
・
・
・
・

に
見
る
赤
く
染
ま

っ
た
富
士
山

・
・
・
悶
圃

は

一
見
の
価
値
が
あ
る
。
館
山

・
・
・
開
幽

市
は
、
温
暖
な
気
候
か
ら

一
月

・
・
・
・
届

に
は
ポ
ピ
ー
や
ス
ト

ッ
ク
、
菜

田
園
・
園
圃

の
花
が
咲
き
乱
れ
、
花
摘
み
や

・
・
・
・
圃

イ
チ
コ
狩
り
な
ど
早
春
の
香

・
・
・
・
・

り
、
味
覚
が
楽
し
め
る
o

uu引
引

vtHis--
毎
年
一
月
の

F
辺
諸
b
n引
退
明・

ヨ

放

最

終
日
曜
日
に

山
首
置
曙

'
E湾
.G

PP

は
、
コ
房
総
「
ノ
ラ

日
同
国
闘
陥
圃
・
開

札一一
羽

ワ
l
ラ
イ
ン

(白

川

下

両

幽

置

作
本
の
道
百
選
こ

i

・
勘
配
置
帽
測
抽
嗣
嗣
園

間

を

コ
ー

ス
に
、

守
幽

園

開

議

場

凶
菜
の
花
の
香
り

ト

申
・

冨

男
脳

臨

仰
と
海
辺
の
景
色

同

J
L
H間
Mm
噂
を
楽
し
み
な
が

編

組

開

閉

雌
臨

副

作

ら

走
る
こ
と
が

LE園
田

盟
関
岡

E
で
き
る
「
若
潮

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

館
山
市
は
住
ん
で
良
し
、
訪
れ
て
良
し
、

花
・
海
・
食
・
文
化
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で

あ
る
。
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. センターホームページには、[地域活性化]検索で . 

『日経地域情報化大賞2007Jを共同主催

当センタ は、 ITを活用した地域活性化の

先進事例を表彰するため、日本経済新聞社およ

び(財)インタ ネット協会とともに、 「日経地

域情報化大賞」を2003年に創設し、以来毎年

共同主催しています。

今年も、国領二郎慶応大学教授を審査委員長

に、当センターからも審査委員が参加して、審

査委員会が聞かれました。その結果、全国

100余りの応募の中かう、松江市の iRUBY

CITY MATSUEJを大賞に、須坂市をはじめ

とした5団体が共同して取り組む「寄ってたか

つて信州須坂発信ブロジ、工クト」を地域活性化

須坂市長に地域活性化センタ 賞を授与する

審査委員の小暮事務局長

12月の承認スポーツ大会

開催のお知らせ

開催日

12/14 
~1 5 

12/22 
~24 

12/24 
~25 

大会名。会 場

全国中学校駅伝大会
山口県セミナーパーク クロス
カントリーコ ス(山口市)

日光杯全日本女子中学・高校生ア
イスホッケ一大会
日光霧降アイスアリ ナ・細尾
ドムリンク
(栃木県日光市)

全国高等学校対抗ボウリング選
手権大会 川崎グランドボウル

(神奈川県川崎市)

* お近くの方はぜひ会場ヘ|

小中高校生の熱戦をと観戦ください。

第13回全国高
等学校対抗ボ

ウリング選手
権大会

スポーツ拠点づくり推進事業に関するお問い合わせ先
情報サービス課 TEL03-5202 -6135 

FAX 03-5202 -0755 

センター賞に選出し、 11月2日に新潟県の朱鷺

メッセで表彰式が行われました。

引き続き、「地域情報化フォ ラム Inにいが

た」が行われ、有識者や受賞者の講演やパネルデ

ィス力ッシヨンに多くの関係者が参加しました。

[受賞ブロジ.工クト一覧]

大 賞 Ruby City MATSUEブロジ、工ク ト

地域活性化センター賞 寄ってたかつて信州須坂発信プロジェクト

日本経済新聞賞 高齢者安否確認システム一一今日も発信元気だよ|

日経経済新聞賞 高知県地域版アウトソ シング

日経産業新聞賞 オーブンプラットフォーム型健康情報基盤(私の健康履歴)

日経MJ(流通新聞)賞 ブログポタルサイト「村13¥ろ」

新潟県知事賞 インダスマーケット

新潟県知事賞 地域が見守る安心ネットワーク

インターネット協会賞 Ruby City MATSUEブロジ、工クト(大賞と共に受賞)

CANフォーラム賞 浜松地域ブログポータJレ「はまぞう」

特 月IJ 合彦昌竜 新潟県中越沖地震に伴う緊急災害放送

第5園地域政策研究賞の募集

法政大学地域研究センターは、開設5年目を迎えました。

本年も第5回地域政策研究賞を下記の要領で募集します。

週去1年間 (2006年1月以降)に

発表された新しい地域政策や地域研

究に関する図書・論文・報告書などを

厳選なる審査の上、個人または団体を

表彰します。奮って己、応募ください。

[募集期間12007年10月15日(月)
~ 1 2 月 8 日(土) ※当日消印有効

[応募方法・注意事項]

応募できる作品は、著作権帰属者

に応募者本人もしくは所属組織が含

まれることが前提と左よります。また、

氏名 概要などの公表を了承されて

いるものに限ります。

作品はA4判用紙に出力されたもの

(MO・CD添付可)、もしくは著書1冊

でご応募ください。電子メールによ

る応募は受け付けておりません。

地域研究センタ HP (http://www 

hosei.acjp/regionaUesearch/) 

より「応募申請用紙」フォ ムをダウ

ンロードし、必要事項をご記入の上、

下記応募先まで応募作品を添えてご

送付ください。芯お、応募作品はご

[各賞]

最優秀賞30万円、優秀賞10万円、奨

励賞5万円、学生奨励賞5万円

なお、新機軸の政策を立案または

実施している自治体 ・NPOなどを法
政大学が選定して表彰するイノベー

ティブ ポリシー賞も別途設けてい

ます (公募はしていません)。

[送付先・問合せ]

〒102-8160東京都千代田区富士見

2-17-1法政大学地域研究センター

「地域政策研究賞J係
TEL 03-3264-6641 

FAX 03-3264-6643 

E-mail chiiki@hoseiacjp 

返却できませんのでご了承ください。 開催第4回目にして、初めての最優秀賞が出ました

誌記誕ゆ 2∞7・12月号 48 



CORNER 

<*1ま仮題)

実日本橋プラザビルイベントスペース

・ 1 月 10日~ 1 1日
川口町(新潟県)

・ 1 月 1 7日~ 1 8日
富士川町(静岡県)・1月25日
小田原市(神奈川県)

・ 1 月 29日~3 1 日
埼玉県東部特産品等販売促進協議会

*ふるさと情報プラザ

・ 1 月 7 日~ 1 1 日
盛岡市(岩手県)
盛岡市 冬の観光物産展*

・ 1 月 1 5日~ 1 8日
倉敷市(岡山県)

倉敷市観光物産展*

・ 1 月 2 1 日~23日
福井県
福井県観光物産展*

・ 1 月 24日~25日
結城市(茨城県)
結城市観光物産展*

・ 1 月 28日~2月 1 日
福岡市
福岡市観光物産展*

(写真)
3渋川 ・伊香保温泉 アJレテナードはアートとイ
ー ト のいい関係 ( lO/9~ 1 2 )

4 ~だいすき 浜松 ・浜名湖~浜松 ・浜名湖地域自
慢の「食」ブランド大集合! ( 10/ 1 5~ 1 9 ) 

く以上ふるさと情報プラザ>

EVENT 

*日本橋プラザピルイベントスペース

・ 12月 5日~7日
飯綱町(長野県)

・ 1 2月 12日~ 14日
橿原・高市広域行政事務組合

(奈良県)

・ 1 2月 19日~20日
坂井市(福井県)

女ふるさと情報プラザ

・ 12月 3 日~ 5 日
「岡山 ー倉敷J観光推進協議会
岡山・ 倉敷の旬を昧わう~お取
り寄せはこれで決まり I ~

・ 12月 6 日~ 7 日
あわら市(福井県)
みくにあわらの温泉で、 ひとつ
ぶろ浴びて力二食べて 11

・ 1 2月 10日~ 1 4日
湯浅町(和歌山県)
紀州湯浅の食 -観光フ工ア

・ 12月 1 8日~ 1 9日
南箕輪村(長野県)
“み"がたくさんの 「みなみいの

わ」南箕輪村からの贈り物

・ 1 2月 20日~21 日
美瑛町(北海道)
きれいっしょ うまいっしょ北海
道美瑛町フェアー

(写真)
1 フ ァ y ション フ ェ アイン東京 ( 1 0/ 1 7~ 1 8)

2佐賀県~小城市がばいうまかもんフェア~
( 10/24~26) 

く以上日本橋プラザピルイベントスペース〉

tなが恵
〉い広と l討

震
後
記

財
政
難
が
続
く
中
で
、
各
地
の
自
治
体
で
は
職
員
が
知

恵
と
工
夫
を
絞
っ
て
、
住
民
の
ニ

l
ズ
に
取
り
組
む
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
。
今
月
号
は

「予
算
が
な
け
れ
ば
で
き

な
い
」
と
い
う
従
来
の
与
え
方
を
変
え
、
職
員
が
住
民
の

一え
占
ん
事
業

・
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
、
自
ら
汗

を
訴
し
、
住
民
と
協
働
で
取
り
組
む

「知
恵
と
工
夫
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
特
集
し
た
。

具
体
的
に
は
、
職
員
の
人
件
費
以
外
は
予
算
付
け
の
な

い

「ゼ
ロ
予
算
」
事
業
、
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
、
無
駄
を
徹
底
的
に
省
き
現
場
で
発
生
し
た

資
材
な
ど
を
逆
利
川
し
た
事
業
、
民
間
活
力
導
入
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
で
あ
る
。
職
員
や
施
設
と
い

っ
た

。資
産。

に
加
え
、
情
報
発
信

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

。機
能
。
を
活

刑
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
各

地
の
新
し
い
動
き
だ
。

多
様
化
す
る
住
民
ニ

l
ズ
を
受
け
て
、
職
員
の
ア
イ
デ

ア
を
基
に

。最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
効
果
ψ

を
目
指
す

試
み
と
言
え
る
。
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
な
が
る
ば
か
り

か、

事
業
の
プ
ロ
セ
ス
で
住
民
と
の
述
携
や
協
働
が
必
要

と
な
り
、
対
等
の
立
場
で
役
割
を
分
担
し
な
が
ら

一
緒
に

汗
を
流
す

「創
造
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
も
あ
る
。

一
方
、
住
民
側
に
と
っ
て
は
、
自
ら
が
地
域
づ
く
り
に

参
画
す
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
愛
着
や
関
心
が
高
ま
り
、

事
業
参
加
を
通
じ
て
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
生

ま
れ
た
ケ

l
ス
も
あ
る
。
地
方
分
権
化
社
会
の
進
展
の
中

で
、
自
立

・
成
熟
し
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
と

し
て
、
今
後
、
各
地
に
広
が
り
そ
う
な
見
通
し
だ
。
(沢
)

地域づくり 12月号
2007年12月1日発行 編集・発行=財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋2-3-4日本橋プラザピル131滑電話03-5202-6131(代) http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/ 印刷 製本/株式会社JL井工文社

法律で許可された場合以外に、本誌からの無断転載を禁止します



宝
く
じ
の
当
せ
ん
金
の
支
払
い
は
、
支
払
い
開
始
日
よ
り
1
年
間
で
す
。

買
っ
た
ら
、
早
め
に
調
べ

τし
っ
か
り
換
金
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
づ
く
り
十
二
月
号
(
通
巻
2
2
2号
)
二

O
O七
年
十
二
月
一
日
僻
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

宝くじの収益金は、 '¥.¥¥11// 
身近な街づくりに役立っていますも 守作-'IW..

⑧塁突日本宝〈じ協会
( 当せんはしっかり嗣ベて、しっかり錬金

http:/グwww.takarakuji.nippon-net.ne.jp.外国発行の宝くじを.日本圏内において蛾入することは、;ま型車で幾止されていまま
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